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　絢けん爛らん豪ごう華かな城内。

　地上のどこからも見えない難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいで、勇者ディーン・ストライアは、大陸地図の上に置かれた駒こまを動かした。

「これで魔ま族ぞく域はほぼ陥かん落らく。次は亜人の大陸か」

　種族浄じよう化かは滞とどこおりなく進んでいる。所しよ詮せんは魔ま王おう征せい伐ばつ後の残党狩がりでしかない。

　だがディーンは物もの憂うげだった。

「掃そう討とう戦にイオナの不在は口くち惜おしいな。もっとも、あいつの拷ごう問もん趣しゆ味みに付き合わされることがなくなったのは健全だが」

《七人の勇者》の一角が落とされたのは想定外だった。

　そして──あの神官の存在も。

　だがそれとて、対処可能なイレギュラーに過ぎない。

「さて……次は誰だれに任せたものか。相変わらず筋肉を鍛きたえているだけのギンカか、延々と錬れん金きん釜がまをかき混ぜているアリシャにでも働いてもらうか……」

「えぇ～？　ディーンってば、世界一可愛かわいいボクのこと忘れてないですか？」

　突とつ然ぜん出現した気配に、ディーンはわずかに眉まゆをひそめた。

　この少女もまたイオナとは違ちがった意味で、扱あつかいづらい駒のひとつだ。

「まったく……遊びじゃないぞ。フェイ」

「大だい丈じよう夫ぶですっ。ボクの魅み力りよくにかかれば、みーんな虜とりこになっちゃいますからね♪」

　群ぐん青じよう色の髪かみを持つ小こ柄がらな少女は、可か憐れんに微笑ほほえんでみせた。

　軽く握にぎりこんだ自分の拳こぶしを、まるで宝石のようにうっとりと見つめる。




「だからあの神官さんも、きっと幸せに逝いけますよ」








一話　致命の拳こぶし









　通りは異国の香かおりに満ちていた。

　大通りの両りよう脇わきを、様々な露ろ店てんが無秩ちつ序じよに埋うめ尽つくしている。色とりどりの果実を売る女。無骨な刀とう剣けんや鎧よろいを得意げに披ひ露ろうする男。怪あやしげな薬を調合している老人。

　初めて訪れるその国は、言語や民族こそ同じだが、好こう奇き心しんを掻かき立てる目新しさに満ちていた。

「あ、シルファさん。あちらの赤い果実はなんでしょうか？」

「あれはグレプの実。甘酸っぱくておいしい」

「わわっ、見てください！　すごく立派な毛皮です……！」

「あれはブラックベアーの毛皮。生息数が少ないから希少品」

「くんくん……。なんだかあちらから、とても香こうばしい匂においが……」

「あれはトゲガエルの串くし焼やき。小さい頃ころ、よく食べた」

　アージュの素そ朴ぼくな疑問に、シルファが遅ち滞たいなく答える。

　かつて世界を統すべた魔ま王おうの娘むすめであるシルファは、俺やアージュよりも博識だ。

　シルファもこの人間の小国を訪れたのは初めてのはずだが、見るもの触さわるものを片かたっ端ぱしから解説している。

「レイズ、あれ買ってもいい？」

「ああ」

「あの……でも、平気でしょうか？　もしシルファさんの正体を知られたら……」

「その姿なら、問題はない」

　俺は淡たん々たんと答えた。

　いつもより活発なシルファがアージュの手を引き、砂糖菓が子しを売る露店に近づく。

　ふたりの足取りは軽やかだ。

　控ひかえめに言っても器量抜ばつ群ぐんの美しい娘たちを前にして、菓か子し屋の中年男は息を吞のみ、年とし甲が斐いもなく顔を赤くしている。

　アージュはともかく、シルファが平然と人前に姿を見せられている理由。

　それはシルファの印象が普ふ段だんとは大きくかけ離はなれているからだ。

　まず魔族の特とく徴ちようたる、こめかみから生える角がない。

　黒い翼つばさも、細い尾おも、人外の異種族たらしめる身体的特徴は完全に消え、外見からはただの人間の少女にしか見えない。

　自動人形──イオナの変異魔ま法ほう【トランス】の効果だ。

　人間の生活圏けんである都市部で、姿を隠かくしたまま行動するのはリスクが高い。

　そのため、俺はさっそく人形を有効活用することにした。

　一方、アージュの身なりも見み違ちがえていた。

　ただしこちらはイオナの魔法ではなく、ただの衣装替がえだ。

　かつての大おお仰ぎようで浮うき世よ離ばなれした聖女の法ほう衣えではなく、質素ながらも品のある町娘の恰かつ好こうをしている。長い髪は、頭の後ろの高い位置でくくっていた。

　活動的に揺ゆれる黄金の髪。以前よりも生き生きしているようにも見える。

　たしか聖女として大神しん殿でんに招かれる前までは、山で羊の世話をしていたと聞いている。

　もしかしたら、これがアージュの本来の姿なのかもしれない。

　とり立てて変装もせず黒の神官服をまとった俺は、ちらりと後方を振ふり返かえる。

　そこに、ひとつの透とう明めいな気配がある。

　紅ぐ蓮れんの髪と真紅のローブ、そして仮面。

　その目立ついで立ちが人目に付くことはない。イオナ自身の幻げん影えい魔ま法ほう【ミラージュ】で、目視できないよう迷めい彩さいさせている。

　イオナは俺たちの後方で一定の距きよ離りを維い持じしていた。

「レイズ、食べる？」

　砂糖菓子を手にしたシルファが戻もどってきた。

　俺は無言で首を横に振り、歩き出す。

　俺がここに来たのは、露店を物色して歩くためではない。

　この小国バルペインを訪れた理由はたったひとつ。

　まもなくここに、伝説の勇者ディーン・ストライアが姿を現すという情報を掴つかんだからだ。




　　　　△▼




　宿の最上階の部屋から、俺はさきほどの市場を見下ろした。

　室内は広く、ひとりでは持て余すほどだ。

　絨じゆう毯たんも調度品も、一目で高級だとわかるものばかり。この小国の町ではおそらく最高級の宿と部屋だ。シルファは部屋の花か瓶びんや絵画を興味深げに眺ながめ、アージュは部屋の中央でくるりと身を躍おどらせた。

「すごく素敵なお部屋ですね。レイズ様、本当にここでよろしかったのですか？」

「問題はない。シルファと一いつ緒しよに、好きに使ってくれ」

　無論、宿の主人たちを皆みな殺ごろしにしたわけではなく、正当に代金を払はらっている。

　路銀はこれまで殺した冒ぼう険けん者の遺留品や、助けた異種族からの報ほう酬しゆうで賄まかなっている。だが金など使うだけあれば十分だ。

　俺がここを選んだのは、贅ぜい沢たくが目的ではない。

　ちょうど町並みが一望できる位置にあったから、というだけの理由だった。

　バルペインの王城へと繋つながる大橋も、ここからはよく見える。

　予定通りであれば、明日、遠えん征せいから帰き還かんするディーン・ストライアが大軍を率いて、この国を通過する。

　そしてあの橋を通るはずだ。

　奇き襲しゆうには絶好の機会となる。

　その瞬しゆん間かんを、俺は心待ちにしている。

「レイズ、発作は大丈夫？」

　シルファが心配そうな表情を浮うかべていた。

　ここ数日、俺は一度もシルファからの血清を受けていない。

　だが体調にまったく問題はない。

　魔王の心臓による過負荷は、徐じよ々じよに軽くなっていた。

　時間と共に、俺の身体からだが魔王の心臓に馴な染じんできた、ということかもしれない。

　あるいは──俺が人間から遠ざかっているのか。

「ああ。今は大丈夫だ」

「よかった。でも、いつでも言って」

「あの、レイズ様……」

　なぜかアージュも不安そうに俺を見つめていた。

　その瞳ひとみには、深い憂うれいがある。

「もし明日、ディーン・ストライアが現れたのなら……そのときは……」

　どくん、と心臓が反応するように脈打つ。

　俺のなかにいる魔王もまた、復ふく讐しゆうの炎ほのおに昂たかぶっているのかもしれない。

「決まっている」

　俺は賑にぎやかな町並みから視線を外し、アージュを見た。

　静かに口くちの端はを吊つり上げる。

「俺が奴やつを、この地上から抹まつ殺さつする」




　　　　△▼




　群衆と歓かん声せいが城下町を埋め尽くしていた。

　前を見ても後ろを向いても、見えるのは人、人、人──

　このすべてが、伝説の勇者を一目見ようと集まったバルペインの国民たちだ。

　俺とシルファとアージュの三人も、その群れに紛まぎれ込んでいた。人形イオナも姿を消してすぐ傍かたわらに控えている。

　王城へと続く巨きよ大だいな橋。

　整然と並んだ兵士たちによって、勇者の道が守護されている。

　まもなくここに、ディーン・ストライアが姿を現す。

　その瞬間、ここは戦場へと変わる。

　俺だけがその未来を知っている。

　当然、この場にいる大勢の人間たちは、そんなことは夢にも思わないだろう。

　世界を救った勇者の登場を待ちわび、今か今かと熱気を高めている。

「すごい人の数ですね……」

「人間は集まるのが好き、なの？」

「ふたりとも、あまり俺から離れるな」

　アージュとシルファはうなずき、人波にさらわれてしまわないよう、ぴったりと俺に身体を寄せた。

「こいつらの中では、魔王を滅ほろぼし、世界に光を取り戻した英えい雄ゆうだ。本性など、疑ったこともないんだろう」

　度し難がたいほどに愚おろかしい。

　殺すほどの罪はない。

　けれど、生きることが許されるほどの価値は、こいつらにあるのだろうか？

　俺はふと、自分の手のひらに視線を落とした。

　もし俺がここで【オルタ・レイザー】を使えば、この目め障ざわりな愚ぐ民みんどもを一いつ掃そうできる。

　それも一興かもしれない。

「れ、レイズ様、どうかされましたか？　お顔が険しいですが……」

「……いや、なんでもない」

　俺は手を下ろし、再び群衆を構成する愚民のひとりになりきった。

「ねぇ、レイズ」

　俺の腕うでをつかみながら、シルファが尋たずねた。

「なんだ？」

「もし勇者だけじゃなく、残りの《七人の勇者》が一緒に現れたら……そのときは、どうするの？」

「決まっている。まとめて片を付けるだけだ。むしろ大いに歓かん迎げいしよう。もっとも、残念ながらそれはないだろう」

「どうして？」

「奴らは決して、共きよう闘とうなどしない」

　俺は断言した。

　そして、かつて神官として《七人の勇者》のパーティを支えていた忌いまわしき過去を思い返していた。

　伝説の勇者、ディーン・ストライア。

　伝説の魔ま法ほう使つかい、イオナ・ヴァーンダイン。

　伝説の戦士、ギンカ・ブルアクス。

　伝説の武ぶ闘とう家、フェイ・リーレイ。

　伝説の狩人かりゆうど、ヒサメ・クウガ。

　伝説の錬れん金きん術じゆつ師、アリシャ・ミスリル。

　伝説の賢けん者じや、メビウス。

　俺がその傷を癒いやし、加護を与あたえ、ときに蘇そ生せいさえ行った七人の怪かい物ぶつ。

　俺はよく、奴らの手当てをしながら、過か酷こくな旅の話を聞かされていた。

　当然、魔ま物ものや魔ま族ぞくとの激しい戦いの状じよう況きようも。

　だが俺は一度として、奴らが力を合わせて戦ったという話を、聞いたことがない。

　今考えれば、その理由も合点がいく。

　奴らに共闘など必要ないからだ。

　みずからの力に絶対的な自負を持ち、他者の存在になんの価値も見出していないような連中が、仲間のために血を流すはずがない。

「それは……私わたくしたちにとっては良いこと、と言ってよいのでしょうか？」

「ううん。そうとも限らない」

　アージュの疑問に、シルファが答えた。

「七人がそれぞれ独立して動いているということは、わたしたちも、それぞれの動きを予測するのが難しくなる」

「確かに……」

「ああ、そうだ」

　残念ながら、シルファの言う通りだ。

　だが、誰だれがどんな思おも惑わくを抱いだいていようと、俺には関係ない。

　ただひとつ、わずかな気がかりがあった。

《七人の勇者》の中のひとり。飄ひよう々ひようとしたその姿と言葉が、脳裏をよぎる。




　──ボクが世界一可愛かわいいに決まってます。


それを証明するために、他の人間は生きているんですよね？






　とりわけあの女は、警けい戒かいすべき対象だと言えるかもしれない。

　その直後、群衆からひと際大きな歓声が沸わき起こった。

「レイズ様、先導の兵士たちが見えます！」

　アージュが示した先。重武装の大軍団が姿を現した。

　重々しい金属音が、橋を揺ゆらす振しん動どうとなって伝わる。

　掲かかげた槍やりの穂ほ先さきや全身鎧よろいには、何者かの返り血がべっとりとこびりついている。それはどんな言葉よりも、殺さつ戮りくの成果を如によ実じつに示していた。

　一団の圧巻の姿に、群衆が息を吞のむ。

　だがそれは、それまで以上の狂きよう騒そう的な熱気を引き起こした。

　あれが勇者の一行。

　だが、まだディーン・ストライアの姿はどこにも見えない。

　全身の肌はだがざわつく。血が高こう揚ようするのを感じた。

　間ま違ちがいなく、あそこにいる。

　俺の復ふく讐しゆうの標的が。

「人形。お前はシルファとアージュの盾たてだ。身みを挺ていしてふたりを死守しろ」

「了りよう解かいしました」

　幻げん影えい魔ま法ほう【ミラージュ】で透とう明めい化していたイオナが姿を現し、シルファたちの前で防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの構えをとる。

　俺はこの従順な人形であるイオナに、いくつかの行動原理を埋うめ込んでいる。

　ひとつ、自身の生命よりも、シルファとアージュの命を優先すること。

　ふたつ、その命令が遂すい行こう困難だと判断される場合においてのみ、自律的に他者を殺傷する行こう為いを許可すること。

　そして最後は、そのふたつを実行するため、自身の安全を度外視することだ。

　つまり文字通り、この人形は肉の盾。

　だがこの瞬間にも、そこに封ふうじられた本来の人格は、すべての感覚を味わい続けている。一時の休みも、終わりもなく。

　さぞ本人は屈くつ辱じよくと苦痛にもがいていることだろう。

　だがまだまだ、始まったばかりだ。

　俺は人形から橋に視線を戻もどし、右手に意識を集中させた。

　目標は、重武装の軍団。

　その中心にいる忌むべき存在に向け、俺は反転魔ま法ほうを詠えい唱しようした。




「【オルタ・キュア】──一切合切、灰かい燼じんに帰せ」




　次の瞬しゆん間かん、橋の中央で治ち癒ゆと再生の反転魔法が発動した。

　軍団を構成する兵士たちが、次々と内側から炸さく裂れつ。

　人間だけではなく、その武装も引き千切られた金属片となって四散し、さらに彼らの足元にある石いし畳だたみの橋も飴あめ細工のように砕くだけ散ちる。

　轟ごう音おんが辺り一帯を揺るがす。

　大量の瓦が礫れきと金属、そして人間の断片が降り注いだ。

　ようやく最初の悲鳴が聞こえた。

　混乱のるつぼと化し、一いつ斉せいにその場から避ひ難なんをはじめた民衆の渦か中ちゆうで、俺たちだけがその場から動かず、事態を静観していた。

「……終わったの？」

　ぎゅっと身を縮めていたシルファが顔を上げ、辺りを見み渡わたす。

　俺は答えず、冷静に攻こう撃げき評価を下していた。

　もうもうと立ち込める粉ふん塵じんと血ち煙けむり。崩ほう落らくした橋から兵士たちの亡なき骸がらが落ちていく。

　生きている者はいないはずだ。

　だが無論、どんな状況であれ、例外は存在する。




「──ディーンだと思いましたか？　ざんねんでしたー！」




　記き憶おくの奥底に刻まれた軽けい薄はくな声がした。

　瞬間、全身が総毛立つ。

　その感覚の半分は嫌けん悪おであり、残り半分は、喜びだった。

　土つち煙けむりの中から人ひと影かげが現れる。

　小こ柄がらな輪りん郭かく。肩かた口ぐち程度の群ぐん青じよう色の髪かみ。

　脇わきや臍へそを露ろ出しゆつした身軽な武闘着に、両腕に装着された分厚い手てつ甲こう。

[image: ]

　容姿をはっきりと捉とらえる前から、俺はその正体に気づいていた。

「正体はぁ……じゃっじゃじゃーん！　なんと世界一可愛くて、世界一軽やかな身のこなしに定評のある～このボクでした！」

　幼さの残る無む邪じや気きな笑みに、俺は忌いま々いましく吐はき捨すてる。

「フェイ・リーレイ……」

《七人の勇者》のひとり。

　伝説の武闘家の登場だった。




　　　　△▼




　静せい寂じやくの大橋に、フェイ・リーレイが降り立った。

　俺は瞬またたきもせず、その一挙一動を注視する。

　接地の瞬間は無音だった。

　それは静かな着地、という意味ではない。完全なる無音。

　通常の人間とはかけ離はなれた聴ちよう力りよくを持つ俺の耳でも、一切の音──振動を感じ取ることができなかった。

　無論、驚おどろくには値しない。ただの再認識だ。

　俺の目の前にいるのは、伝説の《七人の勇者》のひとり。

　なにげない動作の数々が、その強固な証左に他ならない。

「あーあー。せっかくこの場に世界一可愛いボクがいるっていうのに、観客があなたたちだけなんて……どんな贅ぜい沢たくですかーそれ？　まぁ、いいです。今回だけは特別に許してあげます。お久しぶりですね、神官さん♥」

　フェイが流し目を寄よ越こす。

「えへへー♪　もしかしてぇ、神官さんはボクに会いたかったんですかー？」

「そうだな。お前と会えたことを幸運に思う」

「わわっ……まるで告白じゃないですか……！　えっと、そんな真しん剣けんな眼差しで見つめられちゃうと、ボク、困っちゃいます……」

　フェイはわざとらしく頬ほおを赤らめた。

　直じかにこの女のことを知らないシルファとアージュから、困こん惑わくが伝わる。

「ま、男のひとがボクに見み惚とれちゃうのは、当然の摂せつ理りなんですけどね」

　ころりと態度を変えたフェイが、懐ふところからなにかを取り出す。

　びくりとシルファたちが身構えるが、フェイが手にしたのは、なんの変へん哲てつもないただの手鏡だった。

　フェイはうっとりとした顔つきで手鏡を覗のぞき込み、悩なやましげな吐と息いきをこぼす。

「はぁ……。それにしても、ボクってほんっっっと、世界一可愛いですよねぇ……。その上世界一賢かしこくて強いんですから、この地上に舞まい降おりた天使──いえ、それ以上の完かん璧ぺきな存在であることは証明するまでもありませんね」

　かつて散々見せられた、妄もう執しゆう的なまでの自己愛ぶり。

　そのふざけた反応を無視し、俺は言った。

「仲間の情報を吐け」

「……はい？」

「残りの《七人の勇者》の居場所を答えろ。そうすれば特別に、お前はただ殺すだけで済ませてやる」

「なんですかぁ、それ？　まさか、それで取引のつもりですか？」

　フェイはくすぐったそうに身をくねらせて笑う。

　可か憐れんな少女そのものの仕草。

　その素性を知らぬ者が見れば、容易たやすく騙だまされるに違ちがいない。

「そんなことボクに聞かれても困りますよぉ。神官さんだって知ってるじゃないですか。あのひとたち、なにを考えているかわからないド変人ですし」

　お前はちがうのか、という言葉を俺は口には出さなかった。

「そうか。では、手加減の必要もないな」

　もとよりするはずもないが。

　目の前にいるのは、《七人の勇者》のひとり。この力を振ふるうにふさわしき相手だ。

「ボクは、イオナとはちがいますよ？」

　フェイは身軽にその場で跳はね、つま先で地面を叩たたいた。

「確かめてみなければ、わからないな」

「レイズ……」

「レイズ様……！」

「ふたりとも、下がっていろ。すぐに終わる」

　フェイが微び笑しようを浮うかべ、拳こぶしを持ち上げる。

「ふふっ、そうですね。きっとすぐに終わりますね」

　半身の姿勢をとり、弓を引くように両りよう腕うでを大きく前後に開いた。

　まるで大だい蛇じやを連想させる、武ぶ闘とう家特有の構え。

「ねぇねぇ、神官さん。武闘家の最大の武器って、なんだかわかりますか？」

「さあな」

「もぉ、仕方ないですねぇ。それじゃあ賢くない神官さんに、賢いボクが特別に教えてあげます。それはですねぇ……」

　フェイが視界からかき消える。

　直後、俺の頬が斬きり裂さかれた。




「──素早さ、ですよ♪」




　眼前に出現したフェイが、拳を突つき出だしていた。

　首をひねるのがほんのわずかでも遅おそければ、頭部ごと吹ふき飛とんでいた。

　唇くちびるが触ふれるほどの距きよ離りで、フェイが無邪気に微笑む。

「神官さん、近くで見ると、なかなかイケメンじゃないですかぁ。ま、世界一美少女なボクとはちょっとだけ釣つり合あいませんけど♪」

「お前たちの邪じや悪あくさと釣り合う人間などいない──【オルタ・キュア】」

　右手から放たれた破は壊かいの魔ま力りよくがフェイを強きよう襲しゆうする。

　だがその瞬間、すでにフェイの姿は消失している。





【オルタ・キュア】：対象に命中せず。効果なし






　汎はん用ようスキルの【戦せん闘とう経験】が、情報を淡たん々たんと頭の中に展開する。

　防ぼう御ぎよ系の《スキル》ではない。ただ回かい避ひされている。

「まったくもって、遅いです」

　大橋の柵さくの上に、片足のつま先で立つフェイがいた。

「せっかくこうしてボクと直接触れ合う権利を得ているんですから、神官さんはもっとボクのために全力を出してほしいです。それとも……味方がやられないと、本気にならない性た質ちですか？」

　フェイの殺意が俺から逸それる。

　その直後、最上位の防ぼう御ぎよ魔ま法ほう【アビスウォール】を展開していたイオナの右みぎ腕うでが、肩かたの付け根から千切れ飛んだ。

　片かた腕うでを失いつつも、イオナは眉まゆひとつ動かさない。

　それが【オルタ・レクイエム】による魂たましいと肉体の分ぶん離り。

　もっとも、あの人形の中に封ふうじ込こめられた当人は、今いま頃ごろ壮そう絶ぜつな激痛にもんどり打っていることだろう。

「ぐすん……イオナってば、こんな風になっちゃって可哀かわい想そう……。とっても悲しいですけど、ボクたちはイオナの分まで精せい一いつ杯ぱい生きていきます！」

　フェイの欺ぎ瞞まんに満ちた憐あわれみを向けられた人形イオナも、ただの肉にく壁かべでは終わらない。

　被ひ弾だんと同時に、予あらかじめ展開していた迎げい撃げき魔ま法ほうが発動。

　空中にいくつもの魔ま法ほう陣じんが浮かび、フェイを完全に包囲する。

　だがフェイがくるりと身を躍おどらせると、そのすべてが瞬しゆん時じに消しよう滅めつ。

　フェイは素手で魔法陣そのものを攻撃し、発動前にかき消したのだ。

「だから、安心して逝いってください」

　フェイがゆっくりと蹴けり足あしを持ち上げる。

　次の瞬しゆん間かん、イオナの全身に大穴が穿うがたれた。

　肉片が飛び散り、血しぶきが舞う。

　両りよう脚あしも骨ごと寸断され、イオナがその場にくずおれる。

　俺は短たん距きよ離りの【シフト】でその場に転移し、同時に右腕を構える。

　だがフェイは深追いすることなく、あっさりと距離をとった。

　俺は血だらけで石いし畳だたみの上に転がる人形を見下ろす。

　千切れた臓ぞう腑ふと血を垂れ流すイオナが、かすかな呻うめき声を上げる。

　素顔を覆おおった仮面のまま俺を見上げ、なにかを訴うつたえていた。

「──誰だれが勝手に倒たおれていいと言った？」

　俺はイオナの頭を踏ふみつけた。

　そして手をかざし、【キュア】を発動。

　瞬く間に、イオナの千切れた全身が再構築を開始。

　骨と肉が元通りに再生・結合し、まとっていたローブすら修復される。

　一いつ瞬しゆんにして、イオナはもとの五体満足の姿を取とり戻もどした。

「お前には力ちから尽つきることも許されない。さあ、立て」

　俺の命令に、人形がぎこちない動きで起き上がる。

　フェイはそれを阻そ止しすることもなく、悠ゆう々ゆうと眺ながめていた。

　確かに、余よ裕ゆうを見せるだけのことはある。

　なぜ、最上位の防御魔法であるイオナの【アビスウォール】が、いとも容易く貫かん通つうされたのか。しかも素手の相手に。

『レイズ、あの女の能力を【魔ま眼がん】で見た。気をつけて』

　シルファが【心象投とう影えい】で俺の頭に自身の声を響ひびかせながら、同じく固有スキルである【魔眼】で得た情報を共有する。





《クラス》

　武闘家




《スキル》


【戦闘経験】……戦闘中に発生する事象を正しく把は握あくする

【闘気・龍りゆう】……すべての格かく闘とう攻こう撃げきの威い力りよくを増ぞう幅ふくする（極大）

【練気・虎とら】……戦闘中に生じる肉体的な負荷をゼロにする


また、呼吸によって魔力を回復する



【発はつ剄けい・玉】……魔力を消費し、格闘攻撃の威力を増幅する（大）

【殺式気功】……自身の攻こう撃げきの威力・数に応じ、自身の肉体を回復する

【無型】……あらゆる武闘の型を会得する


また、同じ型を持つ武闘家に敗北しない



【連撃の極意】……連撃の間に生じる隙すきを完全に省略する

【絶対会心】……詳しよう細さい不明






《魔ま法ほう》


【詳細不明】……／／








「ちょっとぉ～覗のぞき見みですかぁ？　いくらボクのことが好きだからって……。ま、世界一可愛かわいいボクのことをもっと知りたくなるのは当然ですけどねぇ」

　フェイは軽く首を回し、ゆっくりとこちらに歩み寄る。

　俺はフェイの能力を見ながら、奴やつの攻撃がイオナの【アビスウォール】を突とつ破ぱした理由に気づいていた。

「なるほど。会心の一いち撃げきか」

「ふふっ、ようやく気づいたんですかぁ？」

　武闘家の最大の武器は、その素早さそのもの。

　そして、その速さがもたらすものは、なにか。

「ボクの攻撃はその一手一手が、強制的に引き起こされる会心の一撃なんです。つまり、すべての攻撃が致命であり必殺。たとえどんな防御手段を講じられようとも、ボクはそれを一方的に無視することができるんです」

　それが伝説の武闘家フェイ・リーレイの持つ固有スキル──【絶対会心】。

　フェイは血ち腥なまぐさい戦場には似つかわしくない、天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべた。

「もう一度言いますね。ボクは、イオナとはちがうんです♪」




　　　　△▼




　フェイの踵かかとが鼻先をかすめる。

　生じた風圧で俺の頬ほおが斬り裂かれ、石畳の路面に亀き裂れつが走る。

　視界の端はしに、防御魔法を展開してシルファたちを護衛するイオナを捉とらえる。

　だがそれもあくまで戦闘の余波を防ぐものに過ぎず、フェイの死の拳打そのものを無効化することはできない。

　それは俺自身も同じだ。

「そんなに頑がん張ばってよけないでくださいよぉ。ボクに蹴られるなんて、この世界で二番目くらいのご褒ほう美びじゃないですかぁ」

　フェイが身体からだを旋せん回かい。

　あまりの速度に姿がかすむ。

　柔じゆう軟なんな身体を駆く使ししたフェイの後ろ回し蹴り。

　俺は右手をかざし、反転魔法で迎げい撃げき。

　だが──





【オルタ・フォース】：発動。対象の【絶対会心】により無効化






　フェイの踵が、俺の右手首を引き千切った。

　さらに間かん髪はつを容いれずの連撃。

　首を狙ねらった一撃を、とっさに左ひだり腕うでで防御。

　その左腕も、木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちる。

「ふふん♪　これが、【会心の一撃】ってやつですよ」

　俺は一いつ旦たん距きよ離りをとる。

　フェイは余裕の笑みをつくり、追つい撃げきすらしてこなかった。

　両りよう腕うでのみならず、奴の攻撃の衝しよう撃げき波はにより、俺の全身はずたずたに斬り裂かれていた。

　通常の人間なら、ほぼ即そく死しに近い損傷。

　だが──





【不ふ滅めつ者】：自動発動。欠けつ損そん部位を再生開始。所要時間、０・７秒






　全身を覆った暗い光が、千切れ飛んだ両腕と全身の裂れつ傷しようを瞬時に修復、再生する。

　俺は戻った両手を握にぎりながら、感かん触しよくを確かめた。

「神官さん、それすごく痛そう……痛くないです？」

「生あい憎にくだが、今の俺は痛みを感じない」

「そ、そうですか……。もし痛くなったら、特別にボクがふーふーしてあげてもいいんですよ？　ほら、痛いの痛いの飛んでけー的に……」

「意味がわからない」

「ええぇ!?　ひ、ひどいです！　ボクも恥はずかしさを我が慢まんして言ったのに！」

　なぜかフェイが頬ほおを赤くしながら怒おこっている。

「御ご託たくはいい。これで、すぐに終わる」

「はい？」

　俺は両の拳こぶしを上げ、構えた。

　なにかの型でない。完全なる我流の構え。

　それを見たフェイが、ぽかんと間の抜ぬけた顔をさらす。

　直後、甲かん高だかい笑い声を上げた。

「えっと……、なんです、それ？　もしかして……伝説の武ぶ闘とう家のボクと、拳で戦うつもりですか？」

「ああ、そうだ」

「神官さんって……思っていた以上に、面白い人だったんですね」

　フェイのまじまじとした眼差しは、演技ではないだろう。

「くすっ……不覚ながら、本当に好きになっちゃいました。ここで殺すことになるのが、惜おしいくらいです」

　言いながらフェイはまた手鏡を取り出し、自分の顔に見み惚とれている。

　うんざりするほど見た姿。

「はぁ……ほんっとボクってば可愛い……」

「ひとつ、前々からお前に思っていたことを教えてやろう」

「なんですか？　ひょっとして、ボクに似合う花や宝石ですか？　せっかくですけど、ボクはなんでも似合うので……」

「いや、ちがう」

「えーもうなんですかー？　勿もつ体たいぶってないで、教えてくださいよぉ」

　俺は喜き悦えつに口元を歪ゆがめた。




「お前はべつに、可愛くはない」




　途と端たん、フェイの顔から一切の表情が消えた。

　やがて頬が紅潮していく。

　まるで子供そのものの反応。

　フェイが拳を下ろし、棒立ちになる。

　だがこれまでとは比ひ較かくにならない、ありありとした殺気が膨ふくれ上あがる。

「そういうイジワルなこと言うひと……ぜったい、ぜったい殺しますから!!」

　フェイが、今度こそ風と化した。

　俺の心臓を狙い、最速で繰くり出だされた手刀。

　その速度は、紛まぎれもなく俺の反応を上回っていた。

　だが──

「ぃぎゃ……!?」

　俺が至近距きよ離りで繰り出した裏拳が、フェイの顔面を完全に捉えた。

　小こ柄がらなフェイの身体が吹ふき飛とび、石いし畳だたみを砕きながら激しく転がりまわる。

「どうした。伝説の武闘家は、その程度か？」

　俺の身体は、魔ま王おうの心臓がもたらす魔ま力りよくにより発動する【フォース】によって、常時強化されている。

　それに加えて【魔王の権能】で発動したスキルのひとつ【人類悪】による、人間特とつ攻こう状態が付ふ与よされている。

　素手であろうと肉体を引ひき裂さくことは容易たやすい。

　まともに食らって生きているだけで称しよう賛さんに値するだろう。

　だが愕がく然ぜんとした表情で身体を起こしたフェイに、それを誇ほこる余よ裕ゆうはないようだ。

　鼻から血を垂らしながら、信じられないように俺を凝ぎよう視ししている。

「ボクの拳を……よけた……？」

「なにを言っている？　俺は躱かわしてなどいない」

「え……？」

「お前が外したんだ」

　フェイは、何を言われているのかわからないといった様子で固まっている。

「確かに【絶対会心】による一撃は強力だ。だが、お前は基本的なことを忘れているようだ。どれほど強力な攻撃であろうと、当たらなければ意味がない」

「だから……なんです……」

「まだ気づかないか？」

　予想を超こえたダメージに、ひざを突いたまま立ち上がれずにいるフェイに、俺はゆっくりと歩み寄る。

　絶望を、しっかりと理解させるために。

　確かに俺の【オルタ・フォース】は、奴の攻こう撃げきの威い力りよくを無力化しなかった。

　だが効果は発動している。

「俺は、お前の幸運を弱体化したんだ。極限のマイナス値まで」




　　　　△▼




「ボクの幸運を……弱体化した？」

　フェイは膝ひざを突き、呆ぼう然ぜんと凍こおりついていた。

　それからようやく気づいたように、慌あわてて自身の鼻血を拭ぬぐう。

「は、はは……なにを言ってるんです？　い、意味がわかりません！」

「筋力や技量と同様に、幸運もまた、人間の能力値を形成している。存在している力であれば、【オルタ・フォース】によって弱体化できる」

「そんな……」

「そして最低以下の極限まで悪化した幸運値は、お前にとってあらゆる災さい厄やくをもたらす。例えばそう──ことごとく攻撃が命中しない、という不運も」

「う、嘘うそだっ！　そんなこと……あるはずないです！」

「なら、存分に試してみるといい」

　俺はフェイに手ての甲こうを向けたまま、奴やつを手招きした。

　ありふれた挑ちよう発はつ。

　だがフェイは屈くつ辱じよくの憤ふん怒ぬを全身にみなぎらせ、武闘家の構えをとる。

「そんなことあるはずが……。ボクの攻撃が当たらないなんて……。ボクは世界一可愛かわいくて賢かしこくて、強いんですから……!!」

　瞬またたきをした瞬しゆん間かん、フェイが残像と化す。

　だがもはや、なんの脅きよう威いにもならない。

　俺は徒と手しゆ空くう拳けんのまま迎撃。

　至近距離で拳をみずから空から振ぶりしたフェイの顎あごを、掌しよう底ていで打ち抜いた。

「がっ……!?」

　続いて首筋に右みぎ腕うでで手刀を叩たたき込こみ、さらに畳たたんだ左ひだり肘ひじでフェイのこめかみを強打。

　がくん、とフェイの膝が落ちる。

　それでもまだ眼光は力を失わない。

　繰り出されるのは、神速の蹴けり上げ。

　しかし俺は回かい避ひ行動すら取らなかった。

　なぜなら、当たらないと最初からわかっているからだ。

　空を切った足首を掴つかみ取る。

「なっ……!?」

　フェイの瞳ひとみに、今度こそ底知れぬ絶望が満ちる。

「腹に風穴を開けられたくなければ、力を込めろ」

「……!!」

　問答無用に宣告し、俺はフェイの腹部を拳で突つき上げた。

「ぐへぁっ……!?」

　フェイが胃液を吐はき出し、盛大に吹き飛ぶ。

　固い路面に何度も叩きつけられ、ぼろきれのような姿に成り果てた挙句に、ようやく停止した。

　確かに近接格かく闘とうにおいて、神官と武闘家では雲うん泥でいの差さがあるだろう。

　だが武術の技量など関係ない。存在しないに等しい。

　この身に継けい承しようした、魔王の力の前では。

「いたっ……痛いよ……」

「一方的に殴なぐられるというのは、どんな気分だ？」

　俺はうずくまったままのフェイに、ゆっくりと歩み寄った。

　無造作にその前まえ髪がみを掴み、頭を持ち上げる。

「ひっ……いや……」

「いや……傷つけられる者の痛みなど、お前たちに答えられるはずもないか。ならば、お前たちは、それを知る必要があるな」

　俺の言葉の意味を理解したフェイの瞳に、恐きよう怖ふが映る。

　無論、これは脅おどしではない。

　フェイの手足がカタカタと震ふるえ出す。

「……しっ、します……」

「なに？」

　怯おびえすくんだフェイが、なにかを呟つぶやく。

「こ……降参……します。ボクの……負け、です……」

　フェイの目には、涙なみだが溢あふれていた。

　それは経験したことのない痛みによるものか、あるいは屈辱によるものか。

　いずれにせよ、なんの価値もない。

「やはり、お前たちは同じだな。そこの伝説の魔ま法ほう使つかいも、人形になる直前、お前と同じ言葉を口走っていた。そう言って命いのち乞ごいして来た魔ま族ぞくや亜人を、お前たちはいったいどれほど殺してきた？」

「ち、ちがうっ、ちがうの……！」

「なにがちがう？」

「だから……ぜんぶ、全部ディーンに命令されてやったことなんです……」

　フェイは腫はれ上がっていないほうの瞼まぶたを開き、弁解を口にした。

「命じられていただけ、か。ならそれを素直に聞き入れ、罪のない魔族を虐ぎやく殺さつしていた自分たちにはなんの責任もないと言うつもりか」

「そ、それは……」

　愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

　俺は完かん膚ぷなきまでに怯えすくんだフェイの顔を、右手で鷲わし掴づかみにした。

「がっ……！」

「貴様を地じ獄ごくに送る。永遠の、終わりなき煉れん獄ごくに」

「っ……!?」

【オルタ・レクイエム】──イオナに施ほどこした最終の反転魔ま法ほう。

　ただ殺すなど、ありえない。

　リザを殺したこいつらに、単なる死などという赦ゆるしを与あたえるはずがない。

　理解させる必要がある。

　これから長い長い、悠ゆう久きゆうの時を使って。己の犯した罪の大きさを。

　赦されざるお前たちに、ふさわしき罰ばつを与える。

　神がやらぬ報いを、この俺が。

「……ひぐっ……」

　ふいに、右手の先から情けない嗚お咽えつが聞こえた。

　俺に顔面を掴まれたままのフェイが泣いていた。

「ご……ごめん、なさい……。ボクが……まちがって、ました……。お願いです……ゆ、許して……ください……」

　そこにいたのは、もはや伝説の武ぶ闘とう家などではない。

　脆ぜい弱じやくで無様なだけの、か弱い小こ娘むすめだった。

　だが俺の心にはさざ波ひとつ立たない。

「永遠の牢ろう獄ごくのなかで、自らの愚おろかさを悔くいるがいい」

「いやぁ！」

　俺は右手に力を込めた。




「レイズ様っ、お待ちください!!」




　悲痛な叫さけび声が、俺の腕うでを止めた。

　俺はフェイの顔を掴んだまま、声のほうを振ふり返かえる。

　泣き出しそうな顔をしたアージュが、祈いのりを捧ささげるように手を組み、俺を見つめていた。

「なんだ？」

「この方は……罪を悔いています」

「それがどうした」

「どうか一度だけ……罪を償つぐなう機会を、お与えいただくことはできませんか？」

　信じられない言葉だった。

　だがアージュの眼差しは真しん剣けんそのものだ。

「なぜ俺が、こいつのためにそんな慈じ悲ひを持つ必要がある？」

「この方のためだけでは、ありません。なにより……レイズ様のために」

「俺のため……？」

「レイズ様の手を、これ以上、無用な血で穢けがさぬためにも」

　あまりにも、それは奇き妙みような言葉だった。

「俺の手は、とうに穢れている」

「それでもです……！」

　アージュは毅き然ぜんとしてフェイの返り血で汚よごれた俺に近寄り、手を伸のばした。

　俺の頬ほおに、そのやわらかな指先が触ふれる。

　そして飛び散った血を優しくぬぐった。

「レイズ様の穢れを……どうか私たちにも背負わせてください」

　それはいったい、どういう意味なのか。

　いや──その行こう為いに、どんな価値があるのか。

　俺は答えを求め、シルファを見た。

　シルファはアージュの涙交じりの言葉を肯こう定ていも否定もせず、ただ見つめている。

　わかっていた。

　シルファは俺と共にある。

　たとえ、俺がこれからさらに多くの血にまみれようとも、その先でどんな怪かい物ぶつに成り果てようとも、俺の傍そばにいる。

　それがあのとき魔族の地で俺とシルファが交わした、約束だ。

　だからこそ、俺に選べということなのだろうか。

　リザを殺したこいつらの、生せい殺さつ与よ奪だつを。

「ごめんなさい……ごめんなさい……。もう二度と……許して、ください……」

　恐怖に打ち震えるフェイが、必死にかすれた声を絞しぼり出だす。

　俺はフェイの顔を押さえていた右手から、ゆっくりと力を抜ぬいた。

「え……？」

　フェイが呆ぼう然ぜんと俺を見上げる。

「アージュに、感謝するんだな」

　状じよう況きようを理解するまで、フェイはしばらくの間、俺を見上げていた。

　だがやがて、堰せきを切ったように嗚咽を上げて泣きじゃくった。

　人形であるイオナが、そんなかつての仲間を無感情な瞳で見下ろしていた。








二話　獣じゆう人じんの剣けん士し









　バルペインの町から出てしばらく歩いた河のほとり。

　完全に態度を改めたフェイが、アージュに手当てを受けていた。

　河の水で傷口を洗い、清潔な布を当てる。

　フェイはまだときおり鼻をすすり、目は赤く泣き腫らしている。ふたりのその姿を赤の他人が見れば、仲なか睦むつまじい姉妹にでも見えるのかもしれない。

「いたっ……」

「あっ、ごめんなさい。染みましたか？」

「ううん。あの……ありがとう。聖女さま……」

「いいんです。私にできることは、そう多くありませんから。それに、私はもう大神しん殿でんの聖女では……」

　アージュがフェイに微笑ほほえみかける。まさしく聖なる乙女おとめという清純さ。

　フェイは恐おそる恐る俺に視線を送る。

「神官さん……ボクを、許してくれるんですか？」

「許した覚えはない。ただ殺していないだけだ。それに……」

「そ、それに？」

「利用価値があるのなら、どんなものでも利用する。それだけだ」

「れ、レイズ様、そのような言い方……」

「わたしもレイズに賛成」

　シルファが頷うなずき、フェイに近づく。

「あなたたちのことは許せないけど、殺し合いをしたいわけじゃない」

「……ということだ」

　淡たん々たんと言う俺を、フェイは不思議そうに見つめる。

　その視線には、なぜか好意的な色合いがある。

「素敵……」

「なに？」

　フェイは立ち上がると、素早く俺の胸元に接近した。

　武闘家らしい身のこなしに、アージュたちは目を丸くしている。

「あの……ボク、こんな風に素っ気なく男のひとに接してもらったことなくて……だってほら、ボクって世界一可愛かわいいじゃないですか？」

「知ったことか」

「だからその……すごく不思議な気持ちになったっていうか、実際に経験して初めて気づいたっていうかぁ……。だからボク……」

　奇き怪かいな態度だった。俺は険しく眉み間けんにしわを寄せる。

「なにが言いたい？」

　俺がまさしく素っ気なく促うながすと、フェイはなぜか俺の手を握にぎりしめた。




「決めました。ボク、レイズさまのお嫁よめさんになります！」




　その場に流れた奇妙な空気を、いったいどのように形容すればいいのか。

　少なくとも俺は完全なる無反応だった。

　だがシルファとアージュはちがったようだ。

「なななっ……！」

　アージュが急速に耳を赤くし、動どう揺ようをあらわにする。

　一方のシルファはといえば相変わらず完全な真顔のまま、

「ダメ」

　短いながらも明確に拒きよ否ひした。

「ええぇ～いいじゃないですかぁ？　だってキミたちもそうなんですよね？」

「ふ、不ふ浄じようですっ……！」

　首元まで桃もも色いろに染めたアージュが懸けん命めいに否定する。そしてなぜか答えを求めるように俺を見た。

「私は、決して、レイズ様とそういう……」

「じゃあなに？」

「な、なにと言われましても……」

「わたしは、レイズの妻」

「ええっ!?　そ、そうなんですかシルファさん!?」

「……の予定」

　なぜかアージュがほっと胸をなで下ろしている。

「じゃあ結局、ボクがお嫁さんでいいんですよね？」

「よくない」

「よくありません……！」

「えー。独ひとり占じめはよくないですよー？」

　あまりにも低てい俗ぞくな話題に、俺は小さく嘆たん息そくした。

「どうです、レイズさまー？　ボク、この武闘家としての力で、絶対にレイズさまを守ってみせます！　だ・か・らぁ……お嫁さんにしてください♥」

「そんなことより、情報のひとつでも提供できないのか」

　俺のなにげない一言に、フェイは途と端たんに瞳ひとみを輝かがやかせた。

「わわっ！　レイズさまが、ボクを頼たよっていらっしゃる……！」

「むっ。そういうわけじゃない」

「でもぉ、実際ボクはレイズさまの敵のことをよく知っているわけですしぃ。これって、ボクが一歩リードしてるってことじゃないです？」

「レイズ。やっぱり生かしておかなくてもいいかも」

「ええっ!?　さ、さっきと言ってること全然ちがうじゃないですか～！」

「ふ、ふたりとも落ち着いてください……」

「俺が聞きたいのは、ディーン・ストライアのことだ」

　俺がその名前を口にした途端、フェイの軽けい薄はくな態度がなりを潜ひそめた。

「ボクたち《七人の勇者》の中でも、彼の本当の目的を知ってる者は誰だれもいないんです。そもそもあの『種族浄じよう化か宣言』だって、ディーンが独断で進めたことですから」

「お前たちはそれに従っていただけだと？」

「えっと……まあ正直、ほかの五人についてはなんとも……。さっきも言いましたけど、なにを考えているかわからない人たちですから」

「お前たちは、シルファを狙ねらっていたな」

「それもディーンがイオナに命じたことです。魔ま王おう討とう伐ばつ後、ディーンは魔ま物ものの研究にすごく力を入れていて、それにイオナが適任だったから……っていう風に聞いてましたけど」

「研究とは、あの魔ま女じよの塔とうで行われていたものか」

　あそこで目もく撃げきした、魔物の死し骸がいを集めた研究室の光景を思い出す。

　俺の隣となりで、シルファがわずかに肩かたを震ふるわせた。

　あのときイオナが言っていた言葉。

　そして記き憶おくの伝でん播ぱで見た、魔王とディーンの会話が脳裏をよぎる。




　──そう、人間はもっと変わることができるのよ。




　──俺たちは、世界を一度白紙に戻もどす。




「これはボクの推測ですけど……『種族浄化宣言』には、なにか、べつの狙いがあったんじゃないかなって思うんです。異種族を根絶すること以外の、なにかが……」

　フェイは利発そうな眼差しで思案した。

　現時点では判断のしようがない。だが、決してありえない話ではない。

「ディーン・ストライアの、次の標的は？」

「亜人……より正確に言えば、獣人族だと思います」

　獣人族。

　亜人のなかでも人間と生息域が近く、比ひ較かく的てき交流も多い種族だ。

　風土や商業的な知識においては、人間よりも長たけていると聞く。

「獣人か。では、次の目的地はそう遠くはないな」

「それって……獣人族を助けに行く、ってことですか？　レイズさま」

　きょとんとしたフェイを、俺は冷たく見返した。

「異種族がどうなろうと俺には関係ない。たとえ最後のひとりが息絶え、滅ほろびようとも」

　俺の目的は、《七人の勇者》全員を抹まつ殺さつすること。

　そして、その筆頭たるディーン・ストライアの首を取ること。それだけだ。

　だが──

「奴やつの目論見を破は壊かいするというのも、悪くない」

　計画を阻そ害がいすれば、奴は俺を積極的に排はい除じよしようと動くだろう。

　つまり、向こうから姿を現す可能性が増える。そのときこそ、俺があの男からすべてを奪うばう絶好の機会となる。

「わたしも賛成。レイズが行けば、きっとみんな助かる」

「レイズ様、行きましょう。獣人族の方々の地へ」

「はいはーい！　レイズさまのお嫁さんとして、ボクもついていきまーす！」

「それはちがう」

「ちがいます……！」

　快活に主張するフェイに、シルファたちがぴしゃりと言い放った。




　　　　△▼




　隣から上じよう機き嫌げんな鼻歌が聞こえてくる。

　フェイは軽やかな足取りで、さきほどから俺のすぐ傍そばにまとわりついていた。

「るんるるーん♪　あ、レイズさまぁ、あちらに風車が見えますよ。あっ、あそこのお花綺き麗れいですね～。ふふっ、こういう旅っていうのも意外と楽しいですね。なんだか……愛の逃とう避ひ行こうって感じじゃないです？」

　完全に無視しているにもかかわらず、フェイは一方的に話し続ける。

　国境付近の街道。俺たちは獣じゆう人じん族の国を目指していた。

　このまま進めば、国境を守備する砦とりでに行き当たる。勇者たちの『種族浄化宣言』があるとはいえ、兵士でもない俺たちが門もん前ぜん払ばらいを食らうことはないはずだ。

　ふと、俺とフェイの間に、シルファが割って入った。

「ちょっとー。なにするんですー？」

「近い。レイズからもっと離はなれて」

「ええ～。でもこれは、ボクとレイズさまの心の距きよ離りなんですけどー？」

「いつそんなに縮まったの。ありえない」

「どーしてそう言えるんですかー？　見てください、レイズさまはぜんぜん嫌いやがっていませんよ？　その証しよう拠こに……ほらっ！」

　途端、フェイが俺に抱だきついた。

　余計な重さと柔にゆう和わな感かん触しよくが腕うでに絡からみつく。

「えへへ～。レイズさまの腕、あったかぁ～い♪」

「それはダメ。ぜったい、ダメ」

「早いもの勝ちですよ～だ」

　フェイはぺろりと舌を出してシルファを煽あおる。

　普ふ段だん、あまり感情を顔に出さないシルファが、眉まゆをひくつかせていた。

「それにですよ、ボクと腕を組んで歩けるなんてぇ、世界中の男性が嫉しつ妬とするような光栄なんですから。レイズさまも嬉うれしいに決まってます」

　俺は腕にまとわりつくフェイを一いち瞥べつした。

　本人は胸を押し当てているつもりなのかもしれない。だがシルファやアージュと比べると、フェイの発育は進んでいるとは言い難がたい。

「ほら～！　聞きました？」

「いえ、レイズ様はなにも仰おつしやっていませんが……」

「ボクにはレイズさまの心の声がちゃ～んと聞こえましたもん。あ、レイズさま、ようやくボクのこと見てくれましたね。どうしました？　もしかして……ボクの健康的な身体からだが気になっちゃいましたか？」

　フェイが武ぶ闘とう着の襟えりを引き、胸元をちらりと覗のぞかせる。

「フェイさん……！　女性がみだりにそのようなことを……」
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「あははっ、聖女さまってば真ま面じ目めですね～」

「アージュをからかうより、ちゃんとレイズに感謝して」

「はーい、わかってまーすっ」

「調子がいい……」

「えへへー、それがボクの魅み力りよくですっ♪」

　踊おどるように俺から離れたフェイは、今度は親しげにアージュに近づいた。シルファはフェイに厳しい視線を送りつつ、俺の隣に並ぶ。

「不満か？　フェイを生かしたことが」

「ううん。わたしはレイズの決めたことなら、全部肯こう定ていする」

「そうか」

　俺はアージュたちを振ふり返かえる。

　シルファはともかく、アージュとフェイの関係は険悪ではない。

　声を上げて自分を救ってくれたアージュには好意を抱いだいているようだった。

「──へー、じゃあ聖女さまもレイズさまに助けてもらったんですねー」

「はい……。あ、あのそれと、私のことはどうかアージュと……」

「いいの？　じゃあアージュちゃん！　えへへ、これでもうボクたち友達ですね♪」

「そ、そうですね……」

「そいつが《七人の勇者》のひとりだということを忘れるな」

　俺は警けい戒かい心しんの薄うすいアージュに釘くぎを刺さした。

「は、はい。あの……ですがレイズさま、フェイさんはそこまで悪い子ではないと思います……。あのイオナさんと比べたら……」

　アージュは複雑な表情をした。

　以前、アージュはイオナに捕つかまった際、その本性を目まの当たりにしている。

　その邪じや悪あくさと、このフェイとの違ちがいに驚おどろいているのだろう。

「それに……私は思うのです。《七人の勇者》の行いは、決して簡単に許していいものではありません。けれど犯した罪があるのなら、それを償つぐなう機会を与あたえるべきです。そうして改心を促うながすことこそが、本当の救いの在り方ではないでしょうか？」

　真しん摯しに語るアージュは、在りし日の聖女としての振る舞まいを彷ほう彿ふつとさせた。

　だが、今はただ刷り込まれた言葉を繰くり返しているのともちがう。そこには、彼女自身の意志が見えた。

　だからこそ、俺は肯定も否定もしなかった。ただ疑問を口にする。

「アージュ。教えてほしい」

「は、はい」

「なぜ、罪は償える？」

「え……？」

　アージュがきょとんと目を瞬またたかせる。

　まるで初めて異国の言葉を聞いたような反応だ。

「罪は消えないからこそ、罪と呼ぶのではないのか」

「そ、それは……」

　議論をしたいわけでも、答えを求めているわけでもなかった。

　ただ俺の中で、それはどんな高こう尚しような説せつ諭ゆを並べ立てられようとも、揺ゆるぎのない事実だった。

　消えるはずがない。償えるはずもない。

　そう──だから俺は、復ふく讐しゆうを果たすのだ。




　　　　△▼




　相変わらず、フェイは俺にまとわりついてきた。

　それをめざとく牽けん制せいするシルファ、遠目にはらはらするアージュという構図が自然と出来上がっていたが、無論、俺が意に介かいすることではない。

「レイズ。もうそろそろ、獣人族の土地に入る。また変装したほうがいい？」

「いや、必要ない。人間とはちがい、そこまで排はい他た的ではないはずだ」

　もっとも、すべての獣人が友好的であるとも限らないが。

　善人もいれば悪人もいる。それはどんな種族であれ同じだ。

「レイズさまー♪　なーに話しているんですかぁ？」

　フェイが俺とシルファの間に強引に割って入る。シルファがむっと頬ほおを膨ふくらませる。

　だが俺はにらみ合うふたりよりも、べつのものに意識を奪われていた。

「──血の臭においがするな」

「えっ、そうですか？」

「敵？」

「いや……どうやら、遅おそかったようだ」

　街道の遥はるか先、肉眼ではほとんど捉とらえられないほどの距離に、ひとつの砦がある。

　常人を超こえる視力を持つ俺の目には、それがここからでもよく見えた。

　その想定外の有様までもが。
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「これは……」

　アージュが口元を覆おおい、絶句している。

　シルファも痛ましげに目を背けた。

　高い城じよう壁へきに囲まれた砦。破壊の痕こん跡せきはどこにもない。

　だが、あちこちに屍しかばねが転がっていた。

　血と腐ふ肉にくが放つ汚お臭しゆうが凄すさまじく、息をするだけでむせ返りそうになる。

　死体の損傷が激しく、正確な数は把は握あくしづらいが、二十から三十ほどはあるだろう。

　俺とフェイは淡たん々たんと死体を見み渡わたした。

「ここにいたの……人間じゃないですね」

「そのようだな」

　俺は数少ない原形を留めた死体を見下ろした。

　身体を覆う体毛。独特の獣けもの耳みみと尾お。

　この砦にいたのは、獣人族だ。

「酷ひどい……なぜ、このような酷い行いを……」

　堪こらえきれず、アージュの瞳ひとみから涙なみだがこぼれた。

　俺は獣人族の屍の山から視線を上げ、耳を澄すませた。

　わずかな気配に集中する。

「レイズ……？」

「レイズ様？」

　人間と獣人族の体たい臭しゆうは異なる。さらにここには無数の遺体があり、血の臭いも濃こい。獣人同士の個体差を判別できるほど、俺は亜人に詳くわしいわけではない。

　それでも、生者と死者の区別はついた。

　風が走る。

　直後、俺の頬ほおに血飛沫しぶきが張りついた。

　シルファ、アージュ、そしてフェイまでもが目を見開いていた。

「──悪くない突つきだ」

　俺の頬を濡ぬらしたのは、俺自身の血。

　鋭するどい切っ先に貫つらぬかれた掌てのひらから飛び散ったものだ。




「忌いまわしき人間め……！　我らが同どう胞ほうの仇かたき、ここで討うたせてもらう!!」




　刃やいばの一いち撃げきとともに現れ奇き襲しゆうをかけた女が、俺の眼前で叫さけんだ。

　人間ではない。

　褐かつ色しよくの肌はだ。髪かみの間から突き出た獣けものの耳。

　胸部を覆う甲かつ冑ちゆうと、腕のガントレット。携たずさえるのは緩ゆるやかに湾わん曲きよくした、片かた刃ばの長ちよう剣けん。

　獣じゆう人じん族の少女──否、剣けん士しがそこにいた。
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　獣の視線が刃やいば越ごしに俺を射い貫ぬいている。

　浅黒い肌と獣耳を持つ獣人の剣士は、その片刃の剣けん──波は紋もんの浮かんだ刃を持つ『刀』で俺の掌を貫いたまま、食らいつかんばかりの勢いで牙きばを剥むいた。

「よくも我が同族を……!!」

「何を言っている？」

「惚とぼけるな！　これだけの蛮ばん行こうをして平然と……おぞましい人間どもめ!!」

　どうやら、この砦とりでで起きた虐ぎやく殺さつを、俺の仕し業わざだと思っているらしい。

　原形も留めぬほど破は壊かいされた無数の獣人族の屍と、その場に居合わせた人間の一行。

　確かに、間が悪かったといえる。

「残念ながら、人ひと違ちがいだ」

「白々しい戯たわ言ごとを……！　貴様からは……血の臭いがするぞ！」

　女剣士が鼻をひくつかせた。

　俺は内心、感心していた。

　どうやらそれが、真っ先に俺を狙ねらった理由らしい。

「さすが獣人族だな。人間よりも、随ずい分ぶんと鼻が利きくようだ」

「殺してやる……！」

　女剣士が刀を素早く引ひき払はらう。

　俺の右手が半分に切断される。

　間かん髪はつを容いれずに白はく刃じんが翻ひるがえる。そこから俺の首へ、最短距きよ離りを駆かけ抜ぬける一いつ閃せん。

　鈍にぶい音が響ひびいた。

「──なっ……」

　獣人の女剣士が、愕がく然ぜんと目を見開く。

　繰り出された首への一撃を、俺はかざした左手の指で防いでいた。

【オルタ・フォース】による威い力りよくの相そう殺さい。

　どんな剣けん豪ごうの一撃ですら、俺には羽毛に撫なでられたに等しい。

「あ、ありえぬ……なぜこんなことが……」

「鋭い太刀筋だが、俺には届かない。仮に届いたとしても──」

　俺は切断され流血を続ける右手を、無造作にかざした。





【不ふ滅めつ者】：自動発動。欠損部位を再生開始。所要時間、０・２秒






　女剣士の目の前で、俺の右手が瞬しゆん時じに再生する。

「なっ……!?」

「俺には無意味だ」

　獣人の女剣士が後ずさる。

　だが動どう揺ようを怒いかりに塗ぬり替かえ、再び俺に向けて刀を構えた。

「人間……いや、魔ま族ぞくか!?　ど、どちらであろうと容よう赦しやはしない。奪うばわれた同胞の命……貴様の血で報わせる……!!」

「人違いだと言った」

「そ、そうです！　私たちは獣人族の国を目指し、旅をしている途と中ちゆうで……」

「そう。わたしたちは、敵じゃない」

　アージュとシルファが説得を試みる。

　だが女剣士の血走った瞳に理性はない。

「黙だまれッ!!」

　憎ぞう悪おに満ちた咆ほう哮こうが、ふたりを黙らせた。

「私にはわかる。大勢の命を奪ってきた者特有の……すえた臭いが」

　俺は淡々と怨えん嗟さの視線を受け止め、否定もしなかった。

「ああ。その通りだ」

「っ……!!」

　女剣士が踏ふみ込む。すでに刀は振ふりかぶられている。

　袈け裟さ斬ぎりの一撃。

　それを俺は素手で掴つかみ取った。

「くっ……！」

「無意味だ、と言ったはずだ」

　俺は波紋の浮うかんだ美しい刀を握にぎりながら、言い聞かせるように囁ささやく。

　女剣士は踏ん張り全身全ぜん霊れいで力を込めるが、切っ先はぴくりとも動かない。

　さらに──

「【オルタ・トリト】──刃よ、崩くずれ落ちろ」

　状態異常解除の反転魔ま法ほうを発動。

　瞬またたく間まに刀が腐ふ食しよくを始め、錆さび付つき、焦こげ茶ちや色の鉄粉となって女剣士の手の中から崩れ落ちた。

「な、なにっ……!?」

　女剣士は慌あわてて距離を取る。

　自分の得物が一いつ瞬しゆんにして失われたことに、驚きよう愕がくを隠かくせないようだ。

「馬ば鹿かな……し、信じられぬ……」

　俺は転移魔法【シフト】で追つい撃げき。女剣士の眼前に出現した。

「……!!」

　反はん撃げきの動作が生じる前に、その細い喉のどを掴み上げた。

「がはっ……!?」

　片手で軽々と身体からだを持ち上げる。

　女剣士は地面から離はなれた足を、必死にばたつかせる。

「くっ……！　あぐっ、がっ……！」

「力のない者が、仇あだ討うちなど考えるな」

「ぐっ……なにを……」

「弱者は一方的に踏みにじられ、闇やみに葬ほうむられるだけだ。そしてその愚おろかな蛮ばん勇ゆうが……べつの誰だれかの命を、奪う」

「ッ……！」

　俺は無造作に掴んでいた身体を放り投げた。

　地面に転がり倒たおれこんだ女剣士は、盛大に咳せき込こむ。

　それでもすぐさま膝ひざをつき、起き上がろうとする。

　獣人の女剣士は一向に敵てき愾がい心しんを失わぬ瞳で、俺を睨にらみ上げた。

　これ以上は時間の無む駄だだ。

　稚ち拙せつな復ふく讐しゆうの真ま似ね事ごとに付き合えるほど、俺は暇ひまでも寛かん容ようでもない。

　だがしばらくして、ふと刀の切っ先が落ちた。

　女剣士の全身に満ちていた覇は気きがおぼろげに霧む散さんする。

「………………殺せ」

「なに？」

　どうやら、万に一つも俺の命を奪う可能性がないことを理解したようだった。

　それにしても、即そく座ざに死を選ぶとは。

　獣人族の誇ほこりなのか、あるいはこの女の気高さなのか。

　だが、いずれにせよ興味はない。

「驕おごるな。お前の命など、俺にはどうでもいい」

「なっ……」

　俺は膝をついたままの女を一いち瞥べつし、その横を素通りする。

　鋭く呼び止められたのは、そのときだった。

「レイズ様、お待ちください……！」

　アージュとシルファが、ひとりの獣人の遺体の前で血相を変えていた。

「レイズ。このひと……まだ生きてる」

「なっ……なんだと!?」

　飛び上がって叫んだのは、俺ではなく、獣人の女剣士のほうだった。
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　腹に深い傷を負った、壮そう年ねんの男だった。

　もっとも獣人の見た目と実じつ年ねん齢れいは正確には測りかねるので、あくまで人間的な目線での推定だが。

　仰あお向むけに倒れた男の胸は、確かにわずかながら上下している。

「まだ息が……！」

　女剣けん士しはすでに俺と戦っていたことなど忘れたように、男の傍そばにひざまずき、その手を握りしめた。

「くそっ、今助ける……必ず助けるぞ！」

　だが男の傷口は、今だに流血を続けている。

　ほぼ土気色をした顔からは、男が辿たどる末路はひとつしか見えない。

　それでも女剣士は必死に傷口を押さえ、手持ちの装備から止血を試みている。

　傷口の深さから見て、すぐに出血を止めることは難しい。

　女剣士は懸けん命めいに男の命を繋つなぎとめようと呼びかける。

「レイズ……」

　シルファの物言いたげな視線に、俺は小さく嘆たん息そくした。

　死にかけの男と女剣士のもとに歩み寄る。

　気づいた女剣士が弾はじかれたように振り返った。

「ちっ、近寄るな……！」

「大だい丈じよう夫ぶ。任せて。このひとを、治してあげられる」

「なに……？　だ、だが……この傷では……」

「どけ」

　俺は端たん的てきに言い、男の前に手をかざした。

　まだ息がある。ならば造作もない。

「主よ、敬けい虔けんなる汝なんじの子と定めを分かちし子らの傷を癒いやし給たまえ──」

　回復魔法【キュア】が発動。

　俺が元々持っていた【完全回復】を遥はるかに凌りよう駕がするほどの速度で、男の肉が繋がり、臓器が修復され、血が補給された。

　一瞬のうちに、すべての傷が完治していた。

　男はまだ意識を失ったままだったが、穏おだやかな呼吸を取とり戻もどしていた。

「よかった……。さすがはレイズ様。素晴らしき御み業わざです」

「レイズはやっぱり、頼たよりになる」

　アージュとシルファが一いつ斉せいに胸をなでおろす。

　一方、女剣士は唖あ然ぜんとして立ち尽つくしていた。

「な、なんという……こんな奇き跡せきが……」

「奇跡など、ない」

「え──」

「後は好きにしろ」

「ま、待ってくれ。本当に……我らの同どう胞ほうを手にかけたのは、貴き殿でんではないのか？」

「そう言っている。何度も言わせるな」

　俺はシルファたちに出発を告げると、女剣士を無視して歩き出した。

　だが、そのときだ。

「誠にかたじけない……！」

　獣じゆう人じんの女剣士が、地面に額をこすりつけていた。

「私は、とんでもない誤解をしていたようだ……！　申し訳なかった……！」

　獣人の女剣士は、両手と頭を地面につけ、謝罪の意を示していた。

　潔いほどの態度の変化を、俺はなんの感かん慨がいもなく見下ろした。

「運がよかったな」

「え……？」

「一度でもシルファやアージュに刃やいばを向けていたら、迷わず殺していた」

　俺はそれだけ言うと、再び背を向けた。

「待て！　いや、待ってくれ……！」

　獣人の女剣士は、切せつ羽ぱ詰つまった様子で俺を呼び止めた。

　その瞳ひとみにあるのはすでに敵意ではなく、なぜか憧あこがれと敬意のような輝かがやきだった。

「私は、獣人族のスレイヤだ。どうか貴殿の名を、教えて欲しい」
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「ねぇ、レイズ」

「……」

　シルファの声に、俺はあくまで無言を貫つらぬく。

「あ、あの……レイズ様……」

「……ああ」

　アージュの呼びかけに、渋しぶ々しぶと短く応じる。

「ねーねーレイズさまー。さっきのひと……」

「黙だまれ」

「でも、あのひと……ずっと付いてきてますよ？」

　言われるまでもなく足音でわかっていた。

　あの獣人の女剣士──スレイヤは、先ほどから俺たちの後を付いて来ている。

　日も傾かたむき、なるべく早く次の町まで到とう着ちやくしたい状じよう況きようだというのに、無駄な用事に費ついやしている時間はない。

　にもかかわらず──

「貴殿の名を教えてくれ！　きちんと礼をしたいのだ！」

　スレイヤは俺が治ち癒ゆした獣人族の男をひとりで背負いながら、遅おくれることもなく一定の距きよ離りを維い持じしている。

　実に根気強く、精力的で、そして諦あきらめが悪い。

「──どうか……少しだけでも話を！」

　何度大声を上げて請こわれたところで、俺には話すことなどない。

「名前くらい、教えてあげればいいのに」

「時間の無駄だ」

　シルファは俺の隣となりで、ちらちらとスレイヤを気にしている。

　その視線には好こう奇き心しんが垣かい間ま見みえる。

　スレイヤの年とし頃ごろは、おそらくアージュと同じくらいだろう。

　もしかしたら友達になれるかもしれない、などと考えているのかもしれない。

　だが、これは友人と出会うための旅ではない。

　目的を果たすための、ただの過程に過ぎない。

「あ」

「今度はなんだ」

「倒れた。前のめりに」

「そうか」

「ぜんぜん動かないよ」

「死んだか」

　俺は気のない返事を続ける。

　放っておけばいい。獣人がひとり野垂れ死んだところで大した問題ではない。

　幸い、ここはもう獣人族の土地だ。

　なにより、勇者による『種族浄じよう化か宣言』で、日々数あま多たの異種族が虐ぎやく殺さつされ続けているこの時世ならば。

　だが、そう考えない善人もいる。

「レイズ様、やはり私……放ってはおけません！」

　返事も待たず、アージュが来た道を戻り始めた。

　どうやら倒れたスレイヤの介かい抱ほうに向かったらしい。

　俺が立ち止まると、シルファが俺の顔をしげしげと見上げる。

「助けるの？」

「……アージュといると、助ける人間が増えるな」

　俺は嘆息し、最終的に踵きびすを返した。

　アージュの手を借り、ようやくスレイヤが身体からだを起こす。

　先ほど俺に刃を向けていたときの様子からは想像もできないほど、弱々しく、覇は気きがない。まるでやせ細った野の良ら犬いぬだ。

「は、はうう……」

「どこか、負傷でもしているのか？」

「いえ……レイズ様、おそらくこの方は……」

　ぐぅ～～～～～。

　間の抜ぬけた音が聞こえた。

「お腹を空かせている……だけかと……」

「はうぅ……か、かたじけない……」

　スレイヤの頭から伸のびる獣けもの耳みみが、しゅんと横に垂れている。

　あまりのくだらなさに俺は頭を抱かかえた。

　憎ぞう悪おと刃を向けられているほうが、どれほど気が楽だろうか。

「仕方ない……。人形、そいつらを運べ」

「承知しました」

　俺は仮面の魔ま法ほう使つかいに命じた。

　イオナが浮ふ遊ゆう魔ま法ほう【サーフ】を発動。ぐったりしたスレイヤと獣人族の男を軽々と宙に浮うかび上げた。

「だ、大だい胆たんな運び方ですね……」
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「こ、これは……！」

「……」

　俺は今、渋しぶい顔をしているかもしれない。

　なぜなら俺の目の前で、つい先刻会ったばかりの獣人族の女剣士が、感極まった様子で瞳を輝かせているからだ。

　小さな町の、小さな酒場。

　こんがりと焼かれた鶏とりの丸焼きからは湯気が立ち昇っている。

　食しよく卓たくの上に広がるスープや蒸した色とりどりの野菜が、食しよく欲よくをそそる香かぐわしさを漂ただよわせて並んでいた。

「ごはん。好きなだけ食べていい」

　シルファがいつもの淡たん々たんとした調子で言った。

　スレイヤはごくりと喉のどをならす。

　先ほどまで力なく垂れていた獣耳はぴんと立ち、ひょこひょこと動いている。

　ふさふさとした毛に包まれた尾おはさらに激しく、落ち着きなく左右に振ふれていた。

　獣人族の習性に詳くわしくないが、少なくともそれが不快とは正反対の感情であることは、おおよそ理解できた。

　一方、スレイヤは探るように、上うわ目め遣づかいで俺を見る。

「本当に……ご馳ち走そうになってもいいのか？」

「礼ならシルファに言うんだな」

「か、かたじけない……！　シルファ殿どの、感謝する！」

　スレイヤは見慣れぬ作法で食事に向かって手を合わせ一礼すると、震ふるえる手で慎しん重ちように肉に食らいついた。

「んん～～～～～～～!!」

　スレイヤは頬ほおを上気させ、感かん涙るいにうなる。

　シルファが「おいしい？」と尋たずねると、素早く何度も頷うなずき返す。

　その様子を見たアージュも安あん堵どしたように微笑ほほえんだ。進んで自分の分の皿も差し出すと、スレイヤはいっそう激しく尾を振って感謝を示す。

　穏やかな空気と、あふれる笑い声。

　ふと、俺の脳裏にある光景が蘇よみがえった。

　それは村の家で、リザと一いつ緒しよに囲んでいた食事。

　さして裕ゆう福ふくでもなかったが、俺にとってあそこは、唯ゆい一いつの帰るべき拠より所どころだった。

　だが、もう二度と戻もどることはできない。

　そうだ。

　奪うばわれたものは、二度と手に入らない。

　だから、俺は──

「さあ、貴き殿でんもどうぞ」

　ふと、スレイヤが俺に向かって焼けた骨付き肉を差し出していた。

　節操なく汚よごれた口元。無む邪じや気きな笑顔。
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　先ほどまで散々疎うとましく思っていたはずなのに、なぜか俺は、それが煩わずらわしくないと感じ始めていた。

　だから、なのだろうか。

「……レイズ・アデッドだ」

　気づけば俺は、そう名乗っていた。

　スレイヤは一いつ瞬しゆんきょとんとしたが、すぐに朗ほがらかな笑顔で頷いた。

「おお、そうか！　貴殿はレイズ殿というのだな！　私は──」

「知っている。いいから食え」

　俺はぞんざいに言って、スレイヤの食事を促うながした。




　　　　△▼




「ご馳ち走そう様さまでした」

　大量の食事を綺き麗れいに平らげたスレイヤは、幸福そうに目を細めている。

　俺はそこで席を立った。

「これで十分だろう。お前が運んできたあの男も、向かいの獣じゆう人じん族の宿に預けた。あとは好きにしろ」

「なにからなにまで……本当にかたじけない。この御ご恩おんは必ず返す」

「忘れろ。ただの気まぐれだ」

「……レイズ殿。ひとつ、尋ねたいことがある」

「なんだ」

「我が同どう胞ほうを手にかけた者に、なにか心当たりはないか？」

　スレイヤは、先ほどとは打って変わって剣けん吞のんな雰ふん囲い気きをまとっていた。

　無意識のうちか、その手は腰こしに吊つるした刀の柄つかに触ふれている。

　俺が破は壊かいしたもの以外にも得物は残していたらしい。

「残念ながらな。あの場にいた獣人たちは、なぜ殺されていたんだ？」

　尋ねると、スレイヤは俯うつむき肩かたを震わせた。

　堪こらえきれない悔くやしさと怒いかりが伝わってくる。

「……《獣けもの狩がり》の仕し業わざだ」

「《獣狩り》……？」

　聞き慣れない言葉だった。

　シルファとアージュは戸と惑まどい、顔を見合わせる。フェイも同様に肩をすくめた。

　説明を求める空気に、スレイヤは神しん妙みような顔つきで語り始めた。

「数あま多たの同胞を手にかけた虐殺者のことだ。この半月ほど、我ら獣人族を狙ねらい、殺さつ戮りくを繰くり返かえしている。《獣狩り》というのは、人間たちが付けた通つう称しようだ。私たち獣人が獣呼ばわりされているのは不本意ではあるが……」

「ならそいつは、人間なのか？」

「……正直なところ、その正体をまったく掴つかめていないのだ。人間なのか魔ま族ぞくなのか、あるいは単独なのか集団なのかすらも……」

「でも、獣人族がみんなで力を合わせれば、捕つかまえて倒たおせるんじゃないの？」

「いや……それは難しい」

「どうして？」

「《獣狩り》は、姿を持たぬ」

「姿がない……ですか？」

　アージュが首をかしげた。スレイヤはあくまで真しん剣けんに頷く。

「そうだ。目で捉とらえることも、あるいは耳で捉えることも決して敵かなわぬもの。姿も気配すらもない、虚うつろの存在なのだ」

「姿も気配もない……か」

　噂うわさとは尾ひれが付くものだ。どこまで真実かは疑わしい。

　だがスレイヤは、歯がゆそうに唇くちびるを噛かみ締しめた。

「そのおぞましい所業を食い止めるために、私は《獣狩り》を追っているのだ。一刻も早く正体を突つき止とめなければならない。でなければ、犠ぎ牲せい者しやは増える一方だ……」

「ずいぶんと使命感があるんだな。誰だれか身内でも殺されたのか？」

「同胞はすべて家族も同然だ！」

　がたっ、と椅い子すを弾はじいてスレイヤが立ち上がる。

　髪かみの毛けが獰どう猛もうに逆立つ。

「我が一族のため、私は《獣狩り》を倒す……倒さなくてはならないのだ……」

　スレイヤの怒りは、紛まぎれもなく本物だ。

　だからこそ、あのとき俺に本気で斬きりかかってきたのだ。

「一族のため……か」

　俺からすれば、それは戯たわ言ごとだ。種族が同じだからといって、すべてが隣りん人じんであるはずがない。

　アージュやリザと、勇者に従う愚おろかな人間がちがうように。

「やめておけ。お前の力では、復ふく讐しゆうなど果たすことはできない」

「し、しかし……！」

「わかっているはずだ。その剣けんの技量があるのなら、お前自身が」

「うっ……」

　スレイヤは不ふ甲が斐いなさを堪えきれないように、拳こぶしを震わせた。

　そんなスレイヤを見ていたシルファが口を開いた。

「じゃあ、一緒に来る？」

「え……？」

「わたしたちは、獣人の国に向かう途と中ちゆう。もしその間に《獣狩り》が現れたら、レイズがあっという間に解決してくれる」

「まさか、いくらレイズ殿でもそこまで容易たやすい相手では……」

「レイズなら、大だい丈じよう夫ぶ」

　シルファは皆みなまで語らなかった。

「私も、それがよいと思います。獣人の方が同行してくださるのは心強いです。それに、スレイヤさんがまたお腹を空かせて倒れないか心配ですから」

　アージュは女神のように慈じ悲ひ深く微笑んだ。

「シルファ殿に……アージュ殿……」

　だが同意しない者がひとりだけいた。

「ちょっとぉ～。ボクとレイズさまの愛の旅路を邪じや魔ましないでくれますぅー？」

「あ、愛っ？」

「フェイは黙だまってて。どう、レイズ？」

　シルファは答えを委ねるように俺を見た。

　迷うほどの興味はそもそもなかった。小さくため息をつく。

「俺にとって、誰がどこで何人死のうが知ったことではない」

　スレイヤが不安そうに俺を見つめる。

「俺は俺の目的を果たすだけだ。……その邪魔をしないというのなら、好きにしろ」

　スレイヤは淡たん々たんとした俺を、まじまじと凝ぎよう視しする。

「それと、俺よりもシルファとアージュを気にかけろ。そこにいるイオナは、所しよ詮せん人形だ。信しん頼らいできる護衛を増やしておくのも、悪くはない」

　スレイヤは淡々と説明する俺を、まじまじと凝視していた。

　しばらくして、ようやく理解が追い付いたらしい。

「そ、それはつまり……私がレイズ殿のお力を借りてもよい、ということか？」

「ああ」

　じわっ、とスレイヤの目に大おお袈げ裟さな涙なみだがにじむ。

「っ……!!　れ、レイズ殿～～！」

　スレイヤは飛び上がると、俺の腰に抱だきついた。

　獣けもの耳みみもしっぽも、これまで見た中で最も激しく反応している。

「離はなれろ」

「はっ……これはかたじけない！」

　謝りながらも、スレイヤの顔からは笑みが消えない。

　よほど願いが受け入れられたことが嬉うれしかったのだろう。

「ではこれから、レイズ殿どののことをご主人とお呼びしてもよいか!?」

「駄だ目めだ」

　俺は即そく答とうした。

「あの……それではよろしくお願いします。スレイヤさん」

「よろしくね、スレイヤ」

「ボクよりレイズさまに近づいちゃダメですよ～？」

　新たな同行者を、それぞれが歓かん迎げいする。

　スレイヤの獣耳が忙せわしなく動き、喜びの感情を表現していた。

「皆、レイズ殿……。よろしく頼たのむ！」




　　　　△▼




　パチリ、と薪まきが燃えて弾ける。

　流れ込む暖かな空気とともに、嬉しそうな声が聞こえる。




　──おかえり、お兄ちゃん！




　満面の笑みと、弾はずむ足取り。

　ぶつかるような勢いで迎むかえに現れるその身体からだを、俺はしっかりと抱きとめる。




　──ただいま、リザ




　その言葉とともに、日々感じる。

　ここが、俺が帰るべき唯ゆい一いつの場所だ。

　そしていつもと同じように、リザと食しよく卓たくを囲み、その日にあったことを語り合う。

　他愛たわいのない、けれども心満たされる、俺のすべて。

　だが正面を見ると、なぜかリザの姿はなかった。




　──助けて……怖こわいよ……お兄ちゃん




　俺は必死にリザの姿を探す。周囲は夜の森の中だった。

　一いつ瞬しゆんにして、辺りが炎ほのおの海と化す。

　その中心にリザがいた。




　──熱い……熱いよ……お兄ちゃん

　──やだよ……死にたくないよ……助けてよ……




　俺は必死にリザに手を伸のばす。だが届かない。

　手を伸ばせば伸ばすほど、リザは遠ざかり、その苦く悶もんの声だけが大きくなる。




　──もういいんだよ、お兄ちゃん




　なにがいいのか、まるでわからなかった。駄目だ、待っていろ。今助けるから。

　だが炎が潰ついえると同時に、リザの姿が永遠に消しよう滅めつする。

　最後に残された声だけが冷たく響ひびいた。




　──だってお兄ちゃんは………………人殺しには向かないもの




　目を開けた。

　宿屋の室内。椅子に座ったまま眠っていたようだ。全身に冷ひや汗あせをかいている。

　いつもの夢だった。

　あの日から、何度も何度も繰くり返かえし見た夢。

　そしてこうして目覚める度に、俺は否応なく現実を直視させられる。

　リザは死んだ。

　そして俺自身の手で、その魂たましいを静めた。

　それなのに……。

「大丈夫、レイズ？」

　ふと横を見ると、シルファがベッドに腰こし掛かけていた。

　あまりに自然な振ふる舞まいに、危うくなんの疑問も浮うかばないところだった。

「いつ俺の部屋に？」

「さっき」

「どうして？」

「だってレイズを癒いやしてあげられるのは、わたしだけだから」

　シルファは俺の手に、自身のそれを重ねた。

　ひんやりとした感かん触しよく。それが熱を帯びた身体に心地よかった。

「レイズ、うなされてた」

「……いつものことだ」

　額を汗が伝う。それをぬぐおうと、シルファが俺の顔に手を伸ばした。

　その華きや奢しやな手を、俺は阻はばむように掴つかんだ。

「レイズ？」

「俺は、甘いと思うか？」

「え……？」

　シルファが目を瞬またたかせる。

「フェイを殺さずに生かし、スレイヤのような赤の他人にまで気を許している。復讐を果たすために、すべてを破は壊かいし、殺すと誓ちかった俺が……だ」

　それはシルファへの質問ではなく、自分への問いかけだった。

　夢でのリザの言葉が頭から離れなかった。

　俺は本当に──この復讐を果たしきることができるのだろうか？

　ふと、頬ほおにやわらかな感触がした。

　俺に口づけしたシルファが、ゆっくりと首に手を回す。

　窓辺から差し込む月明かりに照らされるシルファは、とても幻げん想そう的だった。

「……なんだ？」

「なにって、いつもの」

「まだ発作は起きていない」

「でも、べつに普ふ段だんからしたって、減るものじゃない」

「それは、そうだが……」

　シルファは謎なぞの理論を掲かかげる。とりたてて反論する言葉を俺は持たなかった。

「わたしは、いいと思う。フェイのこともスレイヤのことも。だって……家族は、いっぱいいていいから」

「家族……？」

「うん。わたしは、レイズの家族のつもりだよ」

　シルファは俺の胸にそっと手を置いた。

　その温もりに、俺は言い知れぬ懐なつかしさと、掛かけ替がえのなさを感じる。

「もちろん、アージュもね」

「俺には……よくわからない」

「今はそれでも大丈夫。……そうだ、レイズ。ちょっと手を出して」

　言われるまま右手を差し出すと、シルファは俺の手を取り、なにかを握にぎらせた。

　硬かたく冷たい手て触ざわり。

「これは……」

　湾わん曲きよくした黒き角の断片。

　それは魔ま女じよの塔とうでイオナが持っていた魔ま王おうの遺い骸がいの一部──魔王の角だった。

　あの後、俺が回収してシルファに渡わたしていたものだ。

「なぜ、これを俺に？」

「これはお父さんの形見。レイズがもし道に迷っても……これが、わたしの代わりにレイズを守ってくれる気がするから」

　俺はじっと、魔王の角の欠片かけらを見つめた。

　俺の胸に埋うめ込まれた心臓と同じ、本来の持ち主の一部。

　ふと、シルファが俺の胸に頭を預けた。

　銀ぎん髪ぱつがふわりと揺ゆれる。

　シルファはそこにある魔王の鼓こ動どうに、愛おしそうに耳みみを傾かたむけた。

「わたしはずっとレイズの傍そばにいる。だから、安心して」

「……わかった」

　俺は魔王の角とともに、シルファの想いを懐ふところに仕し舞まいこんだ。




　　　　△▼




　俺たちは国境沿いにある鉱山の町に入った。

　王都やバルペインの城下町に比べると辺境の土地であり、その分治安も悪い。

　相変わらずこうして外を歩くときは、イオナの変化魔ま法ほうによってシルファには魔ま族ぞくの姿を隠かくさせている。

　どこで魔族狩がりをする人間どもに出くわすかわからないからだ。

「ところで、レイズ殿。なぜレイズ殿は、魔族であるシルファ殿と行動をともにしているのだ？」

　スレイヤがシルファの変化後の姿を見ながら言った。

「話せば長い。それにつまらない話だ」

「わたしは、レイズに命を助けてもらった」

「おおっ、そうなのか！　では私とシルファ殿は同じ境きよう遇ぐうの友だな！」

「うん。友達」

　シルファとスレイヤがぶんぶんと腕うでを振って握あく手しゆを交わす。

　なにかふたりには気の合う性質があるのかもしれない。

　そんなシルファたちを、フェイは気のない様子で眺ながめている。

「うんうん友情って素晴らしいですねー。まあ、ボクは友情よりも愛情を重視する派ですけど。ということでレイズさま～♪　ボクと一緒に、どこかへお出かけしません？」

「ふ、フェイさん。またレイズ様にそのように密着して……」

　アージュが恥はずかしそうにフェイを窘たしなめる。だがフェイはどこ吹ふく風かぜだ。

「いーんです。ボクはレイズさまのお嫁よめさんなんですから」

　耳のいいスレイヤがぎょっとする。

「な、なに？　そうだったのか？」

「ちがう」

　シルファが即そく座ざに否定する。

「あっ、ごめんなさい。今はまだ、レイズさまの婚こん約やく者でしたね♪」

「それもちがう」

「じゃあ……レイズさまはひょっとして……ボクの白馬の王子様!?」

「もっともっとちがう」

「はぁ……ワガママですねぇ。じゃあなんだったらいいんですかぁ？」

「なんでもダメ。存在するだけで、ダメ」

「し、シルファちゃん！　ボクにちょっと当たりがキツくないです～!?」

　騒さわがしいふたりを前にして困こん惑わくするスレイヤに、俺は一言だけ答える。

「そいつは、ただの手て駒ごまだ。それ以上の理由はない」

「そ、そうか……」

「それより、スレイヤ」

「なんだ？　レイズ殿どの」

「《獣けもの狩がり》は、勇者の手の者かもしれない」

　途と端たん、スレイヤの表情が強張った。

「ど、どういうことだ？」

「勇者ディーン・ストライアは、魔族に続いて獣じゆう人じん族を滅ほろぼそうとしている。俺たちが獣人族の国を目指しているのは、それが理由だ。《獣狩り》が獣人を狙ねらっているのだとすれば、奴やつの放った刺し客かくだという可能性がある」

「人間の勇者の……」

　唖あ然ぜんとするスレイヤ。俺はフェイに目を向ける。

「ん？　ボクの世界一美少女な顔に、なにか？」

「ちなみにそこにいるのが、《七人の勇者》のひとりだ」

「なっ、なにっ……!?」

　スレイヤが色めきたち、咄とつ嗟さに刀の柄つかに手を触ふれる。

「ちょちょっ!?　も、もしかして、ボクを疑っているんですか!?」

「可能性は捨てきれない」

「そ、そんなぁ～ひどいですよぉ～」

　フェイはわぁっと顔を覆おおった。実に雑な泣き芝しば居いだった。

　だがスレイヤは、すぐに抜ばつ刀とうの構えを解除した。

「……いや、杞き憂ゆうだったな。フェイ殿は《獣狩り》などではないと断言できる」

「どうしてだ？」

「《獣狩り》は、姿も音もなき虚うつろの存在。このようにかしましければ、静かに敵を殺すなどできようはずもない」

「なるほど。一理ある」

「変な納得しないでください……！　ぶぅー、失礼ですよまったくっ！」

　フェイが抗こう議ぎの声を上げた、そのときだった。

「──おい、あっちで獣人が襲おそわれているらしいぞ」

　近くにいた炭鉱夫たちの声がした。

　辺境のこの町では荒あら事ごとにも慣れているのか、男たちは娯ご楽らくを楽しむかのような口ぶりで噂うわさ話ばなしをしている。

　本来なら、ただの諍いさかい事に興味はない。

　だが獣人が関わっているというのなら少々事情が変わる。

「まさか……《獣狩り》が現れたのか!?」

　スレイヤの反応は早かった。

　尾おの毛をハリネズミのように逆立たせている。

　件くだんの《獣狩り》がそう簡単に姿を現すとは思えないが、確かめる価値はある。

　俺は不安そうにしているアージュとシルファに言った。

「シルファたちはここで待ってろ。すぐに戻もどる」

「は、はい……」

「うん。わかった」

　俺はひとりで行くつもりだったが、すでに残りの二名は臨戦態勢だった。

「ボクが愛しのレイズさまを守ります……！」

「私がレイズ殿の刀となろう！」

「いやボクが！」

「私が！」

　フェイとスレイヤは鼻を突つき合わせて張り合っている。俺は嘆たん息そくした。

「……来るのか来ないのか、どっちだ」

「「行く！」」

　俺の言葉に、ふたりは猛もう烈れつな勢いで頷うなずいた。




　　　　△▼




　乾かわいた風が吹く通りの中央に、人だかりができていた。

　炭鉱の町の住人たちは、それを遠巻きに見つめている。

　だがその場に到とう着ちやくした途端、俺は小さく落らく胆たんした。

「どうやら……《獣狩り》とは関係がないようだな」

　そこにいたのは、軽鎧よろいと刀とう剣けん類で武装した男たちだった。

　といっても、ほとんど山さん賊ぞくや盗とう賊ぞくに近い。

　まともな戦せん闘とう訓練も受けていないような荒あらくれ者たちだ。

「獣人風情が……！　人間様の町をうろついて許されると思ってんのか……!?」

「世界を救った《七人の勇者》様に楯たて突つく気かぁ!?　あぁ!?」

　恫どう喝かつする賊ぞくたちの足元に、年老いた獣人がうずくまっている。おそらく行商に立ち寄ったのだろう。偶ぐう然ぜんこういった輩やからに遭そう遇ぐうしたのは、運が悪かったといえる。

「なんという不届き者ども……許せぬっ！」

　即座に突とつ撃げきしようとしたスレイヤを、俺は制した。

「お前が行けば、余計に奴らを刺し激げきするだけだ」

「しっ、しかし……！」

「──おい、あれ見ろ！　あそこにも獣人がいやがるぞ！」

　案の定、早速見つかってしまったようだ。

　男たちがぞろぞろと近寄ってくる。

「おいてめぇ、獣人なんか連れてどういうつもりだ!?」

「けっ、田舎いなかモンが……。勇者様の『種族浄じよう化か宣言』を知らねぇのか？　人間以外の種族はなぁ、駆く除じよしなきゃいけねぇ害がい獣じゆうどもなんだよ！」

　男たちは、どこかで聞いたような言葉をまくし立てる。

　こいつらは決して、勇者たちを本心から崇すう拝はいしているわけではないだろう。

　単に自分たちの強ごう盗とうや暴行を、勇者の名のもとに正当化したいだけの屑くずどもだ。

　すると、ふと男たちの目が俺に留まった。

「んん……？　てめぇ、神官……か？」

「ああ、そうだ」

「はっ、このご時世に吞のん気きに獣人を連れてるとは、さすが世間知らずの神官サマだぜ」

「おい貴様……！」

　途端、スレイヤが裂れつ帛ぱくの気合いを放った。

「レイズ殿にこれ以上無礼な口を利きいてみろ。二度と口が利けぬよう、その舌を斬きり捨ててやるぞ……!!」

「なっ……」

　圧を浴びせられただけで、男たちが一いつ斉せいに怯ひるむ。

　それでも集まった野次馬たちの視線の手前引けないのか、武器に手をかけた。

「っていうかさ、キミたち、勝手にボクらの名前使わないでくれますぅ？」

　無防備に近寄ったフェイが、自分よりも遥はるかに背せ丈たけの高い男たちを、呆あきれきったという態度で見上げた。

「なんだぁ、このガキは。……………………ん？」

　フェイの姿をまじまじと見つめた途端、男たちが唖然として目を丸くした。

「あああなたは!?　《七人の勇者》のひとり──フェイ・リーレイ様!?」

「なーんだ。ボクを知ってるんじゃないですかぁ」

　フェイの自じ称しよう世界一可愛かわいい微び笑しようを前に、男たちが狼ろう狽ばいする。

「ななっ、なぜフェイ様が、汚けがらわしい獣どもの味方を!?」

「そ、そうです！　オレたちはこうしてフェイ様たちのお言葉に従って……」

「はいはい、言い訳はそこまでね。ボクの旦だん那なさまに失礼なことを言った落とし前、ちゃ～んとつけていってくださいね♪」

　フェイの無む垢くな笑顔に、男たちは身も心も凍こおりつく。

　その数秒後、男たちがどうなったかは語るまでもなかった。
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「《獣狩り》の手がかりは得られず……か。残念であった」

　獣人族の老人を助け、俺たちはシルファたちの待つ場所へ戻っていた。

「無む駄だ足あしだったな」

「いや、そんなことはない。ああして暴漢どもの手から、我が同どう胞ほうを救うことができた。レイズ殿、フェイ殿。協力に感謝する」

　スレイヤが律りち儀ぎに頭を下げると、フェイは面食らったようにたじろぐ。

「べ、べっつにぃ。ボクはただレイズさまを侮ぶ辱じよくした輩をボコボコにしただけですしぃ」

「ははっ、たしかにボコボコであったな」

　人間であるフェイと獣人のスレイヤは、和なごやかに笑い合っている。

　確かに、あながち無む駄だではなかったのかもしれない。

　立場的にいがみ合うことを懸け念ねんしたが、どうやら心配はなさそうだった。

　俺たちはシルファたちと別れた町の入口付近に戻ってきた。

　スレイヤとフェイが周囲を見み渡わたし、ふたりの姿を探す。

　だがその前に、俺は今起きている異常事態を理解した。




「レイズ殿。あのふたりはどちらに？」




　それに答える者は、いない。

　シルファとアージュの姿が、どこにもなかった。
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　真っ先に慌あわてふためいたのは、スレイヤだった。

　さきほど治安の悪さを目まの当たりにしたばかりで、当然の反応ともいえる。

「ま、まさかシルファ殿どのが人間に見つかり、捕とらえられたのでは!?」

「うーん……確かに人間が魔ま族ぞくを見つけたら野放しにはしないですねー。でも、シルファちゃんはイオナの魔ま法ほうで見た目を変えていたはずですけど」

「で、では誘ゆう拐かい!?　さては身代金目的か!?」

「どこの誰だれかもわからない相手を誘拐して、どーするんです？」

「そ、それはそうだが……と、とにかく事態は一刻を争う！　今この瞬しゆん間かんにも、シルファ殿とアージュ殿に危険が迫せまっているかもしれぬ！」

「いや、それはない」

　俺は冷静に否定した。

　スレイヤが面食らったようにまばたきする。

「な、なぜだ？」

「イオナだ」

　仮面の魔ま法ほう使つかい。俺の反転魔法によって生まれた忠実なる人形。

「もし仮に、何者かがシルファたちに危害を加えようとしたのなら、この一帯はすでに火の海になっている。そう命じている」

　俺がイオナに施ほどこした行動原理。

　なにを差し置いてもまず、ふたりの身の安全を確保すること。

　イオナの大火力をもってすれば、火の海とはいかずとも、戦闘となれば大きな騒さわぎになることは必至だ。

「それに、シルファもアージュも愚おろかではない」

「それはどういう……」

「ただ気まぐれで姿を消したりはしない、ということだ」

　俺の言葉に、スレイヤはいくらか落ち着きを取とり戻もどしたようだった。

「な、ならばよいのだが……。しかし、いったいどうして……」

「わかりました！　きっとボクとレイズさまの愛に負けを認めて、身を引くことを選んだんですよ」

「なにか心当たりはないか？　レイズ殿」

「ちょっと！　無視しないでください～！」

　憤ふん慨がいするフェイと思案するスレイヤの前で、俺は可能性を考こう慮りよした。

　考えられることはそう多くはない。たとえば──

「なにかを見つけた、という可能性はある」

「なにか？」

　シルファたちが重要だと判断するもの。

　俺たちは獣じゆう人じんの国を目指し、そしてスレイヤは、同胞を手にかけた《獣けもの狩がり》を探している。

「《獣狩り》につながる痕こん跡せき、などだ」

「なんと……」

　スレイヤは感心したような顔をしている。

　だがもちろん、ただの推測だ。根こん拠きよはない。

「ではなおさら、ふたりを捜さがし出さなければならない」

「それほど大きな町ではない。そう遠くには行っていないだろう」

「よーっし！　それじゃあシルファちゃんとアージュちゃんの捜そう索さくにしゅっぱ～っつ、ですね♪　……って、まずどこから？」

　フェイが吞のん気きに首をかしげる。

　その横で、スレイヤが鼻を鳴らした。

「あちらから……かすかにシルファ殿たちの匂においがする……！」

「さすがは獣人族だな」

「れ、レイズ殿にお褒ほめいただいてしまうとは……感激である！」

　スレイヤが恥はずかしそうに獣けもの耳みみを動かす。

「ぼ、ボクだってそれくらい……くんくん……くんくん……？」

　俺はスレイヤに先導を頼たのみ、さっさとその場を後にした。

「あっ……なんだか酒場のほうから食べ物のいい匂いがします……ってぇ！　ちょ、ちょっと置いて行かないでくださいよ～！　レイズさま～！」
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「あのぅ……シルファさん」

「なに？」

「よかったのでしょうか？　私たちだけで勝手にこんなことをして……」

「わざわざレイズの手を煩わずらわせることじゃない。それに、ふたりのほうが相手に気づかれにくい」

　シルファは迷いなく答えた。

　ふたりは町をレイズたちとは反対の方角に向かって進んでいた。

　無論、散策のためではない。

「さっき、わたしたちを見ていた怪あやしい人ひと影かげがいた。アージュも見たはず」

「は、はい……ちらっとですが……」

　レイズと別れた直後、シルファは誰かの視線を感じた。

　振ふり返かえると、ローブで姿を隠かくした怪しげな人影がこちらを見ていた。だがシルファたちの視線に気づくと、慌てて逃にげ出した。

　シルファはアージュと話し、その人影を追つい跡せきしているのだった。

「まだ近くにいるはず。完全に逃げられる前に見つけ出さないと」

「はい……。でも、もし危険な相手だったとしたら……」

「危険なら、わたしたち相手に逃げたりしない」

「な、なるほど……シルファさんは冷静ですね」

　アージュは先ほどから不安そうにそわそわとしている。

　だが、それは自分たちの身を案じているわけではないようだった。

　おそらく、レイズのことが気がかりなのだろう。

「それに、レイズはそんなに心配してないと思う」

　なるべくアージュを安心させようと、シルファは言った。

「どうしてですか？」

「わたしたちがもし危ない目に遭あっていたら、イオナが自動的に力を使う。もしそうなったら、辺り一面が焼け野原。でもそうなってない。レイズなら、そう考える」

　アージュは唖あ然ぜんとして、シルファと、後方で姿を消したまま付いてきているイオナを振り返った。抱いだいたのは複雑な感情だった。

　素直に味方、とは言い難がたい相手。

　だがその力がどれほど凄すさまじいものであるかは、かつてイオナによって拉ら致ちされ拘こう束そくされたアージュ本人がよくわかっていた。

「……すごいですね」

「大だい丈じよう夫ぶ。あれはレイズの命令に忠実。勿もち論ろん、わたしたちにも」

「いえ、そうではなくて……。シルファさんは、レイズ様のことをよくわかっていらっしゃるのだと思って……」

　シルファが不思議そうにアージュを見た。

「それを言うなら、アージュのほう」

「え？」

「わたしは、以前のレイズを知らないから」

「あっ……」

　アージュはなにげない自分の言葉を後こう悔かいした。

　それはすなわち、レイズが妹リザを失う前。まだ平へい穏おんのなかにいた頃ころの彼だ。

　たとえそれが、偽いつわりの穏おだやかさであったとしても。

「教えて。その頃のレイズは、どんな感じだったの？」

「それは……」

　アージュは過去を振り返る。

　大神しん殿でんで出会った頃。ほとんど話したこともなかったが、アージュにとって、レイズの存在は特別なものだった。

「……なにも、お変わりではありません」

「そうなの？」

「はい、今と同じでとても優しく、そして──強い御お方かたです」

　アージュは確信をもって答えた。

　シルファはそれに同意するかのように微笑ほほえむ。

「わたしは、もっとレイズの役に立ちたい」

「はい。私もそう思います」

　アージュと互たがいの結束を確かめ合ったときだった。

　ふいにシルファは、再び見知らぬ誰かの視線を感じ取った。

「──いた」

「え……？」

　シルファが示した先。

　やせ細った木の陰かげに、びくりと跳はね上がるローブ姿があった。

　小こ柄がらで華きや奢しやだ。女か子供だろうか。

　向こうも気づいた。途と端たん、脱だつ兎とのごとく背を向けて走り出す。

「いました！」

「今度は逃のがさない」

「はい！」

　シルファとアージュは全速力で駆かけ出だす。

　だが意外にも、追走劇はあっけなく幕が下りた。

　追いかけようとしていたローブ姿が勝手に足をひっかけて転び、顔から地面に突つっ込こんだからだった。

「ぎゃふんっ！」

　シルファとアージュはあっけにとられる。

「転んだ」

「転び……ましたね」

　尻しりを突き出して顔を押おさえる後ろ姿に、シルファたちは恐おそる恐る近づく。

　するとそれに気付いたローブ姿は、慌あわてふためいた様子で、その場で頭を地面にこすりつけた。

「ごごごめんなさささいいぃ……！」

「あなたは……」

　転んだ拍ひよう子しに、ローブのフードがめくれ、素顔が露あらわになっていた。

　そこにいたのは、頭から猫ねこのような耳を生やした、獣人の少女だった。
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　近くにあった小さな食堂に入った。

　猫耳の少女は、申し訳なさそうに肩かた身みを狭せまくしている。

「あのぅ……さきほどは大変失礼をいたしました……。ワタクシ……獣人族の王城で、侍じ女じよをしております……」

　蚊かの鳴くような声で少女が答える。

「侍女……メイドさん？」

「はいぃ……」

　シルファたちは改めて少女を観察した。

　ロングスカートに前まえ掛かけ。頭には猫耳の邪じや魔まにならないよう穴の空いた頭ず巾きんを被かぶっている。確かに、そう評してもおかしくない格好だった。

「メイドさんが、どうしてわたしたちを見ていたの？」

「そそそれはですね……貴女あなたがたの近くから、その、匂いがしましてぇ……」

「匂い……？」

「ワタクシの捜さがしている御方の匂い……です」

　シルファとアージュは顔を見合わせ、なにげなく自分たちの身体からだを嗅かぐ。

「あっ、だだ、大丈夫です。匂いと言いましても、獣人にしかわからない程度のものですのでぇ……」

「そう」

「であれば、直接話しかけていただければ……」

「はいぃ……。そうなのですが、わわ、ワタクシ、異種族の方が怖こわくて、つい……。こんな時世でもありますし……」

　獣じゆう人じんのメイドは申し訳なさそうに縮こまった。

　確かにスレイヤの話にあった《獣けもの狩がり》のことを考えれば、警けい戒かいして臆おく病びようになったとしてもおかしくはなかった。

「それで、あなたの捜してるひとって、もしかして獣人？」

「は、はいぃ……。はっ!?　い、いえいえ、そそそ、それは秘密なのです……！」

　急に慌てて否定するメイドを、シルファたちはぽかんと見つめた。

「どうして……ですか？」

「それはそのぅ……。ワタクシの身分では口外できないと申しましょうか、厳命されておりますがゆえと申しましょうか……」

「なんだか……複雑なご事情、なのですね」

「は、はいぃ……ご理解いただき、ありがとうございますぅ……」

　優しく同情するアージュと涙なみだぐむメイドを前に、シルファは小さく嘆たん息そくした。

「それで、あなたの捜しているひとは、見つかったの？」

「いえ……それがそのぅ、見失ってしまいまして……」

「じゃあ、一いつ緒しよに捜す？」

「え……そそ、そのようなこと……よろしいの、ですか？」

「べつにそれくらい。ね、アージュ？」

「はい。困っている人を前にして、放っておくことはできません」

「ななな、なんというお優しき方々……とと、とても心強いですぅ……」

　獣人のメイドは、猫耳をぴんと立てながらシルファたちに感謝を示す。

　だがそのときだった。シルファたちに、大おお柄がらな影かげが近づいてきた。

「──おい、こんなところに獣人がいやがるぞ」

　その場に現れたのは、鎧よろい姿の兵士たちだ。

　露ろ骨こつな嘲あざけりと敵意の視線でシルファたちとメイドを見下ろしている。

「なななっ、なんですかあなたたちは……!?」

「首をとって、勇者様に献けん上じようしないといけねえな」

「おっ、連れのふたりは随ずい分ぶん綺き麗れいな顔してるじゃねーか。まだ少々ガキのようだが……獣人を始末したら、楽しませてもらおうぜ」

　下品な笑い声を上げて、兵士たちが迫せまる。

　獣人のメイドはがたがたと震ふるえ上がっていた。

　それでも真っ先に逃げ出すことはなく、あろうことかシルファたちを守るように、男たちの前に立ちはだかった。

「いいい今のうちですっ！　にににっ、逃にげてくださいぃ……！」

「大丈夫。ここは、わたしたちに任せて」

「え？」

「イオナの出番」

　シルファがぱちん、と指を鳴らした。

　それに呼応し、突とつ然ぜん兵士たちの前に、幻げん影えい魔ま法ほうを解除したイオナが姿を現した。

　真紅のローブと、素顔を覆おおい隠かくす不気味な仮面。

　浮うき世よ離ばなれしたその姿に、兵士たちがたじろぐ。

「な、なんだこいつ」

「奇き妙みような格好しやがって……！」

　兵士たちが臨戦態勢を取る。
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　シルファは慌てることもなく、淡たん々たんと命じた。

「やって。死なない程度に」

「承知しました」

　イオナが手をかざす。

　途端、兵士たちの頭に炎ほのおが灯ともった。

「─────へ？」

　燃え上がったみずからの頭を不思議そうに見上げる。

　遅おくれてようやく、致ち命めい的てきな熱が兵士たちに襲おそいかかった。

「ぎゃあああああああああああああああ!?」

「ひっ、ひっ、火ぃいいいいいいいいいいいいいい!!」

　兵士たちがその場で転げ回る。だが自然発火とは違ちがい、魔ま力りよくによって紡つむがれた炎がそう簡単に消えることはない。

　しかもかつて伝説の魔ま法ほう使つかいと呼ばれた女の炎だ。

　兵士たちは死しに物もの狂ぐるいの形相で、その場から一目散に逃げ出した。

　緊きん迫ぱくした表情で事態を見守っていたアージュも、ようやく胸をなで下ろす。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「えっ、は、はいぃ、ワタクシはもちろん……」

「ならよかった」

　平然と紅ぐ蓮れんの魔法使いを従えるシルファに、アージュが尊敬の眼差しを向ける。

「シルファさん、かっこよかったです。なんだか、レイズ様のようでした」

「ううん。全然ちがう」

「そうでしょうか？」

「うん。だって……」

　シルファがわずかに寂さびしそうに、声を落とした。

「レイズなら、迷わず殺してた」

　アージュの顔色が曇くもる。

　それを否定することが、アージュにはできなかった。

「ともかく、早くレイズたちのところに戻もどらないと」

「そうですね。それにしても……」

「どうかしたの？」

「いえ、その……。先ほどの兵士の方々の鎧に入っていた紋もん章しよう。あれは、グランダレム王国のものです。なぜこのような辺境の町に、王国の兵士たちが……」

「あ……！」

　獣人のメイドが急にあさっての方向を向いた。

　くんくん、と忙せわしげに鼻を鳴らしている。

「どうしたの？」

「ああ、あちらから、ワタクシの捜している方の匂においがします……！」

「じゃあ、そこまで一緒に行く。また危ない目に遭あうかもしれないし」

「うう……あ、ありがとうございます……！　で、ではここっ、こちらです！　ともに参りましょう！」

　慌ただしいメイドに導かれ、シルファたちは走り出した。
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　俺とフェイは、スレイヤの鼻を頼たよりに町を進んでいた。

　だが唐とう突とつに、先を行くスレイヤの足が止まる。

「どうした？」

「ううむ……ここにきて、匂いの痕こん跡せきが途と絶だえてしまった……。誠にかたじけない、レイズ殿どの」

「気にするな。近くまで来ているなら、いずれ見つかる」

　俺が歩き出そうとすると、ふとフェイが手を上げた。

「はいはい、ていあーん！　どうせなら、別れて捜したほうが早くないです？」

「そうだな」

「やたっ。じゃあボクはこっちー。スレイヤはそっち。レイズさまはあっちで！」

「うむ。承知した」

　珍めずらしくまともな言葉にスレイヤも頷うなずき、俺たちはそれぞれ別の方向に歩き出した。

　俺はひとり、狭せまい路地裏に入り、反対側の通りに出る。

　人気のない寂さびれた道を進み、シルファたちの姿を目視で探す。

　だがその前に、目め障ざわりな気配について言げん及きゆうしなければならなかった。

「──なんの真ま似ねだ？」

　悪びれもなく笑顔のフェイが、俺の真後ろにいた。

「えへへー」

「別れたはずが、なぜついてくる」

「そんな、たまたまですよー。偶ぐう然ぜんボクとレイズさまの勘かんが、同じ方向に行き着いただけです。はっ、それってつまり、ボクとレイズさまは息ぴったり……？」

「……勝手にしろ」

「あわわっ！　ま、待ってください～」

　俺が意に介かいさず歩き出すと、フェイは慌あわてて俺の前に回り込んだ。

「その……ボク、レイズさまに言いたいことがあって……」

「なんだ」

「その……まだ、ちゃんと、お礼を言ってなかったですから……」

「なにを言っている。お前のことを許した覚えはない」

「そ、それは、わかってます……でも……」

　フェイは指先をからませ、俺から目を逸そらしている。

　これまでにない奇妙な態度だった。

　そのとき、前方から小さな馬車が通り抜ぬけた。

　車輪が濁にごった水たまりの泥どろを撥はねる。だがフェイは背中に目があるかのようにそれを鮮あざやかに避さけた。そして俺の胸に、軽い衝しよう撃げき。

「あっ、ごめんなさいレイズさまー。ボクが悪いんじゃないですよーあの馬車が──」

　言いかけたフェイの顔は、俺の間近にあった。

「ひゃっ……!?」

　途と端たん、フェイが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　するとなぜか今まで自分から密着してきたフェイが、とっさに俺から離はなれた。その頬ほおが薄うすく上気し、目が泳いでいる。

「はわわわわ……！　ち、ちかっ……近いですよ……！」

「なにを言っている？」

　散々まとわりついてきたにもかかわらず、今さらすぎる。

　フェイは、戦ったときとは比べ物にならないほど弱々しく、か細い声を出す。

　ふと、俺は思ったことを口にした。

「男に……慣れていないのか？」

「へあっ……!?」

　図星、というそのままの反応だった。

「そそそそんなことありませんよ……!?　ボクみたいに世界一可愛かわいい美少女は、もうモテモテですからね！　お、男の人なんて、とっかえひっかえで……その……」

「……」

「うぅぅ……な、なんですか、もぅ。い、いいじゃないですか、それくらい……」

　フェイはひどい辱はずかしめを受けたように縮こまっていた。

「これからは、最初から正直に言うことだ」

「え……」

　恐おそる恐るフェイが顔を上げる。

「レイズさま、もしかして……ボクを慰なぐさめてくれてるんですか……？」

　俺はフェイを無言で睨にらんだ。

「う、嬉うれしいです……。ボク、そんな風に言ってもらったこと、なくて……。あ、あの、レイズさまがよかったら、ボクもっと素直に……！」

「それより、お前に用がある奴やつがいるようだ」

「へ？」

　フェイがきょとんとして、背後を振ふり返かえる。

　そこに牙きばを剥むいて低く唸うなるスレイヤがいた。

「レイズ殿と……な・に・を・している！」

「わわわっ!?　な、なんでもないですよー。たまたま偶然、レイズさまとばったり遭そう遇ぐうしちゃってぇ」

「戯たわ言ごとを……抜け駆がけとは卑ひ怯きようだぞ！」

「抜け駆けって……スレイヤ、いったいなにを想像したんです？」

「ななっ……!?　な、なにを言う！　私は別になにも……」

「ならいいじゃないですかー。はい論破です。じゃ、行きましょうか、レイズさまー……あれ、レイズさま？」

「がるるる……ん、レイズ殿？」

　口論するふたりを捨て置き、俺はさっさと歩き出していた。優先すべきは、シルファとアージュの捜そう索さくだ。慌ててフェイたちが追いかけてくる。

　だが幸いにも、すぐにその必要はなくなった。

「レイズ！」

　聞き慣れた声がした。

　そちらに目を向けると、シルファとアージュ、そして見知らぬ少女の三人の人ひと影かげが駆かけ寄よってくるのが見えた。

「シルファ殿とアージュ殿！　それと……」

　俺は自分から駆け寄りはしなかったが、ひとまず問題は解決したようだった。

　だがシルファたちは、見知らぬ獣じゆう人じんの娘むすめと一いつ緒しよにいた。

「勝手にごめんなさい、レイズ」

「問題ない。それより、そっちの獣人は誰だれだ？」

「えっと、こちらの方は、獣人族の王城に勤められているという……」

「なっ……！」

　するとスレイヤがこれまでにないほどの俊しゆん敏びんな動きで、メイドの首根っこを掴つかみ、近くの物もの陰かげにすっ飛んでいった。

（こんなところでいったいなにをしている……！）

（はわわわ……も、申し訳ございません……！　で、ですが、ワタクシはスレイヤ様のことが心配で……）

（私のことは構うなと何度も言っているだろう……！　城のことは元首に任せてある。私には、《獣けもの狩がり》を捜すという重大な使命があるのだ！）

（は、はいぃぃ。ですがそのぅ、あのぅ、ですね……）

（なんだ!?）

　ひそひそと話すスレイヤたちを、シルファがぽかんと見つめていた。

「スレイヤ、どうかしたの？」

「はっ……!?　い、いや……なんでもないのだ！　この者が知人と似ているように思ったのだが、ど、どうやら私の勘かん違ちがいだったようだ！」

「は、はいぃ……！　そのようでっ……！」

　ふたりがひきつった笑顔で激しく頷く。

　シルファとアージュは、不思議そうに顔を見合わせた。

　だがその直後、メイドがなにかを思い出したように顔色を変えた。

「そそっ、それよりも大変なことが……！　じゅ、獣人族の国に……き、危急の事態が迫せまっております……！」

「なに……？」

　スレイヤの表情からも、途端に作り笑いが消えた。

「いったい、なにが起きた？」

「人間の王国グランダレムの軍が……我が国に侵しん攻こうを開始しました」

「なっ……!?」

　獣人のメイドの深刻な形相を見れば、それが噂うわさ話ばなしという悠ゆう長ちようなものではないことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　アージュが深刻な表情で息を吞のむ。

「私たちも先ほど、王国の兵士たちと遭遇しました。もしかしたらそれも……」

「そういうことか」

　この町にいた兵士は、おそらく先せん遣けん隊だろう。

　着々と侵しん略りやくの準備は進んでいたというわけだ。もっとも、ディーン・ストライアが『種族浄じよう化か宣言』を掲かかげたあのときから、避けられぬ事態だが。

「どうやら、獣人の国を目指していたのは俺たちだけではないようだな」

「そんな……」

　スレイヤは、自分たちの国が今まさに侵略の憂うき目めに遭おうとしていることに、動どう揺ようを隠かくせずにいた。

「なんということだ……。いったい、いったいどうすれば……」

「取るべき方法は単純だ」

「なに……？」

　絶望にうなだれるスレイヤに、俺は平然と言った。

「返り討うちにすればいい」




　　　　△▼




　平原に怒ど号ごうがうずまいていた。

　重厚な鎧よろいに身を包んだ騎き士し。長弓を構えた弓兵。

　槍やりを携たずさえた騎き馬ば兵に、幾いく重えにもローブをまとった魔ま法ほう使つかい。

　それらの隊列によって構成される万を超こす人間の軍勢が、地平を埋うめ尽つくす長ちよう壁へきのように広がっている。

　イオナの飛行魔ま法ほう【エア】を使い、戦場を一望できる山頂に舞まい降おりた俺たちは、すでに戦せん端たんが開かれていることをこの目で確認した。

　スレイヤの口から呻うめくような声がもれる。

「あれが人間の……なんという数だ……！」

「絶望的な戦力差だな」

　人間の軍勢に対するのは、比ひ較かくにならないほど貧弱な獣人軍の戦士たち。

　戦う前から、すでに勝敗は決している。

　実際、すでに獣人族の軍は半はん壊かいしているように見えた。おそらく魔法使いたちの長ちよう距きよ離り砲ほう撃げきによるものだろう。

　だが最も悲劇的なのは、これは戦争ですらない、ということだ。

　人間たちの目的はただひとつ──異種族の粛しゆく清せいだ。

「お前たちは後から来い。こいつだけ連れていく」

　俺はシルファたちに言いい含ふくめ、イオナを一いち瞥べつする。

「れ、レイズ殿どの……！」

　スレイヤは、すがるように俺を見上げた。

「我らの同どう胞ほうたちの命を、どうか……」

「俺は、俺の敵を殺しにいくだけだ」

　淡たん々たんと告げ、俺は転移魔法の【シフト】を発動した。




　　　　△▼




「この地上から、争いの火種となりし異種族どもを根絶やしにせよッ!!」

　大地を揺ゆるがす咆ほう哮こうとともに、前列の騎士と騎馬兵が突とつ撃げきする。

「もはや……これまでか」

「──ずいぶんと、手て酷ひどくやられたな」

　手傷を負った獣人の戦士が、その場に降り立った俺を呆ぼう然ぜんと見上げた。

　周囲にいた他の獣人の兵士たちが即そく座ざに俺を取り囲む。だが、獣人の戦士は俺を敵ではないと判断したのか、それを制した。

「人間？　おぬしは、いったい何者だ……？」

「ただの神官だ。お前たちに手を貸しにきた」

「な、なに……？」

　波のように襲おそいくる敵を一望しながら、俺はぞんざいに答える。

　俺の正体などどうでもいい。敵ではないと理解すれば十分だ。

「それにしても、よくこの程度の兵力で太た刀ち打うちしようと考えたものだ。獣人というのは、よほど蛮ばん勇ゆうなのか？」

「そ、それは断じて違ちがう……！」

　獣人の戦士は、血でふさがれた片目を瞑つぶりながら吠ほえた。

「数日前、我が軍の主力部隊が何者かの奇き襲しゆうを受け、壊かい滅めつさせられた……。でなければ、このような無む謀ぼうな戦いくさに臨みはしない」

「何者かに……？」

　その物言いに、俺は直感した。

「そいつはもしや、《獣狩り》のことか？」

「……！」

　俺の口から出た言葉に獣人の戦士は驚おどろいたようだったが、やがて重々しく頷うなずいた。

「然しかり……敵は、姿なき虐ぎやく殺さつ者だ。……だがなにより恐おそろしいのは、奴らからは一ひと粒つぶの殺意すらも感じ取れぬ、ということだ」

「殺意もない……か」

「それに太刀打ちできず、我らの一ひと角かどの戦士たちも皆みなやられた。主力を欠いた我が軍は、立て直しも望めぬまま、総そう崩くずれにされてしまったのだ……」

「なるほどな」

　正体がわからなければ、それが人間の仕し業わざと断じることもできない。

《獣狩り》というのは、実に有効な尖せん兵ぺいのようだ。

　いずれにせよ、戦力を奪うばわれた状態で人間と衝しよう突とつした獣人たちは、死の淵ふちにいる。

「助太刀の心には……感謝する。だがこの戦いに、もはや勝機はない」

　獣人族の戦士は、こんな状じよう況きようでありながら、無関係な介かい入にゆう者である俺を気き遣づかっている。随ずい分ぶんと誇ほこり高たかい男のようだ。

「逃にげろ……。わずかな時間しかないが、それしか生き残る方法は──」

「なぜ俺が逃げる必要がある？」

「なに……？」

「恐きよう怖ふに怯おびえ、逃げ惑まどうのは、奴やつらの方だ」

　俺は一笑し、獣人族の戦士に背を向けた。

「あとはこちらに任せろ。──出番だ、人形」

　俺は短く言葉だけで命じた。

　どこからともなく、それが姿を現す。

　紅ぐ蓮れんの髪かみ。真紅のローブ。片目部分だけが切きり抜ぬかれた無機質な仮面。

　かつて伝説の魔法使いと呼ばれた女。

　そして今は、俺の命令を忠実に遂すい行こうする奴ど隷れい──否、人形だ。

　目標は、怒号と地鳴りとともに接近する万の軍勢。人間の侵略者たち。

「ご命令を。主様マスター」

「薙なぎ払はらえ」

　俺の命令に応え、イオナがすっと手をかざす。





【魔ま力りよく増ぞう幅ふく・冥めい】発動。魔法効果を極大に増加

【天てん賦ぷの叡えい智ち】発動。魔ま力りよく消費なし

【無詠えい唱しよう】発動。呪じゆ文もん詠えい唱しようを省略






「【ヨタフレア】、撃うちます」

　イオナの遥はるか前方の大地に、突とつ如じよとして灼しやく熱ねつの業火が吹ふき荒あれた。





【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

【ヨタフレア】：目標に命中。効果大。目標死亡

　……






　炎ほのお系統最上位魔法──【ヨタフレア】。

　百を超す数の精せい鋭えい騎き士したちが一いつ瞬しゆんで蒸発。

　跡あとに残ったのは、黒く焼やけ焦こげた大地と、血肉の異い臭しゆうのみ。

　それでもなお、軍勢は突撃を止めない。強引に数で押おし潰つぶすつもりのようだ。

　直後、光が空を裂さいた。

　イオナの眼前でいくつもの光条が溶とけて消える。

　敵魔法使いの長ちよう距きよ離り狙そ撃げき魔ま法ほう。

　だが影えい響きようはない。イオナが常時展開している最上位防ぼう御ぎよ魔ま法ほう【アビスウォール】により、完全に無効化される。

「主様マスター、極大魔法のご許可を」

　イオナが抑よく揚ようもなく、俺に許可を求めた。

　通常は周囲への影響を考こう慮りよし、俺は一部の魔法の使用を制限している。だが見晴らしのいい平原の戦場で、それを抑おさえる必要は何もない。

「好きにしろ」

「承知しました」

　イオナが両りよう腕うでを前方にかざす。




「【多重詠唱】──効果確認。【理ことわりの創造主】──効果確認。【ヨタフレア】、【ヨタブリザード】、【ヨタサイクロン】、【ヨタジオイド】、融ゆう合ごう発動。詠唱省略。

　──極大魔法【カタストロフ】、発動します」




　次の瞬しゆん間かん、天変地異が引き起こされた。

　煉れん獄ごくの業火が地表を覆おおい尽くし、死の吹雪ふぶきが大気を凍いてつかせ、万ばん雷らいの嵐あらしが地表を走り、大地に縦じゆう横おう無む尽じんの奈な落らくが生じた。

　回かい避ひも防ぼう御ぎよも不可能。

　あれほどの規模の大軍勢が、ごっそりと消しよう滅めつしていた。

　イオナは息一つ乱れていない。

「攻こう撃げき評価。敵勢力の四割を殲せん滅めつしました。主様マスター、戦せん闘とう継けい続ぞくのご判断を」

「蹂じゆう躙りんしろ。ひとり残さず、焼き尽つくせ」

　俺の言葉により、人形が再び虐殺の炎を振ふるい始めた。




　　　　△▼




　血の臭においが広がる戦場跡で、後から駆かけつけたスレイヤが、獣じゆう人じん族の戦士たちを手当てしていた。

　シルファたちも献けん身しん的に彼らに手を貸している。

　一方、蹂躙した敵を一望していた俺のもとに、あの獣人の戦士がやって来る。

「いったい、どのような礼を尽くせばいいのか……。貴き殿でんのおかげで、数あま多たの同胞の命が救われた」

　俺は自分よりも遥かに大おお柄がらで長身の戦士の男を、無感情に一瞥した。

「貴殿は、まさに救世主だ。この恩、一生かかってでも返してみせる」

「救世主など、いない」

「なに？」

「俺はただ、神がやらぬことを果たしたまでだ」

　冷れい淡たんに答え、俺はさっさとその場を後にした。

　これが俺の義務であり、使命だ。

　かつて癒いやし、救ってきた人間どもを、壊こわし殺し尽くすことが。

　だが、すでにそれも完かん遂すいした。もうこの場に留まる理由もない。

「レイズ、待って」

　シルファが、自分が手当てをしていた獣人の老兵に手を貸しながら、俺を呼び止めた。

　アージュも視線でなにかを訴うつたえている。

「レイズ様。この方が、なにかお伝えしたいことがあると……」

　獣人の老兵は苦しげな呼吸の合間に口を開いた。

「儂わしは……《獣けもの狩がり》によって壊滅した部隊の、生き残りです……。お聞きしたところ、《獣狩り》を捜さがしているとか……」

「そっ、そうだ！　なにか知っているのか!?」

　スレイヤが問うと、老兵は静かに首を振った。

「《獣狩り》は、人口の多い場所を狙ねらうと聞きます……」

　人口の多い場所。港や大都市だろう。

「ここから東に、我ら獣人族の商業都市があります。次に《獣狩り》が現れるとすれば、おそらくは……」

　獣人の言葉には、その殺さつ戮りくを目まの当たりにした者特有の説得力があった。

　どうやら次の目的地は決まったようだ。

　俺はスレイヤに向けて、小さくうなずいた。




　　　　△▼




　獣人族の商業都市は、活気に溢あふれていた。

　行商人や商品を求める客、そして都市に暮らす住人たちが賑にぎやかに通りを行きかっている。大きな港にはいくつも船せん舶ぱくが停まり、交易の中心地となっていた。

　俺たちの大本の目的は、ディーンの目論見を阻はばむことだ。

　そしてスレイヤにも、同どう胞ほうを大量に殺した《獣狩り》を倒たおすという使命がある。つまりいずれにせよ、遊びではない。

　だがそんなことをまったく意に介かいさない者が、一名いる。

「ねーねーレイズさま！　ボクとデートしましょう！」

　フェイは俺の腕うでに抱だきつき、胸を押し当てた。

「たまにはのんびり、休息も必要じゃないです？　あ、あっちの市場のほうに行ってみませんか？　世界一可愛かわいいボクに似合う宝石とか売っているかもしれないです！」

　殺気を放つシルファを、アージュが必死になだめる。

　スレイヤもしびれを切らしたように声を上げた。

「ええい！　なにを先ほどから浮うかれているのだ!?　いつこの街に《獣狩り》が現れるかもしれんのだぞ！」

「ふぅーん。じゃあスレイヤは、レイズさまとお出かけしたくないんですね？」

「なっ、なに？　それは……」

「ふふっ、ほんとはしたいんでしょ～？」

　スレイヤは舌戦ではあっさりとフェイに追おい詰つめられる。

「否いなッ！　断じて否だ！　私はそのようなものには興味はない！　ないのだが……」

　スレイヤはちらりと俺に視線を向けた。

　毛並みのいいしっぽが、振り子のように左右に揺ゆれている。

「なんだ？」

「い、いや……！　それより、この街では私のほうが勝手を知っている。行きたい場所や必要なものがあれば、案内してやろう」

「では頼たのもう。ひとまず宿探しだ。それから道具や食料の買い出しを」

「じゃあわたし、買い物に行く。アージュも行く？」

「はい、ぜひ」

「あああのぅ、この街のことでしたら、ワタクシもご案内ができますゆえ……」

　おずおずと獣人のメイドが手を挙げる。

「では一いつ旦たん別れるとしよう」

「はーい♪　それじゃレイズさま、行きましょうか？」

　なんの迷いもなく俺に付いてこようとしたフェイの襟えり首くびを、シルファが掴つかんだ。
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「フェイはこっち」

「ななっ……なんでですかー！」

「重いもの運んだりするからフェイがいたほうがいい。あと、レイズが危険」

「この世界一華きや奢しやなボクに荷物運びって……ってか危険ってなんです!?」

「反論は許さない」

　珍めずらしく高圧的なシルファが、フェイを強引に引っ張っていく。アージュが俺に手を振り、獣人のメイドを先頭に雑ざつ踏とうに消えていった。

「まったく……フェイ殿どのは相変わらず騒そう々ぞうしい」

　そう言うスレイヤの顔には、手のかかる妹を見るような情があった。

「あまり気を許すな。あいつは元々、敵側の人間だ」

　アージュのときと同じく、俺は念のため警告した。

「承知した。だが、フェイ殿のことは信しん頼らいしている。あの暴漢に襲おそわれていた獣人を助けたとき、フェイ殿は一いつ緒しよに怒おこってくれたからな」

「それはただ、奴やつの血の気が多いだけだ」

「ははっ、そうであるかもしれぬな。では行こう、レイズ殿」

　スレイヤは晴れやかに笑い、俺を街へと誘いざなった。




　　　　△▼




　夕刻の街。

　スレイヤの案内もあり、つつがなく上等な宿を見つけることができた。

　その帰り道、俺たちは街を散策していた。

　スレイヤは俺とふたりで歩くのが嬉うれしいのか、勢いよく尾おを振っている。

「レイズ殿、獣人の街はどうだ？」

「人間とたいして変わらないな。いや、ここに限って言えば、王国よりも栄えている」

「ありがとう、レイズ殿。実に光栄な褒ほめ言こと葉ばだ」

　スレイヤは上じよう機き嫌げんに微笑ほほえみ、弾はずんだ足取りで俺の先を歩いた。

　だがふと、スレイヤは立ち止まって俺を振り返る。

「レイズ殿……本当に、ありがとう」

「ただの世辞だ」

「いや、そのことではなく……。二度も同胞を救ってくれたことだ。レイズ殿と出会えて……本当によかった。心より感謝している」

　スレイヤは丁重な仕草でお辞じ儀ぎをした。

　使い込まれた傷だらけのガントレットに胸当て。そして腰こしに吊つるした二振ふりの刀。

　明らかに殺さつ伐ばつとしているはずのその姿には、なぜか不思議と気品や高貴さに近いものが見みえ隠かくれしている。

　それに似た者を俺はよく知っている。

　なんのことはない、シルファに似ているのだ。

　魔ま王おうの娘むすめであり、魔ま族ぞくの王女たるシルファと。

「そういえば、まだレイズ殿たちの旅の目的を聞かせてもらっていなかったな」

　なにげないスレイヤの問いに、俺はしばし沈ちん黙もくした。

「レイズ殿？」

「俺の目的は、《七人の勇者》への復ふく讐しゆうだ」

「……！」

「勇者ディーン・ストライア、そして奴らに従う愚おろかな人間どもから、俺がこの手ですべてを奪うばう。それが俺の、唯ゆい一いつの目的だ」

　スレイヤは息を吞のみ、言葉を失っていた。

　それでも衝しよう撃げきから立ち直り、かろうじて返答を紡つむいだ。

「わ、私も、レイズ殿のお役に立てればよいのだが……」

「必要ない」

　俺は無下に即そく答とうした。

　そこで俺は、自分が嗤わらっていることに気づいた。

　あるいはそれは、俺ではなく、魔ま王おうの笑みだったのかもしれない。

「これは俺の復讐だ。誰だれにも……邪じや魔まをさせてなるものか」

　俺は心の中のリザに語り掛かけ、そう約束した。

　奴らの苦しみを、人間どもの苦しみを、リザに捧ささげ続けるために。

　ああ……きっとリザも、喜んでくれるだろう。

　そしてまた昔のように、俺に微笑んでくれるはずだ。

「レイズ殿……」

　スレイヤが俺に触ふれようと、手を伸のばす。

　耳をつんざくような悲鳴が聞こえたのは、その直後だった。




　　　　△▼




　街のあちこちから、けたたましい叫さけび声が響ひびき渡わたった。

　スレイヤが顔色を変え、周辺を見み渡わたす。

「い、今のは……!?」

　悲鳴と折り重なり、肉を断ち切るような鈍にぶい音が耳じ朶だを打つ。

「お、おい……！　大変だ、あっちで誰かが倒れて……！」

　血相を変えて俺たちのほうへ駆かけ寄よってくる獣じゆう人じんがいた。

　だが次の瞬しゆん間かん、血ち煙けむりが舞まった。

「なっ──」

　俺とスレイヤの目の前で、獣人の胴どう体たいに大穴が空いた。

　疑いようもなく絶命した獣人が、その場に力なく崩くずれ落ちる。

　だが敵の姿は、ない。

　どこから攻こう撃げきを仕し掛かけているのかすら不明だった。

「これはまさか……これが、《獣狩り》かっ……!?」

　スレイヤが戦せん慄りつする。即そく座ざに抜ばつ刀とうし、応戦の態勢を取る。

　悪夢はまだ始まったばかりだった。

　街を歩いていた獣人たちが、次々と血ち飛沫しぶきに舞い、物言わぬ肉の塊かたまりに変わっていく。

　いや──次々とではない。

　正確には、同時にだ。

　まるで示し合わせたかのように、寸分たがわぬほど同じタイミング。

「どこだ!?　敵はどこから攻撃している!?」

　スレイヤは必死に吠ほえ、敵の姿を探す。

　だが俺の目にも、それを捉とらえることはできない。

　考えられるのは、イオナの【ミラージュ】のような幻げん影えい魔ま法ほうによる透とう明めい化。

　だがこの光景は、それともなにかが違ちがった。

「た、助けて……」

　通行人の血を被かぶったのか、ショック状態の獣人の若者が、俺たちに向かって手を伸ばす。

　だがその手を取る間も無く、若者のいた場所に二つに分かれた死体が転がった。

「……ッ!!」

　現実離ばなれした凄せい惨さんな光景を、スレイヤはただ見ていることしかできない。

　俺はいつぞやの獣人族の砦とりでを思い出した。

　一切の破は壊かいがなく、そこにいた守り手のみが屍しかばねとなって散らばった光景。

　確かによく似ている。

　あれもこうして姿も気配すらも存在しない敵によって、一方的に蹂じゆう躙りんされたような有様だった。

「やはり……《獣けもの狩がり》が現れたのだ……」

　スレイヤが構える刀の切っ先は震ふるえていた。

　姿なき者。虚うつろの存在。抗あらがいようもない恐きよう怖ふ。

「いや、ちがう」

「え……？」

「こいつは、《獣狩り》ではない」

　俺は迷いなく断定した。スレイヤが困こん惑わくを見せる。

「な、なぜだ？　現に敵は姿もなく……」

「確かにそうだ。だが、敵には隠し切れていないものがある」

「それはいったい……」

「殺意だ」

　あのとき獣人の戦士が言った言葉。

《獣狩り》からは、殺意すらも感じ取れない。

　だが、俺には今、手に取るようにわかる。

　この場にむせ返るほど充じゆう満まんする、明確な悪意と敵意、そして──殺意。

「これほど露ろ骨こつに殺意を垂れ流す程度の敵が、《獣狩り》だとは思えない」

「それは、確かに……。し、しかし断定するにはまだ……」

「なら、殺して確かめるとしよう」

　スレイヤは俺の言葉に唖あ然ぜんとした。

「しばらく探知に集中する。少しの間、守りを任せられるか」

　俺はスレイヤに言った。

　すでに敵を殲せん滅めつする方法はいくつか思いついていた。

　だが敵の正体を探り、なおかつひとりも逃のがさないためには、可能な限り同時に、かつ効率的に殺す必要がある。

「レイズ殿には、なにか策があるのか……？」

「当然だ」

「なんと……。ならば、逡しゆん巡じゆんする理由などない。レイズ殿の守りは、この私に任せてもらおう！」

　スレイヤはみずからを鼓こ舞ぶするように吠える。

　この絶望的な状じよう況きように吞まれまいとしているのだろう。

「さあ、来るがいい！」

　スレイヤは刀を構え直す。

　正面ではなく、腕うでを引いてみずからの身体からだに刀身を寄り添そわせるように構える。

　悲鳴と肉断ちの音が響く街中で、スレイヤは意識を集中させる。

　さらに目を閉じる。確かに姿が見えず、気配もない相手に目視は不要だ。

「はっ！」

　スレイヤが刀を翻ひるがえした。

　夕ゆう闇やみに火花が散り、甲かん高だかい擦さつ過か音が反はん響きようする。

　さらに即座に反はん撃げき。だが鋭するどい一いつ閃せんは空を切る。

「どうした！　いくらでも打ち込むがいい！」

　再び刀を引くスレイヤ。すり足で立ち位置を調整しながら、見えない敵とその攻撃を刀一本で防ぎ続ける。

　その度に重々しい金属音が鳴なり響く。

「はぁ……はぁ……。しかし防戦一方か……」

「いや、凌しのいでいるだけで上等だ」

　俺は少しばかり感心した。

　スレイヤはこめかみから汗あせを流ながしながら、気き丈じように口角を吊つり上げる。

「お褒めいただき光栄である。なにぶん、これが私の数少ない特技ゆえ」

「防ぼう御ぎよ系の《スキル》か」

「いかにも」

　するとスレイヤは手を伸ばし、俺の腕を掴つかんだ。

　シルファが持っているのと同じ情報共有の《スキル》によって、スレイヤの持つ能力が俺の頭に流れ込んだ。





《職業》


【剣けん士し】






《スキル》





【戦せん闘とう経験】……戦闘中に発生する事象を正しく把は握あくする

【剣けん眼がん】……刀とう剣けん類による攻撃の太た刀ち筋を見極め、回かい避ひ率を大きく上じよう昇しようする

【弾はじき】……装備中の武器を使用し、敵の攻撃を防御する


技量の能力値に応じて、成功率が大きく変動する

成功時、物理や魔ま法ほう属性を問わず、あらゆる攻撃を無効化する



【反撃の太刀】……弾きから即座に反撃の技に繋つなげる


弾きによって無効化した攻撃の種類に応じて威い力りよくが上昇する



【斬鉄剣】……通常の刀剣では斬きれない物質を切断する

【心象投とう影えい】……自身の知識やイメージを他者と共有する








「刀による弾きの技だ。本来であれば、弾きの後に隙すきを見出し攻撃に転じるのだが……」

「見えない相手ではそうもいかない、か」

「うむ……」

　スレイヤがかろうじて敵の攻撃を防いでいる間にも、犠ぎ牲せい者しやの悲鳴は続く。

「くっ……！」

「焦あせるな。今お前が駆け付けたところで、ほんの一いつ瞬しゆんの身代わりになるだけだ」

「し、しかし……！」

　スレイヤの横顔には激しい焦しよう燥そうが浮うかんでいる。

「!?　レイズ殿どの、あそこに……！」

　スレイヤが指差した先。

　そこに小さな獣人の男の子がいた。

　泣きじゃくり、前方も見ずに、血に染まった道をとぼとぼと歩いている。

　そのすぐ横に、大おお柄がらな男の死体が転がった。

　男の子は呆ぼう然ぜんと、その死体を見つめる。

　吹ふき込こむ風とともに、姿なき殺意が迫せまる。

「危ない！」

　制止する間も無く、スレイヤがその場に突つっ込んでいた。

　ぱっと鮮あざやかな血が飛び散る。

「ぐっ……！」

　背中を抉えぐられながらも、スレイヤは倒たおれない。

　反撃の一いち撃げきを振ふるい、わずかに殺意を遠ざける。

「守る……守ってみせるぞ……！」

　スレイヤは男の子を守るように立ち、再び防御の構えを取る。

　見えない凶きよう刃じんを【弾き】だけで防ぎ続ける。

「ぐっ……このままでは……」

　スレイヤの防戦は長くは持たない。

　神経を研とぎ澄すませ、見えない攻撃を凌しのぎ続けているのだ。

　体力、精神力ともに消しよう耗もうが激しい。

　敵の一撃を再びスレイヤが弾き返した。

　近くの民家の壁かべに血が飛び散る。俺はスレイヤに手を貸した。

「傷は？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。これは……奴やつらの血だ。正しくは、奴らが身体に浴びた獣じゆう人じんの返り血、だが」

　スレイヤはおぞましそうに呟つぶやいた。

　確かに、これだけの殺さつ戮りくを続けていれば、小こ綺ぎ麗れいな姿ではいられない。

　殺した獣人たちの血を大量に被っているはずだ。

　だがそれは、俺にとって朗報だった。

「なるほどな。それは都合がいい」

「レイズ殿……？」

「あとは任せろ」

　俺はスレイヤたちをかばうように、一歩前に踏ふみ出した。

　敵は姿を消し、無抵てい抗こうな獣人たちを一方的に殺している。だが──

「お前たちは、中ちゆう途と半はん端ぱに殺し過ぎた」

　その過ちを、大いなる驕おごりの代だい償しようを支し払はらわせなければならない。

　俺はその場で、右みぎ腕うでを天に掲かかげた。

「レイズ殿、いったいなにを……」

「俺が反転できるのは、なにも神官としての魔法だけではない」

　反転とは、すなわち変質。

　本来あるべき形を、あるべき因果を、逆転させる力。

　俺の魔ま力りよくに呼応するように、街中に飛び散った獣人たちの赤い血が、妖あやしく発光を始めた。

　スレイヤは困惑しながら辺りを見み渡わたす。

「虐ぎやく殺さつ者を気取る愚おろか者どもに、ふさわしき終わりを与あたえよう」

　魔ま王おうの心臓が強く反応し、右手に黒い魔力の奔ほん流りゆうが絡からみつく。

　俺の立つ場所を中心に、風が巻き起こる。法ほう衣えの裾すそがはためき、辺りに散らばった紙くずが宙に舞まい上がる。

　スレイヤは髪かみをなびかせながら、未知の現象の前まえ触ぶれに目を奪うばわれている。

　この現象を理解できる者はいない。

　なぜならこれは既き存そんの《魔法》でも《スキル》でもない。

　たった今、この俺が編み出す、反転の奇き跡せき。世界の改かい竄ざん。




「【オルタ・ブラッド】──無念に散った死者の血よ、怨えん讐しゆうの毒どく牙がとなれ」




　血の反転魔法が発動した。

　俺の右手が放った昏くらい閃せん光こうが、爆ばく発はつ的に街全体を覆おおい尽つくす。

　直後、街路の端はしから壮そう絶ぜつな悲鳴が聞こえた。

　人ひと影かげも見えなかった虚こ空くうから、焼けただれた死体が転がり出る。

　獣人ではない。

　過去に俺やシルファを襲おそったのと同じ、黒装束の暗殺者たちだ。

　その全身は溶よう解かいし、白はく煙えんが上がっている。

　苦く悶もんの叫さけびが何重にも折り重なる。

　無数の黒い影かげが、聞くにも堪たえない醜みにくい悲鳴とともにのたうち回りながら、やがて力ちから尽つきて倒れていく。

　全身が灼やけ爛ただれ、骨まで溶とけて蒸発していた。

「ククッ……ああ、実に心地のいい悲鳴だ……」

　恐おそれを知らぬ者どもよ、見るがいい。

　これこそが、本物の殺戮だ。

「れ、レイズ殿、いったいなにをしたのだ……」

　次々と築かれていく死体の山。

　敵に訪れた無慈じ悲ひにして残ざん酷こくな末路を目まの当たりにし、スレイヤは混乱していた。

「奴らが浴びた獣人たちの血を、酸に変質した」

「血を……？」

「魔力を帯びた強酸だ。無事でいられる生物はいない」

　すでに敵に付着している血を使えば、存在しない気配を捕ほ捉そくする必要もない。

　自分たちが殺した獣人たちの血によって殺される。奴らには相応の報いだ。

　俺は呆然とするスレイヤの前で、服についた埃ほこりを軽く払はらい、原形を留めていない敵の死体を足で転がした。

　そして、俺の読みは的中していた。

「やはり《獣けもの狩がり》ではなかったな」

　黒装束の暗殺者たち。

　以前にも俺やシルファの命を狙ねらってきた、《七人の勇者》の手て駒ごまだ。

　おそらく透とう明めい化と気配遮しや断だんの魔法を併へい用ようし、複数の暗殺者によって同時に襲しゆう撃げきすることで、敵をかく乱していたのだろう。

　俺は鼻を鳴らし、静せい寂じやくが訪れた殺戮の跡あと地ちを見渡した。

「さあ、シルファたちを迎むかえに行こう」

　まずは、どこかでこの事態に動どう揺ようしているであろうシルファたちと合流し、状じよう況きようを説明する必要がありそうだった。








四話　欺ぎ瞞まん









　街中に飛び散った生々しい血が、昨日の惨さん劇げきが夢ではないことを示している。

　一夜明け、被ひ害がい状じよう況きようがより鮮せん明めいになった。

　死者は三十名以上。重軽傷者に至っては数えきれないほどだ。

　俺は混こん沌とんと絶望が横たわる都市と、それに怯おびえる獣人たちを、無感情に眺ながめていた。

「なんて酷ひどい……」

　アージュも口元を覆って立ち尽くしている。

　シルファは沈ちん痛つうな面持ちのスレイヤに尋たずねる。

「レイズが倒した暗殺者たちが、《獣狩り》の正体？」

「いや……レイズ殿の見解では、この者たちは《獣狩り》ではないとのことだが……」

　スレイヤはあまり納得をしていない。

　いずれにせよ、真相を裏づけるような証しよう拠こはない。むしろこいつらが《獣狩り》であるほうが、スレイヤや獣人たちにとっては望ましいだろう。

「ともかく、レイズ殿のおかげで事態を解決できた。もし敵があのまま暴れていれば、被ひ害がいはこの程度ではすまなかった」

「そうか」

　俺は素っ気なく相あい槌づちを打った。

　アージュはその場で犠牲者たちに祈いのりを捧ささげた。

　黙もく々もくと同どう胞ほうの遺体を運ぶ獣人たちに、かけるべき言葉は見つからない。

「あの……スレイヤ」

　フェイがめずらしく状況をわきまえ、おずおずとスレイヤに声をかけた。

「どうしたのだ？」

「その……元気、出してくださいね。ボクにできることがあれば、手伝いますから」

「ああ……。助かる」

「そうだ。ボクの世界一優しい笑顔で、みなさんを癒いやしてきましょうか？」

「ははっ、フェイ殿どのにしては愉ゆ快かいな冗じよう談だんであるな」

「べつに冗談ではないですよ!?」

　スレイヤの顔にようやく小さな笑みが浮うかんだ。

　どうやら、フェイもたまには役に立つことがあるようだ。

「それにしても、レイズ殿の能力には驚きよう嘆たんするばかりだ。いったい、どのようにしてそれほどの力を……」

「あっ、ボクもそれ聞きたいです！　将来のお嫁よめさんとして、旦だん那なさまのことはぜーんぶ知っておかなくちゃですからね」

　スレイヤとフェイが好こう奇き心しんをあらわにする。

　だが、それに俺が答えることはできなかった。

　途と端たん、俺の全身から力が抜ぬけた。

「レイズ殿？」

　なす術すべもなく、その場でひざをつく。

「レイズ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「お気を確かに……！」

　あわてて駆かけ寄よってきたシルファとアージュが、傾かたむく俺の身体からだを抱だきとめる。

　その声はすでに遠く、届かない。

　心臓が一際大きく跳はね上がった。

　俺の肉体に生じる突とつ然ぜんの変兆。その正体を俺は知っている。

　これは魔王の心臓による肉体への過負荷。いわば、魔王の力の代償だ。

　最近は落ち着いていたのだが、昨日の戦せん闘とうで力を使い過ぎた影えい響きようかもしれない。

　だが俺はすぐに違い和わ感かんを覚えた。

　症しよう状じようがこれまでとは異なる。

「いや……大丈夫だ」

　痛みが、ない。

　これまでは、発作の度に全身が引ひき裂さかれそうになる激痛に苛さいなまれていた。

　だが今回はまったく痛みを感じない。

　本来なら、シルファの体液を取り入れ、身体を順応させなければ収まらなかったはずの発作にもかかわらず、だ。

　まるで、人間の持つ苦痛から解放されたような清すが々すがしさすらあった。

「レイズ……？」

　俺は慌あわてふためくシルファやアージュの手をそっと押しのけた。

　代わりに自然と浮かんだ笑みで答える。

「どうやら、魔王の心臓が身体に定着してきたらしい」

「それって……」

　痛みを感じなくなったのは良い兆候なのか、それとも──

　だがいずれにせよ、俺に選せん択たく肢しはない。俺にはこの力が必要なのだから。

「なんでもない。心配するな」

「ダメ、心配する」

「そうです。せめて、どこかでお身体を休めるべきです……」

　シルファたちは頑かたくなに俺から離はなれようとしない。

　確かに、俺はともかく、スレイヤも手傷を負っている。

　しばしの休息が必要かもしれない。

　そのとき、何者かの気配を感じた。

「そこにいるのは、誰だれだ」

　俺の視線の先。そこに、ローブをまとった獣じゆう人じん族が立っていた。

　武装はしておらず、殺気もない。

　その身なりや、身にまとう高貴な雰ふん囲い気きから、この商業都市で働く住民でないことは一目でわかった。

「俺たちに、用があるようだな」

「使者です。あなた方を、お迎えに参上しました」

　ローブ姿の獣人は、厳おごそかにそう答えた。
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　牛車が城下街の大通りを進んでいく。

　俺たちはその客室から、異国情じよう緒ちよあふれる街並みを漫まん然ぜんと眺めていた。

「ねぇねぇ、レイズ。この馬車乗り心地がいいね」

「シルファちゃん、これって馬じゃなくて牛じゃない？」

「珍めずらしいですね……獣人の国では普ふ通つうなのでしょうか」

　三人の会話を俺は無言で聞いていた。

　牛車、と言った通り、荷である俺たちを乗せて引いているのは馬ではなく牛だ。立派な角と引き締しまった体たい躯くを持つ二頭の猛もう牛ぎゆうが、滑なめらかに整地された土道を進む。

　俺たちは使者を名乗る獣人によって、丁重な案内を受けた。

　目指す先は、獣人の国の中心地──王城だ。

　興きよう味み津しん々しんなシルファたちに比べて、スレイヤと獣人のメイドは浮かない顔だった。

「ずいぶんと口数が少ないな」

「え？　いや、そんなことはないのだが……」

「そそっ、そのとおりでございますぅ……」

　だが実際ふたりとも静かで、その獣けもの耳みみはそろって垂れ下がっている。

「レイズ、獣人族の城が見えてきたよ」

　シルファの言葉に、アージュも外を覗のぞく。

「あれが、王様のお城でしょうか？」

「ううん。獣人族には王がいない。国民によって代表が選ばれる。そういう仕組みをつくってる」

「その通りだ。シルファ殿は博識なのだな」

　シルファは相変わらずすらすらと答え、アージュやスレイヤを感心させた。

「人間のお城とは、ずいぶんと意い匠しようが異なりますね」

「魔ま族ぞくの城ともちがう。魔ま王おう城を建て直すとき、参考にする」

　しげしげと獣人族の城を見上げるシルファの頭には、再建された魔王城の威い容ようが浮かんでいるのかもしれなかった。
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「ご足労いただき感謝します。人間と魔族の方々」

　謁えつ見けんの間で、俺たちは大おお柄がらな獣人と対面していた。

　太く鋭するどい牙きばに、雄お々おしい鬣たてがみ。

　視線を向けられたアージュが、びくりと怯える。一方、人外の魔ま物ものにも魔ま獣じゆうにも慣れたシルファは平然としていた。

「獣人族の元首か」

「いかにも」

　威い風ふう堂どう々どうとした姿は、確かに一族の首長たるにふさわしい迫はく力りよくを備えていた。

「なぜ、俺たちをここに呼んだ」

　俺は単刀直入に切り出した。

「無論、御お礼れいを申し上げるためです。昨日の商業都市で起きた事件を、あなたがたの手で解決していただいたと、報告を受けております」

　俺たちを連れてきたローブ姿の獣人が頷うなずく。

「我々は、あの者たちが《獣けもの狩がり》だったと考えています」

　鬣の元首は、理知的な眼差しを見せた。

「《獣狩り》と呼ばれる敵の存在は、我々も把は握あくしていました。これまで複数の砦とりでや町が、あれによって壊かい滅めつさせられている。今回の敵も、明らかに同じ手口……。ですがその脅きよう威いは、あなたがたの活かつ躍やくにより排はい除じよされました」

「そうだといいがな」

　俺はあえて否定することはしなかった。

　それは単純に、そうするだけの根こん拠きよを持ち合わせていなかったからだ。

「どうか国を代表して、礼を尽つくさせていただきたい」

　鬣の元首は、深々と俺に頭を下げた。

　断る理由はない。

　それにシルファたちの手前、身体を休めるにはちょうどいい機会だ。

「わかった。ではしばらく世話になろう。シルファやアージュたちに、上等な食事と寝ね床どこを用意してくれ。それからスレイヤの手当ても」

　獣人の元首は深々と頷くと、ふと口元を緩ゆるめて奇き妙みような言葉を続けた。

「幸いにして、我らの姫ひめ君ぎみも、あなたのことを気に入っておられるようです」

「姫ひめ……？」

　シルファが謁見の間を見み渡わたす。

　だがそこに、それらしき人物はいない。

「ああ、どうかお気になさらずに。……ところで、ドレスはお好きですか？」

　鬣の元首が、シルファとアージュを見て尋たずねた。

「あの……それはどうしてでしょうか？」

「いえ、夜にささやかな催もよおしを予定しており……。よければぜひご参加ください」

　鬣の元首は低く唸うなり、目を細めて牙を剥むいた。

　獲え物ものを狙ねらう肉食獣の顔にしか見えないが、どうやら笑ったらしい。

　とりたてて断る理由もない。俺たちは素直に承しよう諾だくした。

　それよりも、ひとつ気になることがあった。

「──さきほどから、スレイヤの姿が見えないようだが」

　俺は部屋の隅すみで存在感を消している、あの獣人のメイドに向けて言った。

　びくっ、とメイドは尾おをぴんと逆立て、全身を硬こう直ちよくさせる。

「話を、聞かせてもらおうか」
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　獣人族の城に留とどまり、夜を迎むかえる。

　俺はひとり、城のバルコニーから城下街を見下ろしていた。

　風土は異なれど、決して文化水準も技術も、人間の国に劣おとるものではない。

　眼下に広がるのは発達した街並みと、無数の灯あかり。

　まるでそのひとつひとつが、命の灯ともしびのようだった。

「──レイズ、お待たせ」

　とっくに気づいていたふたつの気配に、振ふり返かえる。

　そこに、見み違ちがえた容姿のシルファとアージュがいた。

　シルファは普ふ段だんの衣装とは異なり、純白のドレスだった。

　清せい廉れんな白に真紅の瞳ひとみがよく映えている。

　一方、アージュは翡ひ翠すい色のドレス姿だ。

　身体からだの線にフィットするような細身の衣装。長い金きん髪ぱつは丁てい寧ねいに編み込まれている。

　非の打ちどころがない、完成されたふたつの美がそこにあった。

「ねぇ、どう？」

「ど、どうでしょうか……」

　俺が気になったのは、彼女たちのドレス姿が似合っているかどうか、ではない。

　なぜそんな格好をしているのか、ということだ。

「なぜ、そんな格好をしている？」

　思ったままのことを声に出す。

「だって、舞ぶ踏とう会だよ」

「話を聞いたところ、ただの儀ぎ礼れい的な催もよおしのようだが」

「あ、あの……獣人族の方には、伝統的に踊おどりの風習があるのだとお聞きしました。その、どうやら私たち人間の舞踏会も、もとは獣人の方々の習わしが伝わってきて、王族や貴族に広まったものらしく──」

「そんなことは聞いていないが……」

　文化や歴史の講こう釈しやくに興味はなかった。

「あのね、それで、レイズと踊りたいなって。ね、アージュ？」

「そそそそれは……！　確かに、そう、なのですが……」

　シルファに促うながされ、アージュは頬ほおを真っ赤に染めている。

　意図は理解したが、あまりにもお門かど違ちがいだ。

「俺は、ただの神官だ。貴族の作法など心得ていない」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしがリードする」

「できるのか？」

「……って、アージュが言ってた」

「ええぇ!?　し、シルファさん。私、そんなこと言ってません……！」

　一方、俺は思し索さくにふけっていた。

　シルファがそれに気づき、城の中を振り返る。

「ところで、あのメイドの子、なんだか落ち込んでたけど……。なにかあったの？」

「たいしたことじゃない。ただ、いくつか質問をしただけだ」

　俺はわざわざ説明はしなかった。

　それよりも、その場に増えた人ひと影かげが気になっていた。

「次から次へと……。シルファたちはともかく、お前はなんのつもりだ？」

　柱の陰かげから、フェイが姿を現した。

「ねーねー見て見てー、レイズさま♪」

　波打つスカートが特とく徴ちよう的なドレス姿のフェイがいた。

　髪かみ型がたも多少変わり、花飾かざりなどを付けている。

　フェイがその場でくるりと身を翻ひるがえすと、スカートがふわりと広がった。

「えへへ～似合ってますか？　もっちろん似合ってますよねぇ？」

「どうも思わない」

「そ、そんな……！　こんな夜空に輝かがやく一番星のようなボクに向かって～！」

　シルファがしきりに頷くと、フェイはさらに憤ふん慨がいした。

「あ、あの、可愛かわいらしいですよ、フェイさん……」

「でっしょー！　さっすが、聖女さまは見る目ありますよねぇー」

　一方、スレイヤは着き飾かざった仲間を満足げに眺ながめていた。

「シルファ殿どのとアージュ殿、実に美しい。あと、ついでにフェイ殿も」

「どうしてボクがついでなんです～!?」

　俺はふと、スレイヤに目を向けた。

　三人が三人とも華はなやかなドレス姿のため、逆にひとり剣けん士し姿のままのスレイヤが浮ういているほどだ。

「？　レイズ殿、どうかしたのか」

「……いや」

「ねえ、レイズ。それで、誰だれと踊るの？　誰でもいいよ」

　シルファの言葉につられ、俺は全員を見回した。

　ほんの少しだけ考えを巡めぐらせる。だが、答えはすぐに出た。

　俺は腕うでを持ち上げ、まっすぐに彼女を指さした。

　そしてもっとも意外であろう人物を、指名する。

「では、お前と踊ろう」

「え──？」

　俺が指さした相手。

　それは、きょとんとした表情で獣けもの耳みみを動かす、スレイヤだった。
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　大広間には、この城に勤める獣じゆう人じんたちが集まっていた。

　一角には、曲を演奏するための楽団員たちがいる。無論、全員が獣人だ。

　その大勢の視線が、いま一点に注がれている。

　その先にいるのは他でもない。

　俺とスレイヤだ。

「れ、レイズ殿。これはその……非常に、気き恥はずかしいぞ……！」

　丁寧に結われた髪かみと、ふわりとロングスカートが広がる上品な色しき彩さいのドレス姿。

　ひょこひょこと動く見慣れた獣耳がなければ、別人だと思ったかもしれない。

　シルファとアージュのドレス姿にも目を見張るものがあったが、普段とのギャップという意味では、スレイヤこそが最も大きな変化を遂とげている。

　もっとも、本人はそれを気恥ずかしく感じているらしい。

　まじまじとした俺の視線に気づくと、スレイヤは途と端たんに頬を赤らめた。

「わ、私にこのような格好が似合うはずが……！」

「そうでもない。もしそうなら、この場にいる獣人たちが、見み惚とれるような視線をお前に注ぐはずはないからな」

「ななっ……!?」

　スレイヤはさらに頬を赤くし、ふさふさの尾を左右に激しく振った。

　俺は単に事実を言ったつもりだ。

　楽団員が演奏を始める。

　ゆったりとした曲調の、優ゆう雅がなメロディが流れる。

「では、手を」

「あ、ああ」

　スレイヤが恐おそる恐る差し出した手を、俺は丁重に受け取った。

　そこから腕を引き、スレイヤの腰こしに手を添そえ、身体からだを密着させた。

「……！」

「合わせろ」

　俺は曲に合わせて身体を回転させ、腕を伸のばす。

　振り回されるように、スレイヤがステップを踏ふむ。
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「わわっ……！」

「その調子だ」

　スレイヤは驚きよう愕がくに両目を見開いていた。

「れ、レイズ殿！　まさか、このような舞踏の経験が？」

「ない。見み様よう見み真ま似ねだ」

「そ、それでこのためらいのなさなのか……！」

　スレイヤは単純な驚おどろきなのか、羞しゆう恥ち心しんなのか、視線が忙いそがしく泳いでいる。

　あるいはその両方か。

　俺はスレイヤをエスコートしながら、立ち位置を入いれ替かえ、手を伸ばし、再び引き寄せ、ダンスを続ける。

　ただし、なんの感情も込められていない舞踏を。

　そんなことは知らず、観衆の獣人たちからは感かん嘆たんの吐と息いきがもれる。

「れ、レイズ殿……！　もうそろそろ、よいのでは……」

「ひとつ、質問がある」

「な、なんだこんなときに……」

「お前とシルファには、共通点があったようだな」

「共通点……？」

　シルファは魔ま王おうの娘むすめ。

　王の血を引く者。

　意味合いは異なれど、近しい存在だ。

　シルファがスレイヤの同行を歓かん迎げいしたのは、もしかしたら直感に近い共感があったのかもしれない。

「そろそろ、白状してもらおうか」

「さきほどから、いったい何のことか──」

「慣れていないわりには、随ずい分ぶんと踊りの学習が早いな」

「そ、それは……」

　スレイヤは先ほどから、俺の動きに停てい滞たいなく合わせている。

　俺はスレイヤの腕を、ぐっと引き寄せた。

　ほとんど抱だきしめるような姿勢。スレイヤの体温を感じながら、俺は耳元で囁ささやいた。

　無論、愛の言葉ではない。それはある種の恫どう喝かつだった。




「お前は、この獣人族の姫ひめだな」
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　宴うたげの場は、何事もなく終わりの時間を迎むかえた。

　俺たちは誰もいなくなった大広間で、スレイヤを詰きつ問もんしていた。

「スレイヤさんが……お姫様、なのですか？」

「そうみたい」

　アージュは率直な驚きを見せている。

　シルファはいつも通り、表情の変化は乏とぼしい。

「さきほどそこのメイドが、洗いざらい白状した」

　俺が言うと、スレイヤはメイドをじろりと睨にらんだ。

　獣人のメイドは弁解の余地もない、といった様子でひたすら畏い縮しゆくしていた。

　スレイヤも観念した様子だった。

「……そうだ。私は古き獣人の王族の血を受うけ継つぐ、数少ない生き残りだ」

「つまりそこのメイドは、お前の従者か」

　獣人のメイドが申し訳なさそうに頷うなずく。

「まったく……私のことを姫ひめ扱あつかいする必要はないと、何度も言いつけていたのだが……」

「でも、スレイヤさんは本物のお姫様なのですよね？」

「公然のものではない。政治的な王を必要としなくなった我ら獣人にとって、私が姫であるというのは、血筋的な意味合いでしかない。それに……多くの国民は知らない」

「なぜ秘密にしている？」

　俺の問いに、スレイヤは気まずそうに目を伏ふせた。

「かつて王による統治が行われていた時代、王族は常に命を脅おびやかされていた」

「それは……政争、ということでしょうか？」

「ありふれた話だが……その通りだ。身内からも、ときには他の種族からさえも、命を狙ねらわれた。ゆえに王族を暗殺から護まもるために、この国ではその正体を秘ひ匿とくするようになったのだ。そして王制が廃はい止しされた今でも、それが続いている……というわけだ」

「魔ま族ぞくなら、そんな必要はない。わたしの命を狙う魔族はいなかった」

「魔族と獣人では事情も異なるのだ。……黙だまっていて、申し訳なかった」

　スレイヤは真しん摯しに話を聞くアージュたちに、深々と頭を下げた。

「それに、私は姫である以前に、ひとりの剣士だ」

　スレイヤはドレスの裾すそを固く握にぎりしめていた。

「素性など重要ではない。私は自分の意思で、この剣けんで皆みなを救う道を選んだ。それだけのことだ」

「それで、みずから《獣けもの狩がり》を追っていた、というわけか」

「そうだ。私は、剣の腕ではこの国の誰にも負けないと自負している。もっとも、レイズ殿のような本当の強者には及およばぬが……」

　スレイヤの事情は理解できた。

　もっとも、俺にとってはたいして関係もないことだ。

「それで、これからどうする」

「……私のご主人は、レイズ殿どのだ」

　スレイヤの瞳ひとみには、一いち抹まつの怯おびえがあった。

「叶かなうのならば……私は、レイズ殿のお役に立ちたい」

　耳がしゅんと横に垂れ、尾おも力なく下がっている。

　俺の顔色を窺うかがっているような反応だ。

「私の力でどこまでレイズ殿を助けられるかはわからないが……それ以外に、私にできることがあれば、どんなことでも尽つくす所存だ。だから……」

　俺はシルファを一いち瞥べつする。

　シルファは薄うすく微笑ほほえんだ。

　俺がどう答えるか、すでにわかっているようだった。小さく嘆たん息そくする。

「好きにしろ」

「え……？」

「付いてきたいのなら、そうすればいい。俺にとってはどうでもいいことだ」

　俺の返答は、少々予想外だったらしい。

　スレイヤは呆ぼう然ぜんとして目を瞬またたかせた。

　だが無愛想な返答でも、スレイヤにとっては意味があったらしい。

「れ、レイズ殿～！」

　スレイヤが俺に飛びつき、出会ったときのように腰にすがりつく。

「あ～！　スレイヤ、ずーるーい～！　ボクのレイズさまに勝手に抱だきついて！」

「フェイのレイズじゃない」

「と、ともかく……よかったですね。スレイヤさん」

　三者三様の反応を前に、スレイヤは満面の笑みを浮うかべた。

「ああ！　これからも是ぜ非ひ、よろしく頼たのむ！」

　獣人族の姫は、年とし頃ごろの少女らしくはしゃいでいた。




　　　　△▼




「レイズさま～♪」

　俺が用意された部屋のひとつで休んでいると、フェイが訪ねてきた。

　今だにフェイはドレス姿だった。

「いつまでその格好をしている」

「えへへ～いいじゃないですかぁ、ボク、気に入っちゃったんです。武ぶ闘とう着姿ももちろん完かん璧ぺきですけどぉ、やっぱり世界一可愛かわいいボクには、こういうおめかしこそ似合っていますよねー」

　フェイはフレアスカートの裾を掴つかんで広げる。

　相変わらず、自うぬ惚ぼれここに極まるという言動だった。

「あっ、それにしても……スレイヤがお姫様だったなんて、びっくりしましたね」

「そうでもない」

「えっ、じゃあ最初から気づいていたんですか？」

「さあな」

「ぶ～。レイズさまってば、そうやってすぐはぐらかすんですから」

　フェイは俺の許可もなく、勝手に部屋に入る。

「でも、よかったですね。無事《獣狩り》の問題も解決しましたし」

「お前が気にしていたとは、意外だな」

「気にしますよぉ。だってボクたち、レイズさまを奪うばい合う恋敵ライバルですもん」

　フェイは堂々と胸を張った。

　恋敵、という言葉には触ふれないでおく。

「ボクだって、スレイヤやシルファちゃんたちには負けません。これからも、レイズさまのために尽くさせてください！」

　フェイはそこで、ドレス姿のまま握り拳こぶしを掲かかげてみせた。

「それに、最近この拳も血に飢うえているんです！　あんまりレイズさまに頼たよりっぱなしだと、ボクの身体からだも鈍なまっちゃいますし」

「鈍ると困るのか？」

「え？　それはだって……レイズさまのお役に立てなくなっちゃいます」

「……では、精々励はげむといい」

「はーい！」

　フェイは俺に励まされたと感じたのか、満足げに笑みを浮かべる。

　そしてするりとこちらの胸元に身を寄せる。

　フェイは上うわ目め遣づかいで俺を見上げた。

　息がかかりそうな距きよ離りにある健康的な柔やわ肌はだと、艶つやのある桃もも色いろの唇くちびる。

「ねぇ、レイズさま。ちゃんと覚えていてくださいね」

「なにをだ」

　口づけの代わりのように、フェイは囁いた。

「ボクが本当に、レイズさまに感謝しているってことを……です」




　　　　△▼




　庭園にまばゆい朝日が差し込んでいる。

　明朝、俺は王城の屋上に造られた庭にいた。

　城の中とは思えないほど広い敷しき地ちに、噴ふん水すいや色いろ鮮あざやかな花か壇だん、植木が左さ右ゆう対たい称しように立ち並んでいる。

　シルファとアージュは庭園を散策しながら、その美しい光景に目を奪われていた。

「レイズ殿、こんなところにいたのか」

　スレイヤとフェイが、庭園の入口から現れた。

「？　レイズ殿がふたりでいるのは珍めずらしいな。その、イオナ殿と」

　スレイヤが俺の隣となりにいる仮面の魔ま法ほう使つかいを指した。

　確かに、シルファたちが目の届くところにいるとはいえ、好き好んでこの人形と並んで歩く趣しゆ味みはない。

　単に、ここでとある用事を済ませていただけだ。

「それより、あの鬣たてがみの元首と話はついたのか」

「ああ。レイズ殿がよければ、この城を自由に使ってくれて構わないそうだ」

　もともと俺たちがこの国を訪れたのは、《七人の勇者》の目論見を阻はばむためだ。

　ディーン・ストライアは、獣人を標的のひとつにしている。

　奴やつらに対たい抗こうするために手を貸す、ということであれば、獣人族側にも断る理由はないようだった。

「あの獅し子しみたいな顔のおじさん、意外と優しかったですよー。でも、よかったですね。これでここの獣人さんたちに、世界一可愛いボクの姿をもっと見せてあげられます。あっ、今度はべつのドレスも着てみたいです！」

「お前はなにをしにスレイヤに付いていった？」

「あっ、色々教えてもらいにです。ほら、ボクたち人間からしたら、異種族のことって知らないことが多いですから。それに……」

　するとフェイは、誇ほこらしげに胸を叩たたいた。

「言ってあげたんです。ボクたちが悪あしき勇者たちの手から、ちゃんと皆さんを守ります、って！」

「フェイ殿の性格はともかく、そう言ってもらえるのは心強い」

「えへへ～感謝してくださいね～♪」

　スレイヤとフェイは張り合ったりもしていたが、相性は悪くないようだ。

　もっとも、俺にとってはたいして興味あることではないが。

　すると、スレイヤはふいに表情を緩ゆるめた。

「本当に……感謝する。フェイ殿」

「なんですか、改まって……」

「私の本音だ。勇者や《獣狩り》……どれほど邪じや悪あくな敵が現れようとも、レイズ殿やフェイ殿、そしてシルファ殿やアージュ殿という仲間がいれば、私はこれからも決して膝ひざを折ることなく、立ち向かうことができる。皆と出会えて……よかった」

「スレイヤ……」

　スレイヤは深々と頭を下げた。フェイが気き恥はずかしそうに咳せき払ばらいする。

　たしかに、出会いというのは奇き妙みようなものかもしれない。

　俺とシルファがそうだったように。

　植木に囲まれた通路から、アージュとシルファが戻もどってくる。

「レイズ様、あちらにすごく綺き麗れいなお花がありましたよ」

「すごく変な鳥も見つけた。くちばしが七色になってる」

「ははっ、さすがシルファ殿たちは目ざといな」

　楽しそうに説明を始めるスレイヤと、興きよう味み津しん々しんに耳みみを傾かたむけるアージュとシルファ。

　いつの間にか増えた同行者たちを、俺はなにげなく眺ながめた。

「ねぇねぇ、レイズさま」

　ふと、フェイが隣で俺を見上げていた。

「レイズさまのことを好きな人たちが、いっぱいいるんですね」

「なにが言いたい？」

「恋こいのライバルが多くて大変だなぁ、ってことです。あっ、もちろんレイズさまのお嫁よめさんになるのはボクに決まってるんですけど」

　相変わらず、本気か冗じよう談だんかわからない口調だった。

　距離の近い俺たちに気づいたシルファが、なにやら文句の声を上げる。

「でもいいですね、こういうの。なんだか……仲間っていうか、家族っていうか」

「家族……か」

　俺はいつかシルファが言っていた、あの言葉を思い出す。

　家族は沢たく山さんいていい。

　その意味が、いつか俺にも理解できるのだろうか。

「ええ、とっても温かくて尊いです。だから──」

　そのとき、俺はフェイから目を離はなしたわけではなかった。

　だがその姿を見失う。

　刹せつ那なを超こえる速さ。

　辺りに、ひどく鈍い音が響ひびいた。

　花壇に大量の血が飛び散る。

「がっ……」

　苦く悶もんの悲鳴が、スレイヤの口から漏もれ出る。

　シルファが、アージュが、それを目もく撃げきした全員が固まっていた。

　たったひとり、会心の笑みを浮かべる者を除いて。




「だから、壊こわしがいがありますよね♪」




　フェイの腕うでが、スレイヤの心臓を貫つらぬいていた。








五話　黒き片かた翼よく









　てらりと赤く濡ぬれたフェイの腕が、スレイヤの胸から突つき出ている。

　鳩尾みぞおちの上、ほぼ心臓に近い位置。

　フェイは口元に深い笑みを刻むと、それを一気に引ひき抜ぬいた。

「ぐふっ……！」

　スレイヤの口から大量の血けつ塊かいがこぼれる。

　その身体からだが力なく折れ、ひざから崩くずれ落ちた。

　痙けい攣れんするスレイヤをフェイが見下ろす。

「ボクに殺されるなんて、世界で一番のご褒ほう美びですよ♪」

　美しい庭園に広がる凄せい惨さんな光景。

　アージュの悲鳴により、凍こおりついていた時間が動き出す。

　まず反応したのはイオナだった。

　アージュの緊きん迫ぱくした叫さけび声から、フェイを重大な脅きよう威いとして判定。俺の命じた行動原理に則し、即そく座ざにフェイを排はい除じよするため手をかざす。

　だがフェイの速度は、それを優に凌りよう駕がしていた。

　鋭するどい手刀がイオナの首を切断した。

　血の噴水を噴ふき出し、イオナが倒たおれる。

　みずからの血で、紅いローブをより深い色に染めた。

「ふんっ。《七人の勇者》の面つら汚よごしが、馴なれ馴れしいですね」

　フェイはかつての仲間に対して吐はき捨すてる。

　シルファもアージュも凄せい絶ぜつな惨さん状じようを前にして動けない。

　無論、俺までそれに倣ならう必要はない。

【シフト】で瞬しゆん時じにフェイに肉にく薄はく。同時に零ゼロ距きよ離りで【オルタ・キュア】を発動。

　だが、かざした右手は虚こ空くうを掴む。

　フェイの姿が、あさっての方向にあった。

「あれれぇ？　レイズさま、ボクの素早さについてこれないんですかぁ？」

　以前戦ったときよりも、遥はるかに速い。

　俺は眉まゆ一つ動かさず、フェイの姿を観察する。

　小さな肩かたが小刻みに震ふるえている。

　嗚お咽えつをこらえているわけではない。

「くふふっ……あはははははははははははははっっっ!!」

　フェイは血だまりに沈しずむスレイヤを、俺たちを嘲ちよう笑しようした。

「まさか本当に、ボクに気を許していたんですか!?　どいつもこいつも、救い難がたいほどの馬ば鹿かどもです！　やっぱり獣じゆう人じんは、獣けもの並みの知性ってことなんですね♪」

　醜みにくく濁にごり、淀よどんだ瞳ひとみ。

　およそ人間が持ち得るとは信じられないほどの邪悪さ。

　だが俺は、それを持つ者たちを知っている。

　俺が復ふく讐しゆうを果たすべき相手。

　世界を我が物にしようとしている、《七人の勇者》だ。

「そんな……フェイさん……」

　圧あつ倒とう的な悪意を前にしてへたり込むアージュをかばうように、俺はフェイの前に立ちはだかった。

「本性を現したか。フェイ・リーレイ」

「あれ？　もしかしてレイズさまは、気づいていたんですかぁ？」

「いつ俺が、お前を信用したと言った？」

「ふふっ……やっぱりレイズさまのそういうところ、ボクは嫌きらいじゃなかったですよ」

　フェイは俺を楽しげに見つめた。

　その視線には、他の者に向ける侮ぶ蔑べつとは異なる感情があるようにも見えた。

「いつか言ったことを憶おぼえていますか？　ボクはイオナとはちがうと」

「それがどうした」

「つまり、ボクは世界一可愛かわいくて賢かしこいということです。そこに転がる、拷ごう問もんと火力しか取とり柄えのないマヌケとはちがって、ちゃんと頭脳を駆く使ししてますからね」

　フェイは指先でこんこんとこめかみを叩たたいた。

「それが今までの、くだらない猿さる芝しば居いか」

「やだなぁもう。レイズさまだって、ボクみたいな絶世の美少女に迫せまられて、嬉うれしかったでしょー？　あんなご褒美、もう二度とないんですから」

　フェイが妖よう艶えんに自分の唇くちびるに触れる。

　それを俺は無言で見み据すえた。

「わわっ、お顔が怖こわいですよ、レイズさま。もしかしてですけど……その獣人を殺されて怒おこったんですかぁ？」

　フェイの拳こぶしで胸部を貫かれたスレイヤは、ぴくりとも動かない。

　残念だが、すでに絶命している。

　だが今ならまだ、俺の【レイザー】による蘇そ生せいが間に合う。

「どこを見ているんですか？」

　俺がスレイヤに腕を伸のばそうとした瞬しゆん間かん、スレイヤの遺体は消えていた。

　あさっての方向に立つフェイが、その首根っこを無造作に掴つかんでいる。

　まるで見えなかった。

　いったいいつ、どのようにして移動したのか。

「うふふっ……あははははは！　もしかして蘇生を狙ねらっているんですかぁ？　でもダメです。大事な生いけ贄にえなんですから」

「生贄……？」

　瞬間、俺はフェイの姿を見失った。

　するとフェイは、屋上庭園とは別の主しゆ塔とうの上に立っていた。

　そこでスレイヤの遺体を捨て、悠ゆう々ゆうと両手を広げる。

「どうしました？　もしかして、ボクの動きを追えませんか？　無理もありません。なんたってボクは──」




　直後、フェイの声が真後ろから聞こえた。

「世界一、素早いんですから」

「レイズっ!!」

　シルファの警告と同時に、右手で背後を打うち払はらう。

　だがフェイはその寸前に飛び上がり、悠々と距きよ離りを取った。

　俺の首元には、赤い線が走っている。うっすらと切れていた。

「今ので一回死んでいましたよ。ボクにとって、相手を殺すことはまったく労力を必要としないんです。この意味、わかりますか？」

　俺が反応できなかった理由は、おおよそ察しがついた。

　目に映らないだけではない。

　気配そのものが完全に消しよう滅めつしている。

　この殺意なき凶きよう撃げき。間ま違ちがいない。

「お前が、《獣けもの狩がり》の正体か」

「正解ですっ♪　あはっ、街で神官さんが仕留めたのは、ただの雑魚ざこです。ボクの正体を隠かくすために使ったカモフラージュですよ。惜おしかったですね、もうすこし気づくのが早かったら、スレイヤのことも助けられたのに」

　あの砦とりでにいた獣人たちを虐ぎやく殺さつしたのも。

　数日前、獣人族の主力部隊を全ぜん滅めつさせたのも。

　そしてあの商業都市の住民を、暗殺者を使って殺したのも。

「あっ、ちなみにディーンの言葉には、ボクは個人的に大賛成なんです」

　フェイは誇ほこらしげに自らの筆頭を称たたえた。

「どうして汚けがらわしいケダモノどもが、この人間さまの世界でのうのうと生きていられるんですかね？　キミのことですよ、くたばり損ないの魔ま族ぞくのシルファちゃん♪」

「わたしは……」

　シルファは衝しよう撃げきを受けながらも、毅き然ぜんとしてフェイを見返した。

「わたしには、魔族のみんなを守る責任がある」

「じゃあやっぱり、殺し合うしかないですね。どちらかが滅ほろびるまで」

　フェイが楽しげに口元を緩ゆるめる。

「なぜ、こちらに従う振ふりをした？　お前たちの目的は、ただの虐殺だろう」

「あははっ。もっちろんそうです。ボクに与あたえられた役割でいえば、とにかく沢たく山さん殺すことですから。でも……っと、これ以上は、この場を生き延びられたら教えてあげます」

　その場にけたたましい足音が響ひびいた。

　駆かけつけたのは獣人の兵士たちだった。

　スレイヤの遺体と、その返り血を浴びたフェイを目もく撃げきし、事態を把は握あくする。

　瞬またたく間まにフェイを取り囲んだ。

「ふぅ……懲こりないですねぇ。やっぱり獣並みの知性、ということですね」

　俺が獣人の兵士たちに警告を発しようとした瞬間。

　その身体は血ち飛沫しぶきの中でばらばらになる。

　フェイの拳は砲ほう弾だんにも等しい。その直ちよく撃げきを受けた獣人たちは、原形をとどめない肉につ塊かいへと変わり果てた。

「ああ……」

　アージュは蒼そう白はくになり、惨さん劇げきを為なす術すべもなく見せつけられていた。

「どうです？　ボクの素早さには誰だれもついてこられないことが、また証明されましたね」

「いや、ちがうな」

　俺は鼻を鳴らして否定した。

「お前のそれは、ただの速さではない」

「へぇ……さすがレイズさまですね」

　フェイは俺の言葉に興味をそそられた様子だった。

「武ぶ闘とう家の強みはなにか、あのときボクがなんと言ったか、覚えていますか？」

「素早さ、か」

「ええ、そのとーりです。では素早さの極きよく致ちがもたらすものは、なにか……」

　フェイの姿と気配が三度、消滅する。

　そして気づいたときには、俺の目の前に現れていた。

　速さではない。これは──

「ボクは、時間を使わずに動くことができるんです」

　俺の身体からだに無数の拳打が叩き込こまれる。

　あらかじめ展開していた【オルタ・フォース】により威い力りよくが相そう殺さいされるも、回かい避ひすることはできなかった。

　わずかに俺の身体がよろめく。

　その小さな成果を、フェイは誇らしげに見つめた。

　そう、今のはほんの序の口。

　本気になれば、俺を殺せる──その自信の表れだった。

「瞬く間、刹せつ那なの時間ともちがいます。それすらボクにとっては遅おそすぎる。ボクだけが、無の時間で動くことができるんです」

　すなわちそれは、フェイが動いている間、他の人間は停てい滞たいしていることと同義。

　ひとりだけ別の時間を生きているに等しい。

「わかりますか？　ボクにとって、時間とはそういうものなんです。停止した凡ぼん人じんどもとちがって、ボクだけが特別なんです」

「特別……か」

　姿も気配も存在しない虐殺者の正体。




「これがボクの固有魔ま法ほう──【ゼロ・アクセル】です」




　固有魔法。

　通常の冒ぼう険けん者の用いる汎はん用よう魔ま法ほうとは、一線を画す力。

　この俺の反転魔法と同じ、唯ゆい一いつ無二の術だ。

「イオナの【メテオ】しかり、《七人の勇者》はみな、それぞれの固有魔法を持っているんです。ああ、知らなかったとしても仕方ありません。なにせ、ボクたちがどういう方法で魔族や魔ま物ものを皆みな殺ごろしにしていたか、戦場にいなかった神官さんが知らないのは当然のことですから」

　フェイは血まみれの自分の手を、愛しげに見つめた。

「ふふっ、でも大だい丈じよう夫ぶですっ。ボクはそんな愚おろかなレイズさまのことも、特別に嫌いにならないであげますから。落ち込まないでくださいね？」

　フェイは俺を嘲ちよう弄ろうしている。

　だが反論の必要は感じない。

　愚かであり、そして無力であったかつての俺は、それが世界を救うための清き力だと信じていた。

　だがそんなはずはなかった。

　殺すための力に、貴き賤せんなどあるはずがない。

　今ならそれがわかる。この両手が血に染まった今ならば。

「それじゃあ、そろそろレイズさまともお別れです……」

　フェイは血ち塗ぬられた両手を下げ、悠々と歩み寄る。

　停滞した世界で一方的に敵を虐殺できる武闘家に、恐おそれるものはない。

　フェイが【ゼロ・アクセル】を発動。

　すべての生命が停滞するなかを、独どく占せん的に移動し、致命の一いち撃げきを加えるために。

　だが次の瞬間起こったことは、それとはちがう事象だった。

　地面から、巨きよ大だいな火柱が迸ほとばしった。

「なにっ……!?」

　空気すらも焼き尽つくす炎ほのおにフェイの身体が吞のみ込まれる。

　かろうじて逃のがれるも、フェイの身体からは白はく煙えんが上がっていた。

「こ、これは……いったいどこから攻こう撃げきを……」

「イオナの魔法術式だ。この庭園の至るところに設置してある」

「なっ……!?」

　俺は誇るまでもなく、淡たん々たんと教えてやった。

　俺の傍らに、【キュア】で再生させたイオナが立つ。その手に反応するように、庭園自体がぼんやりと淡あわく発光していた。

「たとえ人間が反応できなくとも、魔法はちがう」

「え……？」

「お前がひとり人間の時間を超ちよう越えつしたところで、特定の魔法にそれは関係ない。詠えい唱しようする人間も必要としない、設置型の術式魔法ならばな」

「……!!」

　フェイが身の危険を察知し、再び無の時間で逃れようとする。

　だがすでに、こちらの攻撃は終わっている。

　足元に隠いん蔽ぺい状態で埋うめ込んでいたイオナの魔法術式が次々と起動。

　一撃で城を破は壊かいするほどの爆炎が連続して炸さく裂れつ。フェイの身体を四方から翻ほん弄ろうする。

「ぐっ……」

　全身に衝しよう撃げき波はと炎を浴び無残な姿になりながらも、かろうじてフェイは致ち命めい傷しようを回避していた。さすがは伝説の武闘家、といったところか。

「ど、どうして、こんなことが……」

「言ったはずだ。お前の本性など、最初から見み抜ぬいていたと」

　俺はひざをついたフェイを無感動に見下ろした。

　奴やつの真ま似ねをして、嘲ちよう笑しようを浮うかべる。

「お前はイオナのことをずいぶんと侮あなどっていたようだが……お前よりも遥はるかに手強く、頭も回る相手だったぞ」

「……!!」

　フェイが【ゼロ・アクセル】で退たい避ひする。

「ボクを……ボクを侮ぶ辱じよくしましたね……」

　息を荒あららげ、怨えん嗟さのこもった形相で俺をにらみつける。

　俺にとっては、あの猿さる芝しば居いよりも遥かに心地のいい態度だ。

「いいです。なら、見せてあげます！」

　フェイの全身の魔ま力りよくが高まる。

　大がかりな魔法発動の予兆。

　だが武闘家であるフェイは、これまで直接的な打だ撃げき攻こう撃げきを主体としていた。攻こう撃げき魔ま法ほうの類たぐいではないはずだ。

　いったい、なにをするつもりなのか。

　フェイは口くちの端はの血を拭ぬぐい、再び会心の笑みを浮かべた。




「さあ、ボクの世界に飲まれてください──【ワールド・エミュレイター】！」




　　　　△▼




　世界が青と赤に染まっていた。




　周囲から、獣じゆう人じんの城も、遠景に広がる城下街も、シルファやアージュたちの姿も、なにもかもが消え去っていた。

　その代わりにあるのは、大きさも形状も様々な、無数の鏡の破片。

　そしてその先せん端たんに突つき刺ささりぶら下がっているのは、獣人の死体だった。よく見れば不安定な足元を構成するのも、すべてが屍しかばねだった。

　きらびやかな鏡面と、その下に広がる血と肉塊。




「──どうです、誰よりも可愛かわいくて尊いボクの世界は？」




　フェイはその悪あく趣しゆ味みな世界の中心に立っていた。

　奴が動く度に、無数の鏡がその動作を無限に複製する。

　イオナのときは拷ごう問もん器具だったが、今度は鏡か。

　他者を一切見ず、己を見つめるためだけの道具。実に醜しゆう悪あくな内面を持つこの女らしい。

「低てい俗ぞくな景色だ」

「ええぇ～酷ひどいですねぇ。っていうか、もっと驚おどろいてほしかったんですけど」

「お前が、仲間の魔ま法ほう使つかいの真ま似ね事ごとをしたことをか？」

「まあ、そうですね」

　フェイは手鏡を取り出し、それで己の顔を見つめた。

　うっとりと自身の美び貌ぼうに酔よいしれる。

「実は、イオナが神官さんに奪うばわれたことは、ボクたち《七人の勇者》にとって、たいした痛手ではないんです」

「どういう意味だ」

「この【ワールド・エミュレイター】は、イオナの創造した魔法。正確に言えば、ディーンがイオナに命じて開発させた儀式用の魔法なんです。それを術式化して、他の勇者たちに転写コピーするために」

「儀式……？」

「ええ。つまり、これが本来の使い方なんです」

　フェイはぺらぺらと自分たちの手の内を明かす。

　あえて俺を騙だます理由もない。となれば、おそらく真実なのだろう。

　よほど自分たちの優位に自信があるらしい。

　あるいは、俺を殺す自信があるかだ。

「だから、イオナの役目はもう終わってたんです。あ、安心してください。ボクはイオナみたいに悪趣味なことはしませんから」

　確かにあのときとは違ちがい、俺の身体の自由は奪われてはいない。

　シルファやアージュも、この空間には取り込まれていなかった。

　では、なんのためにこの空間を生成したのか。

「ねぇ、神官さん。神官さんなら、神さまに詳くわしいですよね？」

「さあな」

「ふふっ……でも、どんなに詳しくても、たぶん答えられないんじゃないですか？　どうしたら、本物の神さまと接せつ触しよくできるかどうかなんて」

　無限の鏡に映りこむ、無限のフェイの姿。

　その悪夢のような影かげが、俺に囁ささやきかける。

「神さまに会うには、生いけ贄にえが必要なんです」

　俺の足元を埋め尽くす獣人たちの屍が、ゆっくりと浮ふ上じようしはじめた。

　それらは螺ら旋せんのように渦うずを描えがきながら、宙に昇のぼっていく。

　その中心にぽつりと存在する、見慣れた人ひと影かげがあった。

「スレイヤ……」

　生贄。

　その言葉が、これまでのフェイの行動を、そして《獣けもの狩がり》の存在意義を端たん的てきに示していた。

「だから殺したのか。獣人たちを、スレイヤを」

「べつにボクの趣しゆ味みとかじゃありませんよー？　《七人の勇者》が、世界をより良いものにするために、神さまにお手伝いしてもらおうというわけです」

　まるで世間話をするような気楽さで、フェイは神の存在を語る。

「でも神さまと会うには、たくさんの生贄が必要みたいなんです。だから殺さないといけないですよね？　ただボクたちが調べたところ……どうやら生贄には量だけじゃなく、質も重要だってことがわかってきたんです。貴重な血を持つほど、生贄にはふさわしい。そう……たとえば王様であるとか、お姫ひめ様とか」

　姫──

　スレイヤのことを指していることは疑いようもなかった。

　フェイは恍こう惚こつと屍で構成される螺旋を見上げる。

「それが、敗北した振ふりをして俺に近づいた目的か」

「ええ、その通りです。もぉ、神官さんの拳こぶし程度を痛がる演技をするのだって、けっこう苦労したんですから♪」

　フェイはけらけらと嗤わらった。

「ボクたちに反逆する神官さんなら、異種族の信用を得るのも容易たやすい。だから神官さんの味方になれば、こうして獣人族の秘密にもあっさり辿たどり着つける……というわけです。

　あはっ♪　やっぱりボクってば、世界一可愛くて賢かしこいですよね～」

　フェイの目的は、大量の生贄を集めること。

　そして同時に、希少な血を持つ存在を見つけることだ。

　だが人間とは違い、獣人族の王族の正体は秘ひ匿とくされていた。

　それは昨夜、城の大広間でスレイヤが語っていたように、彼女たち自身の命を守るための安全策だ。

　だからこそフェイは俺に取り入り、手っ取り早く獣人たちの懐ふところに潜もぐりこんだ。

　すべては今、このときのために。

　残る問題は、フェイの言う儀式とやらの真相だ。

「神官さん。あれが見えますか？」

　俺はフェイの視線につられ、血と鏡の世界の空を見上げた。

　そこに扉とびらがあった。

　いや、それは扉というよりは門だった。

　どんな城や神しん殿でんにも存在しないであろう巨きよ大だいな門が、遥か頭上に浮かんでいる。




「あれが……神さまに接続するための門です」




　無数の獣人たちの、スレイヤの遺体がゆっくりと上じよう昇しようし、天の門へと向かう。

　すると堅かたく閉ざされていた門が左右に開き、その内部を開放しようとしていた。

「この空間は儀式のための場所。神さまと繋つながる門を作り、そしてその対価となる、大いなる生贄を捧ささげるための」

　恍惚とした笑みを浮かべ、フェイが門を見上げる。

「さあ……見ていてください。世界一可愛いボクが、世界一、美しくなる瞬しゆん間かんを」

　俺の動きを遮さえぎるように、地面から血ち塗ぬられた鏡の柱が生える。

　阻そ止しは間に合わない。

　獣人たちとスレイヤの身体からだが、扉の奥へと吸い込まれる。




「神と一体化したボクは、世界一美しいに決まってますよね？」




　　　　△▼




　時間にすれば、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　世界は完全に元通りになっていた。獣人の城にある屋上庭園。シルファもアージュも、戦せん闘とうの痕こん跡せきもなにも変化はない。

　だが明確に違うものが、たったひとつ。

　フェイの姿が、大きく変容していた。

　手足は炭のように黒く染まっている。

　背中からは、まるで海の軟なん体たい生物のような太い触しよく手しゆが何本も生え、足の代わりに小こ柄がらなフェイの自重を支えていた。

　だがなによりも目を引くものがある。

　フェイの武ぶ闘とう着の胸元が大きく裂さけ、そこになにかの結けつ晶しよう体が埋うめ込まれている。

　光を吸い込むような黒い輝かがやき。

　それは、俺の魔ま王おうの心臓とよく似ていた。

「さあ、これでようやく対等ですよ。神官さん♪」

　フェイは、正確にはフェイだったものが、俺に微笑ほほえみかける。

「対等……だと？」

　俺はフェイが宿した力の正体を知っていた。

　あの血塗られた鏡の世界で開いた門──そこに捧げたスレイヤたち獣人族の血と肉を代だい償しようにして得た、この世ならざるものの力だ。
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「それが、お前のいう神か？」

「ええ、そうです」

　フェイが背中から生える触手を巧たくみに操り、一歩踏ふみ出す。

　すると、踏みしめた石いし畳だたみの隙すき間まから若々しい草が溢あふれた。

　急激に成長した雑草は、やがて幹と枝を生やし、さらには色しき彩さい豊かな花を咲さかせる。

「わわっ、見てください。ボクが歩くだけで、新たな生命が生まれていますよ。これを神と言わずして、なんと言うんですか？」

「おこがましいな。お前が崇あがめているのは、神ではない。それは、邪じや神しんだ」

「あははっ！　さすが神官さんですね！　そう、邪神なんですよ……!!」

　神官が学ぶ教典のなかには、いわゆる邪じや法ほうや妖よう術じゆつと呼ばれる儀式にまつわる記述も多く存在する。

　そこに書かれているのは、魔ま族ぞくの蘇そ生せいと同様、禁きん忌きとされる類たぐいのものだ。

　決して再現してはならない掟おきて。古の儀式。

　無論、過去数百年の間に、それを実行に移した者はいない。

　なぜならその生贄とは、ひとつの種族が滅ほろぶほどの数を示している。どれほど力を持った王族や独裁者であっても、容易にできることではない。

　だがそれを、現実に行おうとしている者たちがいる。

　ディーン・ストライアを筆頭とする、《七人の勇者》だ。

「役立たずの神なんかじゃない……。ボクたちが選んだのは、世界を変えうる力を持った、偉い大だいなる邪神の力なんですから！」

　人間の姿を捨て、フェイはその邪神と一体化した。

「ここからが、本当の勝負ですよ。神官さん」

　風が唸うなる。

　その異形からは考えられない速度で触手が跳はね上がり、一帯を薙なぎ払はらった。

　たった一いち撃げきで美しい庭園の木々がすべて吹ふき飛とび、屋上の半分が吹き飛んだ。

　さらにその衝しよう撃げきだけで、城の一角が完全に崩ほう壊かいした。

　巻き起こった暴風により、大量の葉や木々の破片が舞まい上がり、獣じゆう人じんの兵士たちの死体を跡あと形かたもなく押おし潰つぶした。

　後に残ったのは、災害にも等しい滅びの景色だった。

　俺はうずくまって身を寄せるシルファとアージュの盾たてになっていた。

　右手を掲かかげ、【オルタ・フォース】を発動する。

「残った敷ふ設せつ術式をすべて起動しろ」

「承知しました、主様マスター」

　俺は隣となりに立つイオナに命じた。

　直後、フェイを取り囲むようにすべての術式が炸さく裂れつした。

　邪神化したフェイの攻こう撃げきに勝るとも劣おとらないほどの大破は壊かいが巻き起こる。

　もうもうと土つち煙けむりが立ち込める。

　だが、手応えはなかった。

「言ったじゃないですか。ボクは、イオナとはちがうって」

　五体満足、それどころか傷ひとつ負っていないフェイが姿を現す。何本もの触手に支えられ自立するその姿は、人間よりも魔ま物ものに近い。

　だがあれは、そのいずれも超ちよう越えつした存在だ。

「さあ、さっきのはほんの挨あい拶さつです。まだまだ、これからですよ」

　邪神化したフェイが、遠えん距きよ離りで拳を突つき出だした。

　当然、届きようもない距きよ離り。

　だがその動きを、背中から伸のびる触手が追つい跡せきし、まったく同じ動作を再現した。

　矢のごとく伸びた触手が俺の頬ほおをかすめる。

　回かい避ひできないほどの攻撃ではない。

　だが奇き妙みようだったのは、その触手が貫つらぬいた軌き跡せき。

　そこが漆しつ黒こくに塗ぬり潰されていたからだ。

　まるで空に黒い絵具で線を引いたようだった。

「あ、迂う闊かつに触さわらないほうがいいですよ。そこはもう、なにも存在しない空間ですから」

　ひらりと舞い落ちる枯かれ葉はが、その黒い空間に触ふれた。

　途と端たん、枯れ葉は溶とけるようにして消しよう滅めつする。

　跡形もなく。

　砕くだけ散ちったのとも、燃もえ尽つきたのともちがう。

「ボクは、そこを世界から消したんです」

　存在の消失。

　まるで、世界を切り取るような力だ。

「この邪神化の素敵なところは、ボクの力をより引き出してくれることです。つまり、ボクの【絶対会心】による致命の拳は強化され、死を与あたえる力から、死を与え続ける力に昇しよう華かしているんです」

　フェイは己の意のままに動き、永遠の死を与える触手群をうっとりと見つめた。

「ボクが拳を振るうごとに、この世界はボクの望む形に変わっていく……ボクにとってふさわしい環かん境きように」

　フェイの言葉は、決して妄もう言げんとも思えなかった。

「神さまなんですから、世界を作り変えるくらいできて当然だと思いませんか？」

　世界の改変。

　それはまさに、あのときイオナが口にした誇こ大だい妄もう想そう的な言葉と合がつ致ちする。

　己の望むままに世界そのものを書かき換かえるほどの力。

「でもまだ、これからです」

　フェイの背中の触手が伸び、翼つばさのように大きく広がった。




「神官さんも、ボクの世界には不要ですからね」




　今度は五本同時に来た。

　上下左右正面から伸びる触手を、すべて紙一重でかわす。

　回避と同時に、一本の触手を掴つかみ取る。

「死ね──【オルタ・レイザー】」





【オルタ・レイザー】：全防ぼう御ぎよ魔ま法ほう貫かん通つう。目標に命中。対象即そく死し






　効果発動。

　だが力を失い地面に落ちたのは、その触手一本だけだった。

　それと繋がっているはずのフェイは平然としている。

「ああ、それが噂うわさの即死の力ですかぁ？　やだなぁもう、笑わせないでください」

「なにがおかしい？」

「おかしいに決まってます。だって、たかが命を奪える程度の力で、ボクに逆らえるわけないじゃないですかぁ」

　フェイは死に絶えた触手の一本をみずから切除した。

　すると、それとまったく同じ触手がすぐさま生え変わる。

　その姿は、もはや人間とはほど遠い。

「命ぐらい、ボクには掃はいて捨てるほどあるんですから」

　フェイの触手から、無数の顔が浮うき出た。

　それを目もく撃げきしたシルファたちが息を吞のむ。

　触しよく手しゆの表面に浮き出たのは、すべてが獣人の顔。

　おぞましさに吐はき気けがするほどだ。

「ボクの中には、無数の命があります。これまで殺してきた分だけの命が」

「それも邪神の恩おん恵けいか？」

「ええ、そうです。でも、合理的だと思いませんか？　下位の生命が、上位の生命の一部となって生き続ける。きっと、これまでボクが殺した魔族や獣人たちも、喜んでいるにちがいないです♪」

　フェイには、獣人たちを愚ぐ弄ろうしているつもりはないのだろう。

　一片の疑いもなく、その考えを信じている。

　自分が、自分こそが、この世界で最上位の生命体であると。

　まさしく、邪神の具現化。

　だが、それでこそ《七人の勇者》のひとり。

　俺が神の代理として復ふく讐しゆうを果たすべき仇きゆう敵てきにふさわしい。

「それじゃあ、そろそろ終わりにしましょうか。神官さん」

　フェイが拳こぶしを引いた。

　同時に無数の触手たちが広がり、俺の視界を覆おおった。

　今度はどれほどの数で来るのか。

　そのすべてを回避するのは到とう底てい不可能だろう。

　だが俺は悠ゆう然ぜんとそれを見上げ、フェイに向かって不敵な笑みを浮かべた。

「……よほど神に、すがりたいらしいな」

「はい？」

「己が無力だからこそ、神の力を誇こ示じしたがる。己の内面の醜みにくさを知っているからこそ、外見だけの美にこだわるのと同じようにな」

「ッ……！」

　フェイが目元をひくつかせる。

　触手が猛もう烈れつな怒ど気きと殺意を帯びて、全方位に伸びる。

「レイズ、逃にげてっ……！」

「レイズ様……!!」

　悲鳴に近いシルファたちの叫さけび声。

　だが俺は絶対なる死をもたらす光景を前にしながら、ひどく落ち着いていた。

　ふいに懐ふところに手を触れる。

　そこにはあのときシルファに手て渡わたされた、魔ま王おうの角の断片が仕し舞まわれていた。

　角がわずかな熱を帯びたように感じた。




「とっとと死んでください、レイズさま」




　無数の触手が【ゼロ・アクセル】を発動。時間を消費せずに宙を走る。

　防ぐことができたのは、ほんのわずかだった。

　死を与え続ける触手が俺の太ふと腿ももと肺、肩かた、そして右目を貫いていた。

　フェイがスレイヤを殺したときと同じ、会心の笑みを浮かべる。

「ボクの、勝ちです」

　次の瞬しゆん間かん。

　あのときの虚きよ無むが、俺を覆い尽くした。




　　　　△▼




　俺の周囲から、世界が消失していた。

　消えたのは、空や大地だけではない。

　俺自身の肉体も消失し、ただ俺という自我の意識だけが存在している。

　久しく忘れていた感覚。

　これはあのとき、魔王の蘇そ生せいを試みた瞬間に、俺が飲み込まれた虚無だ。




　──仮かり初そめ　の　器うつわ　よ




　いつぞや聞こえた声がした。

　これは、シルファの父親。魔王の声だ。

　魔王は消滅していない。

　俺のなかで……いや、この世界のどこかで、今も存在し続けている。

　意識のみとなった俺は、この状じよう況きようを驚おどろきはしなかった。

　なぜ今さら、再びこの虚無に取り込まれたのか、その答えを知っている。

　呼ばれたのではない。俺自身が、魔王を呼び寄せたからだ。




「お前の力は、この程度のものか？」




　俺は煩わずらわしさに、うんざりしていた。

　まるで手足を縛しばられたまま立っているような不自由さ。

　だがそれ以上に俺を苛さいなんでいた感情は、ある種の退たい屈くつさだった。

　そう──これではあまりにつまらない。




「もういいだろう。そろそろ、本当のお前の一部を寄よ越こせ」




　俺の言葉に、魔王の反応はない。

　だがわかる。

　こいつは今、ほくそ笑んでいることだろう。

　ようやく俺がそこに辿たどり着ついたことを、歓かん迎げいしている。

　俺のこの身に発現した、数々の強力無比な《スキル》と、そして反転魔ま法ほう。

　だが、そんなものは些さ末まつな副産物でしかない。

　地上のすべてを支配するには不釣つり合あいだ。




　──汝なんじの　願い　聞き届け　応じよう




　ようやく魔王が、俺の声に応えた。

　それでいい。もっと……もっとだ。その力を俺に寄越せ。




　──権能　第一の　拘こう束そく機構　を　開放




　俺は意識だけになりながらも、はっきりと口元を歪ゆがめ、嗤わらった。

　そうだ。

　俺が求めるのは、この世界そのものでも、永遠の命でもない。




　──器に　血　が　満ちる　とき




　──器は　肉　を　取とり戻もどす




　──さすれば　蘇よみがえりし王　全てを　覆くつがえす




　今さらお前に言われるまでもない。

　たとえ相手が《七人の勇者》であろうと、神であろうと、邪じや神しんであろうと。




　俺のこの手はすべてを壊こわし、穢けがし、殺し尽つくす。




　　　　△▼




「え……？」

　邪神化によって異い貌ぼうの姿を手にしたフェイが、今度は奇き妙みような表情を浮かべていた。

　その原因は、俺にある。

「レイズ……それ……」

　シルファやアージュも、愕がく然ぜんと俺を見つめていた。

　その理由は、俺の外見だった。

　みずからを見ずとも、俺は自分の肉体に起きた変へん貌ぼうを理解していた。

　俺のこめかみの片方から、あの魔王の角が突つき出ていた。

　そして、その反対側──

　俺の背中から、巨きよ大だいな黒き翼つばさが生えている。

　黒き片かた翼よく。

　あまりの巨大さゆえに、身体からだの重心が翼側に寄っているのがわかった。

　だが苦痛も不自由も感じない。

　それどころか、これまで得たことのない身軽さと力強さが、全身に満ちていた。

「ククッ……」

　フェイが呆ぼう然ぜんと俺を見つめる。

「な、なんですか、それは……」

「ああ……実に心地いい感覚だ……。本来の自分に近づくというのは」

　俺は自分の手足を動かすように、片翼をはためかせた。

　羽ばたきによって生じた変へん哲てつもない風。

　それが邪神化したフェイの触手を、一いつ瞬しゆんにして斬きり飛ばした。

「があぁっ……!?」

　初めてフェイが、苦く悶もんの呻うめきを漏もらした。

　どうやら無数の命を携たずさえていても、痛みを感じる神経は残っているらしい。

「な、なんでボクの腕うでが……くっ！」

　すかさずフェイが反はん撃げきに出る。再び触手を再生し、遠えん距きよ離りから一いつ斉せいに放つ。

　永遠の死を与あたえる拳。

　だが俺からすれば、まるで児じ戯ぎに等しい。

　そのすべてが、ことごとく翼に弾はじき返された。

　俺の意識とは無関係に黒き片翼が折おり畳たたまれ、俺の身体を防護していた。

　まるで完全なる盾たてのように。

「そ、そんな……だって、ボクの力は、世界を──」

「借り物の力で、いったいなにを勝かち誇ほこっている？」

「え……？」

「神に接続する？　神と一体化する？　はっ……笑わせる」

　俺は優ゆう雅がに片翼を開き、右みぎ腕うでを掲かかげた。

「たかが神ごときの力で、なぜ、この俺に抗あらがえると思う？」

「……!!」

　奴やつの言葉をなぞらえた挑ちよう発はつ。

　フェイの激情がありありと伝わった。

　邪神と一体化してもなお、その稚ち拙せつな感情は制せい御ぎよしきれないらしい。

「はっ……そ、そんな姿になって……それじゃあもう人間じゃなくて、化け物じゃないですか……！」

　あまりにも滑こつ稽けいな虚きよ勢せいだった。

「そうだ。俺は人間ではなく、魔ま王おうだ」

「はは……。ディーンの言っていたことは本当だったんですね……。ええ、それなら望むところです。それこそ、ボクたち《七人の勇者》の使命にふさわしいです」

　フェイの可か憐れんな顔に、醜みにくい嘲あざけりが浮うかぶ。

　無む辜この人々の前では決して見せない、奴らの本当の顔。

「二度目の魔王討とう伐ばつ、ボクが果たしてあげます」

　フェイはみずからを鼓こ舞ぶするように言った。

　度し難がたいほどに愚おろかしい。

「ひとつ、勘かん違ちがいをしているようだな」

「え……？」

「お前たちが倒たおした魔王は、かつての力の大半を失った死に体だ」

「な……なにを言って──」

「魔王とて、肉体そのものは不ふ滅めつではない。かつてこの地上すべてを支配していた力を取り戻すには、新たな器へと入いれ替かえる必要があった」

　フェイは黒き翼を操る俺を、まじまじと見つめていた。

　無知とはここまで残ざん酷こくなものだろうか。

　いったい誰だれを目の前にしているのか、まるで理解していない。

「ひれ伏ふせ。お前の目の前にいるのは──ただの神官ではないぞ」

　フェイの顔が蒼そう白はくになる。

「さあ、その邪神の力とやらで、俺を殺してみるがいい」

「い、言われなくても、今すぐに……」

　フェイは触しよく手しゆを天に伸のばした。

　だが俺は一歩も動かず、黒き翼を開き、ただ右手をかざした。

　魔王の心臓が、一際大きく脈打つ。

　無む尽じん蔵ぞうに生成される魔ま力りよくが、治ち癒ゆと破は壊かいをもたらす右手から溢あふれる。

「なっ、なにを……」

「格の違ちがいを見せてやろう」

　この手は、あのとき、リザを救えなかった右手。

　忌いまわしき記き憶おくが刻まれた罪の手だ。

　だが、今はちがう。

「刮かつ目もくせよ。その身をもって、とくと味わうがいい」

　フェイが無数の触手の足を使い、一気に距きよ離りを詰つめる。

　神ともあろうものが、たかが神官ひとりを恐おそれている。

　その理由は至極単純だ。

「──魔王の手により命じる。過去に失われし時よ、彼方かなたに忘ぼう却きやくされし刻よ……」

　詠えい唱しよう開始。

　焦しよう燥そうに駆かられたフェイが、すべての触手を攻こう撃げきに回す。

　暗く明めい滅めつする魔力の煌きらめき。これは、かつて世界を統すべし者の力。

　邪神化したフェイが咆ほう哮こうする。

「か、神に逆らう愚かさを、思い知れぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえ!!!!!!」

　この手はすべてを壊し、穢し、殺し尽くす。

　神が俺の邪じや魔まをするというのなら。

　俺はこの手で──神を殺す。




「悠ゆう久きゆうの時間よ、再生しろ──【オルタ・クロノス】」




　触手が触ふれる直前、詠唱は完かん了りようしていた。

　大地が震しん撼かんする。

　暗黒よりもなお昏くらい光が、破壊され尽くした庭園と城のすべてを飲み込んでいた。

　地上をいくつもの光の線が駆けめぐる。

　大気を鳴動させていた地じ響ひびきが、徐じよ々じよに、だが確実に収まっていく。

　そこから起きた光景は、実に喜劇的なものだった。

　粉々になった石や土が集まり、崩ほう壊かいした城が修復されていく。

　焼き尽くされた庭園の木々が、再び鮮あざやかな葉と花を生やしていく。

　駆けつけて殺され、その遺体さえも潰つぶされた獣じゆう人じんの兵士たちが、傷ひとつない姿でその場に横たわった。

　それは、蘇そ生せい魔ま法ほう【レイザー】の多重同時発動にも等しい。

　現れた獣人たちのなかに、スレイヤの姿もあった。

　フェイに貫つらぬかれたはずの胸に傷きず痕あとはなく、血の一いつ滴てきすらも付着していない。

　破壊とは対を成す、再生の様相。

「なに、これ──」

　フェイは愕然と、この世のものとも思えない光景を見上げていた。

　だがフェイ自身もその変化の渦うずから逃のがれることはできなかった。

　邪じや神しん化によって変貌した身体から、次々と触手が剥はがれていく。

　さらに変色した手足も、心臓の結けつ晶しようも、何もかもが元通りになっていく。

　まるで邪神化したその流れを、逆に見ているかのように。

　あふれていた光が潰ついえると同時に、俺は掲げていた右手を下ろした。

「ボクにいったい……いったい、なにをしたんですか……？」

「俺が時を戻もどした」

「え……？」

　俺が反転したのは、時間だった。




　　　　△▼




「時間を……戻した？」

　フェイの邪神化は、完全に解除されていた。

　元の変哲もない武ぶ闘とう着姿に戻ったフェイが、愕然と俺を見上げる。

　なにを言われているのか理解できない様子だった。

「レイズ……」

「レイズ様……」

　シルファとアージュも、戦いの結末をその目でしかと見届けていた。

　気づくと、俺の身体から黒き片翼も、頭部の角も消しよう滅めつしていた。

　どうやらこの変化は、力の解放に伴ともなう一時的なものらしい。

「俺の【オルタ・クロノス】は、時を反転する魔ま法ほう。その効果範はん囲いに存在するすべてのものを、恣し意い的てきに巻き戻すことができる」

「そ、そんな……」

「つまりお前の虐ぎやく殺さつも、邪神化も、すべて起きえなかった未来の事象。俺が殺した、可能性のひとつになり果てた」

　フェイは言葉を失っていた。

　神の力を得ていながら、敗北した現実を受け入れられないらしい。

「なに……これ。なんで……なんでなんでなんでなんで、どうして……」

「時を止めるお前を、時を戻す俺が覆くつがえした。それだけのことだ」

　生身の人間に戻ったフェイは、あれほど見み惚とれていた己の姿を受け入れようとしない。

「う、嘘うそだ……こんなっ、こんなこと、あり得るはずが……」

　俺は悠ゆう然ぜんとフェイに歩み寄る。

「ひっ……!?」

　フェイは震ふるえ上がり、まるで俺を人外の魔ま物もののように見上げる。

　この期ごに及およんで逃にげようとするフェイの顔面を、片手で掴つかんだ。

「ぎっ……や、やめっ……！」

「なぜ俺が、お前を信用しなかったと思う？」

「え……？」

　愕がく然ぜんとするフェイの前で、俺は愉ゆ悦えつに口元を吊つり上げた。

「簡単なことだ。最初にスレイヤが俺に襲おそい掛かかってきたとき、なぜお前は止めなかった？」

「えっ……？」

　あのとき、スレイヤは鋭するどい一いち撃げきを俺に見み舞まった。

　シルファやアージュには到とう底てい反応できない速さ。

　だが、フェイはちがう。

「お前ほどの身体能力を持つ武闘家が、反応できないはずがない。しかも、俺を守ると得意げに宣言したお前が、だ。だがお前は介かい入にゆうすることもなく、ただ傍ぼう観かんしていた。それはなぜか？　俺の命よりも、自分の標的である獣人に関心を抱いだいていたからだ」

　フェイが瞠どう目もくし、絶句する。

「俺はお前が本性を露ろ呈ていするまで、茶番に付き合っていただけのことだ」

「そ、そんな……いぎっ!?」

　指に力を込めると、フェイの頭ず蓋がいが軋きしんだ。

【フォース】による最大強化と人間特とつ攻こう状態が付ふ与よされた強きよう靭じんな肉体で、この小さな頭を握にぎりつぶすことは容易たやすい。

　だがそんな生なま温ぬるい結末を、この屑くずに恵めぐんでやるはずがない。

　なぜなら──

「お前には、イオナと同じ地じ獄ごくを与あたえる」

「……!!」

　それこそが、俺の復ふく讐しゆう。

　この世で叶かないうる、最大無限の苦痛を与え続けること。

　俺は恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめるフェイに、しかと言い聞かせた。

「俺はお前のすべてを奪うばい、お前のすべてを殺す。希望も、自由も、快楽も──お前はもう、なにひとつ手にすることはない。永遠に」

「やだ……お願い、お願いです……。や、やめて……ください……」

　皮ひ膚ふに食い込む指先。

　そこから直接、俺の魔力を流し込む。

「やめてくださいやめてやめてやめてぇ！　やだやだ！　そっ、そんなことあるはずない！　だってボクは、世界一可愛かわいくて、世界一尊くて、世界一──」

　フェイが苦く悶もんの悲鳴を上げた。

　必死に俺から逃れようと暴れる。

　だが俺の指先は、すでにそのこめかみにめり込んでいた。

　直接触れなければ発動できない、俺の唯ゆい一いつの反転魔法。

　そして、その対象を癒いやしたことがある、という前提条件を必要とするもの。

　どちらもすでに満たされている。

　かつて俺が仕えた、この《七人の勇者》たちに対して。

　終結の時間だ。




「【オルタ・レクイエム】──貴様が二番目の人形だ」




　がくんっ、とフェイの身体からだが大きく揺ゆれた。

　激しく暴れていた手足が、力なく垂れ下がる。

　それを確認した俺は、ゆっくりと右手を離はなした。

　地面に力なくひざをついたまま、フェイは微び動どうだにしない。

　だがやがて俯うつむいていた顔を、ゆっくりと持ち上げる。

　すべての感情が消えた瞳ひとみが、俺を見上げていた。

　穢けがれなき、従順なる人形の目。




「ボクに、ご命令を」




　フェイの頬ほおを、一ひと滴しずくの涙なみだが伝い落ちる。

　それは人間だった頃ころの名残を示す、最後の痕こん跡せき。

　だが、もはやこいつらにはなんの必要もないものだ。

「フフ……クハハハハハハハッ!!　アハハハハハハハハハハハハッッッッッ!!!!!!」

　俺は打ち震える悦よろこびの感情のまま、高らかに嗤わらい続けた。

　この手がもたらすのは、完全なる破は壊かいと再生の融ゆう合ごう。

　すべての生も、死も、俺の手の中にある。

　この【反転】で、俺はすべてを覆す。

[image: ]

「残るは……あと五人」

　俺の復讐を果たす相手は残っている。

　すべてを遂とげるまで、俺の復讐の炎ほのおが潰えることはない。




　この手が持つ力も、俺の生きる意味も、すべてはそこにあるのだから。








エピローグ









　獣じゆう人じんの王城にある医務室。

　清潔なベッドの上で静かに横たわっていたスレイヤが、ぱちりと瞼まぶたを開いた。

「ひ、姫ひめ様……！」

　獣人のメイドが真っ先にスレイヤに抱きついた。

　周りを取り囲む医者たちに制止され、メイドが慌あわててスレイヤから離れる。

「みんな……レイズ殿どの？　いったい、私はなぜここに……」

　スレイヤはきょとんとした顔で、目を瞬またたかせる。

「よかった……スレイヤさん……」

「うん。レイズのおかげ。怪け我がもしてない」

　ふたりは感動しているような面持ちで俺を見上げた。

　だが、スレイヤがフェイに心臓を貫つらぬかれ、絶命したのは紛まぎれもない現実だ。

　俺が限定的に時の流れを逆転し、その未来を殺したに過ぎない。

「あのぅ……レイズ殿。いったい、なにがあったのだ？」

「わたしがあとで説明する。だから、今はゆっくり休んで」

「そ、そうなのか。かたじけない……。とはいえ、特に疲つかれてもいないのだが……」

　スレイヤはすっかり困こん惑わくしていた。

　記き憶おくがないのは当然だ。

　俺がそのように時間を反転させたのだから。

　だが正確に言えば、あえて記憶もまとめて逆行させたというのが正しい。

　必要ない。

　自分が殺される瞬しゆん間かんの記憶など、毒にしかならないに決まっているのだから。

「それにしてもこのような奇き跡せき……目まの当たりにしても、まだ信じられません」

　あの鬣たてがみの元首も唖あ然ぜんとし、傷ひとつないスレイヤを見つめていた。

「まさしく神の御み業わざ……ということなのでしょうか？」

「神の力などではない」

　俺は即そく座ざに否定した。

　そう。神ではない。

　もし形容するとすれば、ただひとつ──

「ところで、レイズ殿」

「なんだ」

　スレイヤの獣けもの耳みみが、ぱたぱたと左右に動いていた。

　これまで何度も見た動き。いい加減、俺にもなにを言いたいかはわかった。

「食事の準備はできている」

「ほ、本当か!?　では一いつ緒しよに、ご飯にしよう！」

　瞳を輝かがやかせるスレイヤに、シルファとアージュも微笑ほほえんで頷うなずいていた。




　　　　△▼




　小高い丘おかに、いくつもの墓標が整然と立ち並んでいた。

　俺はスレイヤに連れられ、獣人の共同墓地に足を運んでいた。

　先日、暗殺者の集団によって殺された街の獣人たちの埋まい葬そうのためだった。

　すでに人気はない。ひとしきり葬そう儀ぎも終わり、日差しが降り注ぐ墓地には、穏おだやかな静せい寂じやくが広がっていた。

「──すべて、シルファ殿から聞かせていただいた。あの日、私の身に起きたことも、それから、レイズ殿に起きたことも……」

「そうか」

「無論、フェイ殿の最さい期ごも……」

　スレイヤは悲痛に目を伏ふせた。

　スレイヤは、フェイのことを信用していた。そしてアージュも。

　裏切られた痛みは、戦いの傷よりもスレイヤを苛さいなんでいるようだった。

「私がもっと鼻を利きかせていれば、この者たちも助けられたかもしれぬ」

「くだらない後こう悔かいだ。過去は変わらない」

「レイズ殿の力をもってしても……か？」

「そうだ」

　俺は断定した。

　失われた命は、戻もどらない。

　俺の反転魔ま法ほうも、所しよ詮せんはごく限られた限定状じよう況きよう下の蘇そ生せいに過ぎない。

　もし、この墓地に眠ねむる者たちすべてを蘇よみがえらせることができるのなら、俺はとっくに、リザをこの手で生き返らせている。

　俺は心のなかで、ここに眠る者たちに祈いのりをささげた。

　せめて魂たましいが安らかであるようにと。

　それはわずかに残った、神官としての義務感からだった。

「ではやはり、悔くい続けるしかないのだな……」

「できることは、他にもある」

「それはいったい……」

　祈りを終えた俺は、スレイヤに背を向けた。

　決まっている。

　奪われたものは戻らない。

　だから俺は、奴やつらからすべてを奪うのだ。




　　　　△▼




　見知らぬ土地に来る度、リザのことが頭をよぎった。

　リザがもしこの場にいたら、どんな反応をするだろう、と考えるからだ。

　たった今、赤い肌はだと短い角を持つ巨きよ躯くたちが闊かつ歩ぽする街を歩いているこの瞬間も、まさしくそうだった。

　人間の国とも獣人の国とも異なる文化形式を持つ、オーガ族の街。

　屈くつ強きようなオーガ族たちが横を通る度、俺たちは好こう奇きの視線を浴びた。

　きょろきょろと辺りを見回すシルファと、身体からだを縮こまらせるアージュ。

「みんな、こっち見てるね」

「だだ、大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか……？」

「人間を警けい戒かいするのは当然だ」

「もしかしたら、色んな種族が一緒にいるのが珍めずらしいのかも。ねぇ、スレイヤ──」

　シルファが声をかけたところに、その姿はなかった。

　すると人混みを縫ぬって、後ろからスレイヤが俺たちのもとに追いついた。

「遅おくれてしまい、かたじけない！　つ、つい美味おいしそうな干し肉が……」

「はぐれても捜さがしはしない。しっかり付いてこい」

「しょ、承知！」

　俺は淡たん々たんとスレイヤに言った。

　だが俺たちの後ろには、さらに二つの人ひと影かげがある。

　片目だけが開いた白き仮面を付けた紅いローブ姿と、小こ柄がらな武ぶ闘とう着姿。

　仮面の魔ま法ほう使つかいに、仮面の武闘家か。

　使い捨ての手て駒ごまとするには丁度いい。

　ふと、俺はひとつの足音が停止したのを感じ取った。

　振ふり返かえる。

　立ち止まったのは、アージュだった。

「どうした」

「あの……レイズ様。私にはまだ……見出せないのです。あのとき、レイズ様に問われたことの答えが」

　なんのことを言っているのだろうか。

「あのとき、レイズ様は仰おつしやいました。罪は贖あがなえぬからこそ、罪と呼ぶのだと」

　思い出す。最初にフェイと戦った後、獣人の国に向かっている途と中ちゆうで、アージュの言葉を、俺が尋たずね返したときのことだ。

「レイズ様の仰る通りなのかもしれません。けれど、私は……」

「俺はこれからも、同じことを繰くり返す」

「えっ……」

「迷うことも、慈じ悲ひを与あたえることもない。俺が歩くのは、穢けがれた道だ」

　俺はアージュの言葉を思い返していた。

　小国バルペインに現れたフェイを追おい詰つめ、手にかけようとしたとき。

　アージュは言った。

　俺の穢れを、自分にも背負わせて欲しいと。

　だがそれは、俺には到とう底てい下すことのできない決断だ。当然、シルファにも。

　そして望みでもない。

　勇者たちへの復ふく讐しゆう。俺とシルファの望みは、合がつ致ちしている。

　だが俺とアージュの望みは、ちがう。

　俺の手がこれ以上血に染まることを、彼女は望んでいない。

　この穢れの道を歩くことを、俺は望む。

　誰だれに決められたわけでもない。

　魔ま王おうの意思でもない。

　これは、俺自身の意思だからだ。

「俺は君に、強要はしない。自分で選べ」

「…………はい」

　アージュは哀かなしそうな目で、唇くちびるを小さく噛かんだ。

「では私は──穢れのない道を選びます」

「そうか」

　俺はそれだけ言い、アージュに背を向けた。

　だが意外な一言が、背中に届いた。




「そして、レイズ様のお傍そばにもい続けます」




　あまりにわかりやすく、矛む盾じゆんした言葉だった。

　普ふ通つうに考えればそれは破は綻たんしている。子供の戯たわ言ごとのような論理だ。

　振り返る。

　毅き然ぜんとしたアージュがそこにいた。

　それは王国で、ただ刷り込まれた救いの言葉を、空くう虚きよな祈りを民衆に振りまいていた聖女ではない。

　ひとりの自立した人間としての、アージュがいた。

　なぜかそのとき、俺は彼女の矛盾した決意を否定できなかった。

「それが私の選ぶ道です。誰にも、レイズ様にも、邪じや魔まはさせません」

　俺たちの会話についていけずぽかんとするスレイヤの横で、シルファがうなずく。

「つまり、アージュはこれからも一緒」

「おっ、おおなるほど……！　よくわからないが、よかったな、レイズ殿どの！」

　俺は笑いも嘆なげきもしなかった。

　ただ小さくため息をつき、手を差さし伸のべた。

　アージュに対して。

「早く来い。遅れると、オーガ族に取って喰くわれるぞ」

「ええっ!?　そ、そうなんですか!?」

　アージュが慌あわてて俺に寄りそう。

　その反対側の腕うでをシルファが取り、そして後ろにはスレイヤが犬のように付き従う。




　ひとつの道を共に歩くには、やや窮きゆう屈くつな人数なのかもしれなかった。





［了］










あとがき









　毎回あとがきを書くのに本編以上に苦労する来生きすぎ直なお紀きです。

　迷った挙句、今回は時間について書いてみようと思います。

　これはべつに、ちょっと小難しい感じにしてかっこよくあとがきを埋うめてやるぜ的な目論見では本当にまったくないのですが。

（ちなみになぜ時間なのかは、本編をお読みになった方はおわかりになるでしょう）




　みなさん、Ｙｏｕ〇ｕｂｅをぼんやり見ていたら何時間も経っていた、といったことはないでしょうか？　時間というのはとても貴重なものです。それを意識し、私も最近、時間の使い方をよく考えるようになりました。

　たとえばコンビニやスーパーで、税込98円の普ふ通つうのポテトチップスと、税込１２８円のちょっとリッチなポテトチップスのどちらを買うか数分くらい悩なやんだりするのはよくあることだと思うのですが、そういうとき、

「この悩んでる時間で、すでに差額の30円分を消費していないだろうか？」

　と高度に思考を切り替かえるようになりました。

　つまりこの場合における正解としては、「どちらを選んでもいいが即そつ決けつする」こと、なのかもしれません。なのでこのあとがきを書いている時間も、「このあとがきに何時間も費やすくらいなら、三巻（※未定）の内容や、あるいは別の新作の企き画かくに時間を使ったほうが有意義なのでは」などと考えたりもします。




　また時間（年月）は貴重であると同時に、万事に影えい響きようをもたらします。

　十代の頃ころには分からなかったのですが、ある程度生きてくると、意外と「自分」というのも変化するのだな、ということがわかってきます。

　みなさんも、「自分はこれが好き（または嫌きらい）なんだ。そういう人間なんだ」といった、自分に対する自覚や認識、自己評価があるかと思います。

　ただ、その好き（嫌い）は、決して不変ではありません。好きだったものが時間の経過とともにそうでなくなることも、またその逆に、嫌いだったものを好きになることも、人間にはあるのです。

　これは嗜し好こうだけではなく、意見や物事の考え方にも及およびます。

　よく有名人の方々などには、何年も前の発言を取り上げられて、「あなたはあのときこう言ったじゃないか」とか「昔と言っていることがちがうじゃないか」みたいな批判があったりします。ただ一方で、「昔はそうだったけど、今は考えが変わった」ということは人間には大いにありえるので、仕方ないと思う面もあるわけです。

　とりわけこれは、自分というキャラクターを売り出している芸能人や著名人には酷こくなことかもしれません。自分はすでにそういうキャラクターとして世間から認知されているけれど、人間＝自分は時間とともに変化しているので、そのギャップによって苦しんでしまう、という悲劇も招いてしまいます。

　もし、某ぼう魚ぎよ介かい類るい好きクンさんが、魚介類をあまり好きではなくなったとしても、私はそれを批判しません。

　また、もしかしたら繊せん細さいな方ほど、または若い方ほど、「自分の好き（または嫌い）」が変わっていくことに、最初は戸と惑まどうかもしれません。けれど大だい丈じよう夫ぶ。人間は日々、変わっていくものなのです。

　変わるものにも変わらないものにも、価値は等しく存在します。

　つまり、あなたの生きているこの「今」という時間もまた、そんな変化の最中にある、一時だけのとても貴重なものとなるのです。




　ちなみに、これらの内容はすべてＹｏｕ〇ｕｂｅで見聞きしたものなので、なにが言いたかったかというと、みなさんもぜひ快適な動画ライフをお過ごしください。




　今回も沢たく山さんの方々にお世話になりました。

　イラストレーターの柴しば乃の櫂かい人と様、キャラクターたちに素晴らしい姿を与あたえていただきありがとうございます！（実はこの段階ではまだ新キャラが見れておらず、とても楽しみにしています……！）担当編集の岡おか崎ざき様、毎回ぐうの音も出ないご指し摘てきにより、本作は本作として成り立っています。そして一巻に続き、本作を読んでくれた読者の皆みなさま、本当に感謝の極みでございます。今後ともどうかお付き合いいただけると嬉うれしいです。




　それではまた、どこかでお会いできたら幸いです。


二〇二〇年　一月　来生 直紀
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